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Ⅰ．調査の概要 
１．調査の目的 

本調査は、市民の子育てに関する実態や利用の希望を把握し、より良い子育て支援を行い、平

成 27年度から平成 31年度までの子育て支援に関する計画づくりを行うために実施した。この調

査結果を基に、「直方市子ども・子育て支援事業計画」の策定を進め、直方市の子育て支援を充実

していく。 

 
２．主な調査項目 
（１）就学前児童用調査 

①対象児童及び家族の状況 
②対象児童の育ちをめぐる環境 
③対象児童の保護者の就労状況 
④対象児童の平日の定期的な教育・保育事業の利用状況・利用意向 
⑤対象児童の地域の子育て支援事業の利用状況・利用意向 
⑥対象児童の土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望 
⑦対象児童の病気の際の対応（平日の教育・保育事業を利用する方のみ） 
⑧対象児童の不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用 
⑨対象児童の小学校就学後の放課後の過ごし方 
⑩育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度 
⑪対象児童の生活習慣・運動や遊び 
⑫子育てに関する悩みや不安感 
⑬児童虐待 
⑭直方市の子育て支援施策全般 

 
（２）小学生用調査 

①対象児童及び家族の状況 
②対象児童の育ちをめぐる環境 
③対象児童の保護者の就労状況 
④対象児童の放課後の過ごし方 
⑤対象児童の病気の際の対応 
⑥対象児童の生活習慣・運動や遊び 
⑦子育てに関する悩みや不安感 
⑧児童虐待 
⑨直方市の子育て支援施策全般 
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３．調査設計 

（１）調査地域    直方市全域 

（２）調査対象    就学前児童（0～5歳）または小学生（小学 1～6年）のいる世帯 

（３）標本数     ①就学前児童     2,419サンプル 

         ②小学生       2,245サンプル 

（４）抽出方法    平成 25年 11月 1日現在の住民基本台帳より無作為に抽出 

（５）調査方法    郵送法（督促状 1回使用） 

（６）調査期間    平成 25年 11月上旬～11月下旬 

（７）調査主体    直方市教育委員会こども育成課 

（８）調査機関    ㈱サーベイリサーチセンター九州事務所 
 

 
４．回収結果 
（１）就学前児童用調査    有効回収数（率）    1,386サンプル（57.3%） 

（２）小学生用調査      有効回収数（率）    1,216サンプル（54.2%） 

（３）結果詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．調査結果の見方 

（１） 回答は、原則として各質問の調査数を基数（Ｎ）とした百分率（％）で表し、小数第 2

位を四捨五入している。このため、百分率の合計が 100％にならない場合がある。また、

2つ以上の回答ができる複数回答の質問では、回答比率の合計が 100％を超える場合があ

る。 

（２） クロス集計の表側に使用している「年齢」等の基本属性では、副問（サブクエスチョン）

等の回答者が限定される質問もあるため、図表中の表側項目の調査数を合計しても、必

ずしも調査の有効回答数にならない場合がある。 

（３） クロス集計等において、基数（Ｎ）となる調査数が少数となる場合は参考までに数値を

見る程度に留め、結果の利用には注意を要する。 

（４） 本文または図表中の質問文及び回答選択肢については、コンピュータ入力の都合上、省

略して表記している場合があるため、詳細は「Ⅳ．調査票」を参照のこと。 
 

人数 構成比 人数 構成比
0歳児 214 15.4% 1年生 154 12.7%
1歳児 161 11.6% 2年生 158 13.0%
2歳児 186 13.4% 3年生 182 15.0%
3歳児 224 16.2% 4年生 193 15.9%
4歳児 277 20.0% 5年生 257 21.1%
5歳児 308 22.2% 6年生 253 20.8%
無回答 16 1.2% 無回答 19 1.6%

計 1,386 100.0% 計 1,216 100.0%

就学前児童 小学生
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６．回答者の基本属性 
（１）就学前児童用調査 

①お住まいの小学校区、地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校区 地 区 

9.1

5.8

9.7

21.8

7.6

3.5

3.0

7.4

12.6

6.9

2.6

10.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

南小学校区

北小学校区

西小学校区

新入小学校区

感田小学校区

上頓野小学校区

下境小学校区

福地小学校区

中泉小学校区

植木小学校区

東小学校区

無回答

(N=1386)

7.6

1.3

0.0

2.5

7.4

17.2

5.8

4.8

0.9

0.7

0.9

1.1

2.7

0.1

0.7

19.3

3.0

1.3

0.4

0.4

1.4

0.0

1.0

6.1

5.6

1.1

1.1

5.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

赤地

植木

永満寺

金田屋敷

上境

上新入

上頓野

感田

下境

下新入

神正町

新知町

新町

須崎町

知古

津田町

殿町

頓野

中泉

大字直方

畑

日吉町

古町

丸山町

溝堀

山部

湯野原

無回答

(N=1386)
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②対象児童の年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③兄弟姉妹の人数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
④末子の年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤対象児童からみた回答者の続柄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20.0 22.215.4 11.6 13.4 16.2 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

35.8 39.6 18.3 4.4 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

11.0 10.328.7 16.9 11.9 12.0 9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=864)

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 無回答

91.7 7.3

0.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

母親 父親 その他 無回答
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⑥回答者の婚姻状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦主な保育者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

91.7 8.1 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

婚姻している 婚姻していない 無回答

61.6 35.3

0.4 1.2 0.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

父母ともに 主に母親 主に父親

主に祖父母 その他 無回答
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（２）小学生用調査 

①お住まいの小学校区、地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校区 地 区 

9.0

6.7

12.2

20.9

7.7

4.3

3.4

7.6

11.9

4.0

3.5

8.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

南小学校区

北小学校区

西小学校区

新入小学校区

感田小学校区

上頓野小学校区

下境小学校区

福地小学校区

中泉小学校区

植木小学校区

東小学校区

無回答

(N=1216)

7.8

1.3

0.0

3.6

7.6

17.0

5.8

5.5

0.7

0.6

1.0

0.9

2.4

0.2

0.7

16.6

3.4

1.6

0.3

0.6

1.7

0.1

1.2

6.0

4.1

0.5

1.3

7.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

赤地

植木

永満寺

金田屋敷

上境

上新入

上頓野

感田

下境

下新入

神正町

新知町

新町

須崎町

知古

津田町

殿町

頓野

中泉

大字直方

畑

日吉町

古町

丸山町

溝堀

山部

湯野原

無回答

(N=1216)
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②対象児童の学年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③兄弟姉妹の人数 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
④末子の年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤対象児童からみた回答者の続柄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21.1 20.812.7 13.0 15.0 15.9 1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 無回答

16.6 47.9 26.6 7.5 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

7.024.1 29.0 23.5 16.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=998)

３歳以下 ４～６歳 ７～９歳 １０～１２歳 無回答

88.4 10.5

0.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

母親 父親 その他 無回答
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⑥回答者の婚姻状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦主な保育者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

84.6 14.9 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

婚姻している 婚姻していない 無回答

59.5 35.3

1.3 2.5 1.0

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

父母ともに 主に母親 主に父親

主に祖父母 その他 無回答
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Ⅱ．就学前児童用調査の調査結果 
１．子どもの育ちをめぐる環境について 
（１）子育てに日常的に関わっている人（施設） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
子育てに日常的に関わっている人（施設）は、「父母ともに」（62.5％）が最も多く、次いで「保

育所」（38.7％）、「祖父母」（33.6％）、「幼稚園」（24.1％）、となっている。 

 

 
（２）子育てにもっとも影響すると思われる環境 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子育てにもっとも影響すると思われる環境は、「家庭」（85.6％）が最も多く、次いで「保育所」

（41.1％）、「幼稚園」（29.3％）、「地域」（17.2％）となっている。 

問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）

ですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

【子育てに日常的に関わっている人（施設）】 

問９ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境はどれ

ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【子育てにもっとも影響すると思われる環境】 

38.7

33.6

24.1

23.5

0.0

3.2

0.7

62.5

0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

父母ともに

保育所

祖父母

幼稚園

母親

父親

認定こども園

その他

無回答

(N=1386)

41.1

29.3

17.2

0.6

0.7

85.6

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭

保育所

幼稚園

地域

認定こども園

その他

無回答

(N=1386)
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（３）日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の状況は、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族

にみてもらえる」（59.7％）が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（35.2％）

となっており、これらをあわせた『祖父母等の親族にみてもらえる』（94.9％）が 9割強と大半を占

めている。一方、『子どもをみてもらえる友人・知人がいる』（8.9％）は 1割台にとどまっており、

そのうち「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」人は 1.4％と少数である。 

 

（４）祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１０ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の状況】 

（祖父母等の親族に子どもをみてもらっている方へ） 

問１０－１ 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

【祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況】 

35.2

7.5

1.4

7.6

59.7

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

緊急時もしくは用事の際には　

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時や用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる　

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

(N=1386)

19.7

16.1

15.4

2.9

2.4

61.2

3.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族に負担をかけていることが心苦しい

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとって　

ふさわしいのか少し不安である

その他

無回答

(N=1233)
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祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況については、「安心して子どもをみてもらえる」

（61.2％）が 6割強を占めて最も多く、次いで「祖父母等の親族に負担をかけていることが心苦し

い」（19.7％）、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」（16.1％）、「祖父母等の親族の

時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（15.4％）となっている。 

 

 

（５）友人・知人に子どもをみてもらっている状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
友人・知人に子どもをみてもらっている状況については、「安心して子どもをみてもらえる」

（51.3％）が半数を超えて最も多く、これに「友人・知人に負担をかけていることが心苦しい」

（21.7％）、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（14.8％）が続いている。 

（友人・知人に子どもをみてもらっている方へ） 

問１０－２ 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

【友人・知人に子どもをみてもらっている状況】 

21.7

14.8

6.1

0.0

4.3

51.3

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

安心して子どもをみてもらえる

友人・知人に負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や　　　　

精神的な負担が大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとって　

ふさわしいのか少し不安である

その他

無回答

(N=115)
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（６）子育てをする上で気軽に相談できる人（場所）の有無 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子育てをする上で気軽に相談できる人（場所）が「いる・ある」（96.5％）人が大半を占めている。 

 
（７）子育てに関して気軽に相談できる人（場所） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
子育てに関して気軽に相談できる人（場所）については、「配偶者・パートナー」（82.3％）と「祖

父母等の親族」（80.8％）が 8割を超えて多く、これに「友人や知人」（69.3％）が 7割で続いてい

る。 

問１１ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいます

か。また、相談できる場所はありますか。【○は１つだけ】 

【子育てをする上で気軽に相談できる人（場所）の有無】 

（子育てに関して気軽に相談できる人（場所）がいる／ある方へ） 

問１１－１ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）で

すか。【○はあてはまるものすべて】 

【子育てに関して気軽に相談できる人（場所）】 

96.5

2.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

いる・ある いない・ない 無回答

80.8

69.3

27.8

17.4

7.8

6.9

3.1

1.6

0.3

0.3

1.6

0.0

82.3

9.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者・パートナー

祖父母等の親族

友人や知人

保育士

幼稚園教諭

近所の人

医師・看護師・栄養士等

子育て支援施設

保健所

自治体の子育て関連担当窓口

民生委員・児童委員

児童相談所

その他

無回答

(N=1337)
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２．保護者の就労状況について 
（１）就労状況まとめ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保護者の就労状況をまとめると、「片働き家庭（フルタイムと未就労）」（34.8％）が 3割強と最も

多く、これに「共働き家庭（フルタイム）」（24.5％）と「共働き家庭（フルタイムとパート等）」（21.9％）

が 2割で続いている。『共働き家庭』（46.5％）が『片働き家庭』（36.0％）を上回っている。 

小学校区別にみると、南小学校区や新入小学校区、福地小学校区では『共働き家庭』の割合が他

の小学校区に比べて高く、半数強～6割強を占めている。また、北小学校区と上頓野小学校区では

『片働き家庭』、下境小学校区と中泉小学校区では「ひとり親家庭」の割合がそれぞれ他の小学校区

に比べて高い。 

子どもの年齢別にみると、年齢が上がるほど『共働き家庭』の割合は高く、『片働き家庭』の割合

は低くなっている。 

【小学校区別・子どもの年齢別 就労状況まとめ】（％） 

 
 

 

【就労状況まとめ】 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

ひ
と
り
親
家
庭

共
働
き
家
庭

（
フ

ル
タ
イ
ム

）

共
働
き
家
庭

（
フ

ル
タ
イ
ム
と
パ
ー

ト
等

）

共
働
き
家
庭

（
パ
ー

ト
と
パ
ー

ト
等

）

片
働
き
家
庭

（
フ

ル
タ
イ
ム
と
未
就

労

）

片
働
き
家
庭

（
パ
ー

ト
等
と
未

就
労

）

そ
の
他

無
回
答

　

（
再
掲

）
共
働

き
家
庭
　
計

　

（
再
掲

）
片
働

き
家
庭
　
計

1386 8.1 24.5 21.9 0.1 34.8 1.2 0.4 8.9 46.5 36.0
南小学校区 36 11.1 33.3 22.2 - 16.7 2.8 2.8 11.1 55.6 19.4
北小学校区 126 8.7 17.5 20.6 - 42.1 3.2 - 7.9 38.1 45.2
西小学校区 81 7.4 25.9 14.8 - 35.8 1.2 - 14.8 40.7 37.0
新入小学校区 134 7.5 32.1 20.9 - 32.1 2.2 - 5.2 53.0 34.3
感田小学校区 302 5.6 25.2 22.2 - 37.1 0.7 0.7 8.6 47.4 37.7
上頓野小学校区 139 2.2 24.5 20.1 - 44.6 0.7 - 7.9 44.6 45.3
下境小学校区 105 18.1 24.8 17.1 - 29.5 1.0 1.9 7.6 41.9 30.5
福地小学校区 49 6.1 32.7 28.6 - 24.5 2.0 - 6.1 61.2 26.5
中泉小学校区 41 19.5 17.1 24.4 2.4 19.5 2.4 2.4 12.2 43.9 22.0
植木小学校区 103 6.8 19.4 28.2 - 34.0 1.0 - 10.7 47.6 35.0
東小学校区 174 10.9 21.8 24.1 - 35.1 - - 8.0 46.0 35.1
無回答 96 5.2 25.0 22.9 1.0 32.3 - - 13.5 49.0 32.3

1386 8.1 24.5 21.9 0.1 34.8 1.2 0.4 8.9 46.5 36.0
０歳 214 2.8 22.9 11.2 - 53.7 0.5 - 8.9 34.1 54.2
１歳 161 11.2 24.8 14.9 - 38.5 1.9 - 8.7 39.8 40.4
２歳 186 5.4 23.7 21.5 - 37.1 1.6 0.5 10.2 45.2 38.7
３歳 224 11.2 23.2 25.4 0.4 31.7 0.9 0.4 6.7 49.1 32.6
４歳 277 8.7 26.0 26.7 - 28.9 1.4 - 8.3 52.7 30.3
５歳 308 9.1 25.3 26.3 0.3 26.6 1.0 1.3 10.1 51.9 27.6
無回答 16 6.3 25.0 25.0 - 25.0 - - 18.8 50.0 25.0

小
学
校
区

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

8.1 24.5 21.9

0.1

34.8

1.2 0.4

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

ひとり親家庭 共働き家庭（フルタイム）

共働き家庭（フルタイムとパート等） 共働き家庭（パートとパート等）

片働き家庭（フルタイムと未就労） 片働き家庭（パート等と未就労）

その他 無回答

共働き家庭：46.5％ 片働き家庭：36.0％ 
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（２）母親について 
①母親の就労状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母親の就労状況は、「未就労（就労経験あり）」（35.5％）が 3割を超えて多く、これに「パート・

アルバイト等」（26.3％）と「フルタイム」（25.2％）が 2割台で続いている。 

フルタイムとパート・アルバイト等について、育休中等の人をあわせると、『フルタイム』（30.9％）

が 3割、『パート・アルバイト等』（28.0％）が 3割弱を占めている。 

小学校区別にみると、南小学校区では「フルタイム」（37.1％）の割合が他の小学校区に比べて高

く、4割弱を占めている。また、北小学校区と上頓野小学校区では「未就労（就労経験あり）」、中

泉小学校区では「パート・アルバイト等」の割合がそれぞれ他の小学校区に比べて高く、それぞれ

4割強となっている。 

子どもの年齢別にみると、年齢が上がるほど「フルタイム」と「パート・アルバイト等」の割合

は高く、「未就労（就労経験あり）」の割合は低くなっている。 

【小学校区別・子どもの年齢別 母親の就労状況】（％） 

 

問１２ 保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 

（１）母親【○は１つだけ】 

【母親の就労状況】 

25.2 5.7 26.3

1.7

35.5 4.8 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1345)

フルタイム フルタイム（育休中等）

パート・アルバイト等 パート・アルバイト等（育休中等）

未就労（就労経験あり） 未就労（就労経験なし）

無回答

フルタイム：30.9％ パート・アルバイト等：28.0％ 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム

フ
ル
タ
イ
ム

（
育
休
中
等

）

パ
ー

ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等

パ
ー

ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等

（
育

休
中
等

）

未
就
労

（
就
労

経
験
あ
り

）

未
就
労

（
就
労

経
験
な
し

）

無
回
答

1345 25.2 5.7 26.3 1.7 35.5 4.8 0.7
南小学校区 35 37.1 8.6 28.6 2.9 20.0 2.9 -
北小学校区 122 21.3 3.3 27.9 0.8 41.0 4.9 0.8
西小学校区 78 30.8 5.1 17.9 - 33.3 11.5 1.3
新入小学校区 129 34.1 4.7 25.6 - 27.9 7.0 0.8
感田小学校区 296 26.0 5.7 26.0 1.7 35.1 5.1 0.3
上頓野小学校区 135 20.0 6.7 21.5 3.0 45.2 3.0 0.7
下境小学校区 101 31.7 5.0 23.8 1.0 33.7 5.0 -
福地小学校区 48 25.0 10.4 35.4 2.1 20.8 4.2 2.1
中泉小学校区 39 20.5 5.1 41.0 - 30.8 2.6 -
植木小学校区 101 18.8 5.9 29.7 3.0 41.6 1.0 -
東小学校区 168 19.6 7.1 26.8 3.6 36.9 5.4 0.6
無回答 93 25.8 4.3 26.9 1.1 36.6 3.2 2.2

1345 25.2 5.7 26.3 1.7 35.5 4.8 0.7
０歳 207 11.1 15.5 10.6 1.9 57.0 3.4 0.5
１歳 159 25.2 6.9 19.5 1.3 44.0 2.5 0.6
２歳 184 23.4 6.0 26.6 2.7 37.0 4.3 -
３歳 219 27.4 3.7 30.1 2.3 30.1 5.9 0.5
４歳 266 29.7 3.8 30.5 0.8 28.6 4.9 1.9
５歳 295 30.5 1.7 34.2 1.4 25.8 6.1 0.3
無回答 15 26.7 - 26.7 6.7 26.7 13.3 -

小
学
校
区

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体
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②就労している母親の 1 週あたりの就労日数、1 日あたりの就労時間 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している母親（フルタイム：416人、パート・アルバイト等：377人）に就労日数と時間をた

ずねたところ、フルタイムで就労している母親では、週「5日」（65.6％）で 1日「8時間」（60.6％）

働いている人が最も多い。パート・アルバイト等で就労している母親では週「5日」（42.4％）で 1

日「6時間」（27.3％）や「5時間」（24.4％）で働いている人が多い。 

（就労している母親へ） 

（１）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答

えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンに

ついてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況に

ついてお答えください。【数字で記入】 

 

【1週あたりの就労日数】       【1日あたりの就労時間】 

 

（母親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（母親・パート・アルバイト等） 
 

 

0.5

0.2

1.4

65.6

0.7

2.2

0.5

28.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=416)

3.2

15.6

20.7

42.4

0.0

2.1

2.1

13.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=377)

0.0

0.7

2.9

10.8

12.5

6.3

2.4

2.6

60.6

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間以上

無回答

(N=416)

16.4

24.4

27.3

15.1

1.1

0.0

0.3

3.2

6.4

5.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間以上

無回答

(N=377)
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③就労している母親の家を出る時刻、帰宅時刻 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している母親（フルタイム：416人、パート・アルバイト等：377人）に家を出る時刻と帰宅

時刻をたずねたところ、フルタイムで就労している母親では、「8 時台」（48.8％）に家を出て「18

時台」（51.7％）に帰宅する人が最も多い。パート・アルバイト等で就労している母親では「8時台」

（49.9％）に家を出て「1～15時台」（36.6％）に帰宅する人が最も多い。 

 

 

（就労している母親へ） 

（１）－２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に

入る前の状況についてお答えください。【数字で記入】 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

 

【家を出る時刻】                【帰宅時刻】 

 

（母親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（母親・パート・アルバイト等） 

1.0

34.9

48.8

9.1

1.4

2.2

0.2

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１～５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１～２４時台

無回答

(N=416)

0.5

6.9

49.9

27.1

4.2

4.2

0.0

7.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１～５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１～２４時台

無回答

(N=377)

2.9

11.1

51.7

23.3

2.4

2.6

1.2

4.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１～１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台

２１～２４時台

無回答

(N=416)

18.6

19.6

18.0

1.3

1.6

4.2

36.6

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１～１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台

２１～２４時台

無回答

(N=377)
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④就労している母親の就労場所 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
就労している母親の就労場所は、「市内」（51.8％）が過半数となっている。 

小学校区別にみると、南小学校区と中泉小学校区では「市内」の割合がそれぞれ他の小学校区に

比べて高く、それぞれ 7割弱となっている。 

子どもの年齢別にみると、０歳では「市外」（56.8％）の割合が１歳以上に比べて高く、6割弱を

占めている。 

 

 

【小学校区別・子どもの年齢別 母親の就労場所】（％） 

 
 
 
 
 
 

（就労している母親へ） 

（１）－３ 就労場所についてお答え下さい。市外で就労している方は市町村名を記入して下

さい。 

 

【母親の就労場所】 

51.8 46.4 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=793)

市内 市外 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

市
内

市
外

無
回
答

793 51.8 46.4 1.8
南小学校区 27 66.7 33.3 -
北小学校区 65 52.3 44.6 3.1
西小学校区 42 54.8 45.2 -
新入小学校区 83 53.0 44.6 2.4
感田小学校区 176 47.2 51.1 1.7
上頓野小学校区 69 52.2 47.8 -
下境小学校区 62 56.5 43.5 -
福地小学校区 35 60.0 40.0 -
中泉小学校区 26 69.2 26.9 3.8
植木小学校区 58 51.7 46.6 1.7
東小学校区 96 47.9 49.0 3.1
無回答 54 42.6 53.7 3.7

793 51.8 46.4 1.8
０歳 81 40.7 56.8 2.5
１歳 84 50.0 48.8 1.2
２歳 108 50.9 47.2 1.9
３歳 139 53.2 46.8 -
４歳 172 55.8 42.4 1.7
５歳 200 53.0 44.5 2.5
無回答 9 55.6 33.3 11.1

  全  体

小
学
校
区

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（３）父親について 
①父親の就労状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
父親の就労状況は、「フルタイム」（96.2％）が 9割を超えて大半を占めている。 

 

問１２ 保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 

（２）父親【○は１つだけ】 

【父親の就労状況】 

96.2

0.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1195)

フルタイム フルタイム（育休中等）

パート・アルバイト等 パート・アルバイト等（育休中等）

未就労（就労経験あり） 未就労（就労経験なし）

無回答

フルタイム：96.5％ パート・アルバイト等：0.9％ 

パート・アルバイト等（育休中等）：0.0％ 

未就労（就労経験あり）：1.5％ 

未就労（就労経験なし）：0.3％ 
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②就労している父親の 1 週あたりの就労日数、1 日あたりの就労時間 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している父親（フルタイム：1153人、パート・アルバイト等：11人）に就労日数と時間をた

ずねたところ、フルタイムで就労している父親は、週「5日」（50.4％）で 1日「8時間」（31.8％）

働いている人が最も多い。パート・アルバイト等で就労している父親は週「5日」（7人、63.6％）

で 1日「8時間」（5人、45.5％）働いている人が最も多い。 

（２）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答

えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンに

ついてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況について

お答えください。【数字で記入】 

 

【1週あたりの就労日数】       【1日あたりの就労時間】 

 

（父親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（父親・パート・アルバイト等） 
 

 

0.3

1.0

0.3

50.4

3.9

2.1

41.8

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答
(N=1153)

0.1

0.1

0.5

0.7

14.9

21.9

26.3

3.6

31.8

0.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間以上

無回答

(N=1153)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

11 - - 1 2 7 1 - -

100.0 - - 9.1 18.2 63.6 9.1 - -

（上段＝実数、下段＝％） （上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
時
間
以
下

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間
以
上

無
回
答

11 - 2 1 - 1 5 1 - 1 -

100.0 - 18.2 9.1 - 9.1 45.5 9.1 - 9.1 -
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③就労している父親の家を出る時刻、帰宅時刻 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している父親（フルタイム：1153人、パート・アルバイト等：11人）に家を出る時刻と帰宅

時刻をたずねたところ、フルタイムで就労している父親では、「7 時台」（37.1％）に家を出て「19

時台」（21.9％）や「18時台」（21.0％）に帰宅する人が多い。パート・アルバイト等で就労してい

る父親では「7時台」（8人、72.7％）に家を出て「19時台」（3人、27.3％）に帰宅する人が多い。 

（２）－２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前

の状況についてお答えください。【数字で記入】 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

 

【家を出る時刻】                【帰宅時刻】 

 

（父親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（父親・パート・アルバイト等） 
 

12.7

37.1

26.5

4.9

3.6

4.1

9.5

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１～５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１～２４時台

無回答

(N=1153)

1.4

7.2

21.0

21.9

19.9

3.9

7.6

17.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

１～１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台

２１～２４時台

無回答

(N=1153)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
～

５
時
台

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台

１
１
～

２
４
時
台

無
回
答

11 - 1 8 - 1 - 1 -

100.0 - 9.1 72.7 - 9.1 - 9.1 -

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
～

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台

２
０
時
台

２
１
～

２
４
時
台

無
回
答

11 1 1 2 2 3 1 1 -

100.0 9.1 9.1 18.2 18.2 27.3 9.1 9.1 -

（上段＝実数、下段＝％） （上段＝実数、下段＝％） 
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④就労している父親の就労場所 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
就労している父親の就労場所は、「市外」（61.7％）が「市内」（35.7％）を上回っている。 

母親は市内で働いている人が過半数（51.8％）を占めていたが、父親については市外で働いてい

る人の方が多い。 

小学校区別にみると、南小学校区では「市内」（63.0％）の割合が他の小学校区に比べて高く、6

割強となっている。 

 

【小学校区別 父親の就労場所】（％） 

 

（就労している父親へ） 

（２）－３ 就労場所についてお答え下さい。市外で就労している方は市町村名を記入して下

さい。 

【父親の就労場所】 

35.7 61.7 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1164)

市内 市外 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

市
内

市
外

無
回
答

1164 35.7 61.7 2.7
南小学校区 27 63.0 37.0 -
北小学校区 102 42.2 54.9 2.9
西小学校区 66 30.3 69.7 -
新入小学校区 118 41.5 57.6 0.8
感田小学校区 259 34.4 64.1 1.5
上頓野小学校区 130 33.8 63.8 2.3
下境小学校区 78 33.3 62.8 3.8
福地小学校区 43 27.9 67.4 4.7
中泉小学校区 28 32.1 64.3 3.6
植木小学校区 87 31.0 66.7 2.3
東小学校区 145 34.5 60.0 5.5
無回答 81 35.8 59.3 4.9

  全  体

小
学
校
区
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（４）パート・アルバイトで就労している人のフルタイムへの転換希望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パートタイム、アルバイト等で就労している方にフルタイムへの転換希望をたずねたところ、母

親では、「パート・アルバイト等での就労を続けることを希望」（52.8％）が過半数を占めており、

次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」（22.3％）、「フルタイムへの

転換希望があり、実現できる見込みがある」（10.3％）となっている。 

一方、父親では、「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」（6人、54.5％）

が最も多く、次いで「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」（2人、18.2％）

となっている。 

（パート・アルバイト等で就労している方へ） 

問１３ フルタイムへの転換希望はありますか。【○は１つだけ】 

【母親のフルタイムへの転換希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親のフルタイムへの転換希望】 

9.010.3 22.3 52.8 5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=377)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等での就労を続けることを希望

仕事をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の

転
換
希
望
が
あ

り

、
実
現
で
き
る

見
込
み
が
あ
る

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の

転
換
希
望
は
あ
る

が

、
実
現
で
き
る

見
込
み
は
な
い

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
で
の
就
労

を
続
け
る
こ
と
を

希
望

仕
事
を
や
め
て
子

育
て
や
家
事
に
専

念
し
た
い

無
回
答

11 2 6 1 - 2
100.0 18.2 54.5 9.1 - 18.2

（上段＝実数、下段＝％） 
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母親のフルタイムへの転換希望について小学校区別にみると、南小学校区や西小学校区、感田小

学校区では「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」の割合が他の小学校区に比べて高

く、それぞれ 6割強～7割強となっている。また、福地小学校区では「フルタイムへの転換希望が

あり、実現できる見込みがある」、東小学校区では「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる

見込みはない」の割合がそれぞれ 3割強と他に比べて高い。さらに、上頓野小学校区では「仕事を

やめて子育てや家事に専念したい」（18.2％）の割合が他に比べて高くなっている。 

 

【小学校区別 母親のフルタイムへの転換希望】（％） 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
が
あ
り

、
実
現
で
き
る

見
込
み
が
あ
る

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
は
あ
る
が

、
実
現
で
き

る
見
込
み
は
な
い

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

で
の
就
労
を
続
け
る
こ
と

を
希
望

仕
事
を
や
め
て
子
育
て
や

家
事
に
専
念
し
た
い

無
回
答

377 10.3 22.3 52.8 5.6 9.0
南小学校区 11 9.1 - 72.7 - 18.2
北小学校区 35 14.3 17.1 57.1 2.9 8.6
西小学校区 14 7.1 21.4 64.3 7.1 -
新入小学校区 33 9.1 18.2 57.6 3.0 12.1
感田小学校区 82 6.1 24.4 62.2 1.2 6.1
上頓野小学校区 33 9.1 18.2 48.5 18.2 6.1
下境小学校区 25 12.0 12.0 52.0 12.0 12.0
福地小学校区 18 33.3 16.7 33.3 5.6 11.1
中泉小学校区 16 6.3 18.8 56.3 12.5 6.3
植木小学校区 33 9.1 27.3 51.5 - 12.1
東小学校区 51 9.8 33.3 41.2 5.9 9.8
無回答 26 11.5 30.8 38.5 7.7 11.5

  全  体

小
学
校
区
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（５）母親（未就労者）の就労希望 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 就労していない母親（543人）に就労希望をたずねたところ、「子どもがある程度大きくなったら

働きたい」（40.0％）が最も多く、次いで「すぐにでも、もしくは 1年以内に働きたい」（26.2％）、

「子育てや家事などに専念したい（就労予定なし）」（22.3％）となっている。 

 子どもがある程度大きくなったら就労したい母親（217 人）の、就労を希望するときの末子の年

齢としては、平均 4.20歳となっている。「3歳以下」（55.8％）が過半数であり、次いで「4～6歳」

（24.9％）、「7～9歳」（13.8％）となっている。 

（就労していない母親へ） 

問１４ 就労したいという希望はありますか。 

    また、該当する箇所に数字をご記入ください。【数字で記入】 

（１）母親【○は１つだけ】 

【母親（未就労者）の就労希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（就労していない母親のうち、子どもがある程度大きくなったら就労したい方へ） 

【就労を希望するときの末子の年齢】 

22.3 40.0 26.2 11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=543)

子育てや家事などに専念したい（就労予定なし）

子どもがある程度大きくなったら働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答

55.8 24.9 13.8

2.8 1.4

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=217)

３歳以下 ４～６歳 ７～９歳 １０～１２歳 １３歳以上 無回答

平均年齢 

4.20歳 
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母親の就労希望について小学校区別にみると、中泉小学校区では「すぐにでも、もしくは 1年以

内に働きたい」（61.5％）の割合が 6割強、南小学校区と上頓野小学校区では「子どもがある程度大

きくなったら働きたい」の割合が 5割程度、北小学校区では「子育てや家事などに専念したい（就

労予定なし）」（33.9％）の割合が 3割強となっており、それぞれ他の小学校区に比べて高くなって

いる。 

子どもの年齢別にみると、０歳では「子育てや家事などに専念したい（就労予定なし）」（27.2％）

の割合が 3割弱、５歳では「すぐにでも、もしくは 1年以内に働きたい」（35.1％）の割合が 4割弱

となっており、それぞれ他の年齢に比べて高い。 

 

 

【小学校区別・子どもの年齢別 母親（未就労者）の就労希望】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

子
育
て
や
家
事
な
ど

に
専
念
し
た
い

（
就

労
予
定
な
し

）

子
ど
も
が
あ
る
程
度

大
き
く
な

っ
た
ら
働

き
た
い

す
ぐ
に
で
も

、
も
し

く
は
１
年
以
内
に
働

き
た
い

無
回
答

543 22.3 40.0 26.2 11.6
南小学校区 8 12.5 50.0 25.0 12.5
北小学校区 56 33.9 28.6 28.6 8.9
西小学校区 35 20.0 42.9 25.7 11.4
新入小学校区 45 20.0 42.2 20.0 17.8
感田小学校区 119 21.0 46.2 25.2 7.6
上頓野小学校区 65 18.5 50.8 16.9 13.8
下境小学校区 39 25.6 23.1 25.6 25.6
福地小学校区 12 25.0 25.0 41.7 8.3
中泉小学校区 13 15.4 15.4 61.5 7.7
植木小学校区 43 18.6 41.9 30.2 9.3
東小学校区 71 25.4 40.8 28.2 5.6
無回答 37 18.9 37.8 24.3 18.9

543 22.3 40.0 26.2 11.6
０歳 125 27.2 40.8 21.6 10.4
１歳 74 17.6 50.0 24.3 8.1
２歳 76 25.0 36.8 31.6 6.6
３歳 79 20.3 48.1 19.0 12.7
４歳 89 18.0 44.9 25.8 11.2
５歳 94 24.5 23.4 35.1 17.0
無回答 6 - 16.7 33.3 50.0

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

小
学
校
区
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 すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい母親（142 人）の 8 割弱（76.8％）が「パート・ア

ルバイト等」での就労を希望しており、「フルタイム」希望者は 2割強（22.5％）である。 

 また、パート・アルバイト等での就労を希望する母親（109人）の 1週あたりの就労希望日数は、

平均で 4.34 日であり、「5 日」（49.5％）が半数程度で最も多く、次いで「4 日」（30.3％）、「3 日」

（15.6％）となっている。 

 1日あたりの就労希望時間は、平均で 5.19時間であり、「5時間」（44.0％）が最も多く、次いで

「4時間」（21.1％）、「6時間」（20.2％）となっている。 

 

（就労していない母親のうち、すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい方へ） 

 

【就労希望形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（パート・アルバイト等での就労を希望される方へ） 

【１週あたりの就労希望日数】    【１日あたりの就労希望時間】 

 

22.5 76.8 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=142)

フルタイム パート・アルバイト等 無回答

1.8

15.6

30.3

49.5

0.0

0.9

0.0

1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=109)

21.1

44.0

20.2

8.3

0.9

2.8

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間以上

無回答

(N=109)
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（６）父親（未就労者）の就労希望 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 就労していない父親（21 人）に就労希望をたずねたところ、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に

働きたい」（42.9％）が最も多くなっている。 

 また、すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい父親（9 人）の全員が「フルタイム」での就

労を希望している。 

 

（就労していない父親へ） 

問１４ 就労したいという希望はありますか。 

    また、該当する箇所に数字をご記入ください。【数字で記入】 

（２）父親【○は１つだけ】 

【父親（未就労者）の就労希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（就労していない父親のうち、すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい方へ） 

【就労希望形態】 

 

 

 

 

9.5

0.0

42.9 47.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=21)

子育てや家事などに専念したい（就労予定なし）

子どもがある程度大きくなったら働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

等 無
回
答

9 9 - -

100.0 100.0 - -

（上段＝実数、下段＝％） 
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３．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 
（１）平日の定期的な教育・保育事業の現在の利用状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7割を超える人（75.3％）が平日の定期的な教育・保育事業を利用している。 

小学校区別にみると、南小学校区や福地小学校区、中泉小学校区では「利用している」の割合が

他の小学校区に比べて高く、9割弱を占めている。 

子どもの年齢別にみると、３歳以上では「利用している」の割合が２歳以下に比べて高く、9割

台後半と大半を占めている。一方、０歳では「利用していない」（82.7％）の割合が高く、8割強と

なっている。 

保護者の就労状況別にみると、片働き家庭では「利用していない」（45.7％）の割合が他に比べて

高く、4割強を占めている。 

【小学校区別・子どもの年齢別・保護者の就労状況別  

平日の定期的な教育・保育事業の現在の利用状況】（％） 

 
 
 

問１５ あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利 

用していますか。【○は１つだけ】 

【平日の定期的な教育・保育事業の現在の利用状況】 

75.3 24.2 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

利用している 利用していない 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

利
用
し
て
い

る 利
用
し
て
い

な
い

無
回
答

1386 75.3 24.2 0.5
南小学校区 36 88.9 11.1 -
北小学校区 126 74.6 23.8 1.6
西小学校区 81 69.1 29.6 1.2
新入小学校区 134 76.1 22.4 1.5
感田小学校区 302 76.8 22.5 0.7
上頓野小学校区 139 72.7 27.3 -
下境小学校区 105 72.4 27.6 -
福地小学校区 49 89.8 10.2 -
中泉小学校区 41 85.4 14.6 -
植木小学校区 103 77.7 22.3 -
東小学校区 174 74.1 25.9 -
無回答 96 64.6 35.4 -

1386 75.3 24.2 0.5
０歳 214 17.3 82.7 -
１歳 161 52.2 47.2 0.6
２歳 186 66.1 33.3 0.5
３歳 224 95.5 4.5 -
４歳 277 98.6 1.1 0.4
５歳 308 97.4 1.3 1.3
無回答 16 75.0 25.0 -

1386 75.3 24.2 0.5
ひとり親家庭 112 95.5 3.6 0.9
共働き家庭（フルタイム） 339 86.7 13.0 0.3
共働き家庭（フルタイムとパート等） 304 91.8 7.9 0.3
片働き家庭 499 54.1 45.7 0.2
その他 8 75.0 25.0 -
無回答 124 70.2 27.4 2.4

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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（２）利用している平日の定期的な教育・保育事業の種類 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平日の定期的な教育・保育事業を利用している人（1,043人）に利用している事業の種類をたず

ねたところ、「保育所」（56.9％）が 6割弱を占めており、これに「幼稚園」（40.1％）が 4割で続い

ている。そのほかの事業の利用者は 5％未満となっている。 

小学校区別にみると、南小学校区や下境小学校区、中泉小学校区では「保育所」の割合が他の小

学校区に比べて高く、7割強～8割を占めている。また、感田小学校区と上頓野小学校区では「幼稚

園」の割合が 5割弱と他に比べてやや高い。 

子どもの年齢別にみると、０～２歳以上では「保育所」、３～５歳では「幼稚園」の割合が高くな

っている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭や共働き家庭では「保育所」、片働き家庭では「幼稚

園」の割合が高い。 

 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用している方へ） 

問１５－１ あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年

間を通じて定期的に利用している事業をお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

【利用している平日の定期的な教育・保育事業の種類】 

40.1

7.7

1.2

0.4

0.2

0.1

0.1

0.0

2.0

0.8

0.3

56.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

事業所内保育施設

認定こども園

ファミリー・サポート・センター

その他の認可外の保育施設

家庭的保育

居宅訪問型保育

自治体の認証・認定保育施設

その他

無回答

(N=1043)
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【小学校区別・子どもの年齢別・保護者の就労状況別  

利用している平日の定期的な教育・保育事業の種類】 

 
 
 
 
 
 
 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

保
育
所

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保

育 事
業
所
内
保
育
施
設

認
定
こ
ど
も
園

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
認
可
外
の

保
育
施
設

家
庭
的
保
育

居
宅
訪
問
型
保
育

自
治
体
の
認
証
・
認

定
保
育
施
設

そ
の
他

無
回
答

1043 56.9 40.1 7.7 1.2 0.4 0.3 0.2 0.1 0.1 - 2.0 0.8
南小学校区 32 71.9 28.1 3.1 - - - - - - - - -
北小学校区 94 53.2 44.7 5.3 - - - - - - - 3.2 -
西小学校区 56 53.6 44.6 8.9 1.8 1.8 - - - - - - -
新入小学校区 102 54.9 42.2 10.8 - - - - - - - 2.0 2.0
感田小学校区 232 49.1 47.0 8.6 1.3 0.4 - 0.4 0.4 0.4 - 3.0 0.4
上頓野小学校区 101 50.5 46.5 7.9 - 1.0 1.0 - - - - 2.0 1.0
下境小学校区 76 72.4 23.7 5.3 1.3 - - - - - - 3.9 -
福地小学校区 44 56.8 38.6 13.6 4.5 - - 2.3 - - - 4.5 -
中泉小学校区 35 80.0 20.0 8.6 2.9 - - - - - - - -
植木小学校区 80 58.8 38.8 2.5 - 1.3 - - - - - 1.3 1.3
東小学校区 129 54.3 43.4 9.3 0.8 - 1.6 - - - - - 1.6
無回答 62 71.0 22.6 4.8 4.8 - - - - - - 1.6 1.6

1043 56.9 40.1 7.7 1.2 0.4 0.3 0.2 0.1 0.1 - 2.0 0.8
０歳 37 89.2 5.4 2.7 2.7 2.7 - - - - - - 2.7
１歳 84 90.5 2.4 - 3.6 - 1.2 - - - - 3.6 1.2
２歳 123 70.7 21.1 4.9 0.8 2.4 0.8 0.8 0.8 - - 5.7 -
３歳 214 47.2 50.9 9.3 1.4 - 0.5 0.5 - - - 0.5 0.9
４歳 273 51.3 47.3 9.2 0.7 - - - - - - 1.5 0.4
５歳 300 49.7 48.3 9.3 0.7 - - - - 0.3 - 2.0 1.0
無回答 12 58.3 41.7 - - - - - - - - - -

1043 56.9 40.1 7.7 1.2 0.4 0.3 0.2 0.1 0.1 - 2.0 0.8
ひとり親家庭 107 87.9 12.1 3.7 1.9 - - - - - - 1.9 -
共働き家庭（フルタイム） 294 79.3 17.0 6.5 3.1 0.7 0.3 0.3 - 0.3 - 0.7 1.0
共働き家庭（フルタイムとパート等） 279 62.0 37.3 12.2 0.4 - - - - - - 1.1 0.4
片働き家庭 270 20.0 73.7 5.2 - 0.7 0.4 0.4 0.4 - - 4.8 1.1
その他 6 66.7 33.3 - - - - - - - - - -
無回答 87 40.2 57.5 10.3 - - 1.1 - - - - 1.1 1.1

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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（３）平日の定期的な教育・保育事業の 1 週あたりの利用日数（現在と希望） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平日の定期的な教育・保育事業を利用している人に、現在の 1週あたりの利用日数をたずねたと

ころ、平均で 5.34日であり、「5日」（57.6％）が 6割弱を占めて最も多く、次いで「6日」（38.1％）

となっている。 

一方、希望する利用日数としては、平均週 5.44日で、「5日」（35.9％）と「6日」（31.8％）がい

ずれも 3割台を占めて多くなっており、現在の利用日数と同様の傾向が見られる。 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用している方へ） 

問１５－２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用してい

ますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週あたり何日、１

日あたり何時間（何時から何時まで）かお答えください。【数字で記入】 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

【平日の定期的な教育・保育事業の 1週あたりの利用日数(現在と希望)】 

現 在 希 望 

1.1

0.2

0.4

57.6

0.0

2.4

38.1

0.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=1043)

0.6

0.2

0.6

35.9

0.9

30.0

0.1

31.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=1043)
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（４）平日の定期的な教育・保育事業の 1 日あたりの利用時間（現在と希望） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 平日の定期的な教育・保育事業を利用している人の現在の 1 日あたりの利用時間は、「7～9 時間

未満」（31.4％）が最も多く、次いで「4～7時間未満」（30.7％）、「9～11時間未満」（29.6％）とな

っており、いずれも 3割前後を占めている。 

 一方、希望利用時間は、「7～9時間未満」（27.1％）が最も多く、次いで「9～11時間未満」（21.2％）、

「4～7時間未満」（15.0％）となっており 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用している方へ） 

 
【平日の定期的な教育・保育事業の 1日あたりの利用時間（現在と希望）】 

30.7

31.4

29.6

3.4

3.7

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

４時間未満

４～７時間未満

７～９時間未満

９～１１時間未満

１１時間以上

無回答

(N=1043)

15.0

27.1

21.2

4.9

0.8

31.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

４時間未満

４～７時間未満

７～９時間未満

９～１１時間未満

１１時間以上

無回答

(N=1043)

現 在 希 望 
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（５）平日の定期的な教育・保育事業の利用時間（現在と希望） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用している方へ） 

【平日の定期的な教育・保育事業の開始時間（現在と希望）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平日の定期的な教育・保育事業の終了時間（現在と希望）】 

 

現 在 希 望 

5.9

36.4

41.0

13.3

0.0

0.0

0.2

0.3

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=1043)

5.0

27.6

28.4

7.7

0.0

0.0

0.3

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

30.5

0.3

0.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=1043)

0.0

0.0

0.0

0.1

0.3

0.4

11.3

20.2

19.5

24.6

18.8

1.5

0.2

2.8

0.2

0.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=1043)

0.0

0.0

0.0

0.1

0.4

0.2

3.2

11.4

17.1

20.4

12.8

3.5

0.6

30.5

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=1043)
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平日の定期的な教育・保育事業を利用している人の現在の利用時間帯は、開始時間については「9

時台」（41.0％）が最も多く、次いで「8時台」（36.4％）、「10時台」（13.3％）となっている。 

終了時間については、「17時台」（24.6％）、「15時台」（20.2％）が 2割を超えて多く、次いで「16

時台」（19.5％）、「18時台」（18.8％）となっている。 

一方、希望する利用時間帯は、開始時間については「9時台」（28.4％）と「8時台」（27.6％）が

ともに 3割弱を占めている。終了時間については「17時台」（20.4％）が最も多く、次いで「16時

台」（17.1％）、「18時台」（12.8％）、「15時台」（11.4％）となっている。 

 
 
（６）利用している平日の定期的な教育・保育事業の実施場所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直方市内の教育・保育事業を利用している人が 3割強（31.5％）となっている。 

 
 
（７）平日の定期的な教育・保育事業を利用している理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

平日の定期的な教育・保育事業を利用している人の保育サービスを利用している理由については、

「子どもの教育や発達のため」（47.0％）が最も多く、次いで「現在就労しているため」（39.8％）

となっている。その他の項目は 5％未満にとどまる。 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用している方へ） 

問１５－４ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【平日の定期的な教育・保育事業を利用している理由】 

 

 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用している方へ） 

問１５－３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。【○は１つだけ】 

【利用している平日の定期的な教育・保育事業の実施場所】 

 

 

31.5

2.2

66.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1043)

直方市内 他の市区町村 無回答

39.8

2.8

1.6

0.6

1.7

34.4

47.0

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもの教育や発達のため

現在就労しているため

就労予定である／求職中であるため

保護者に病気や障害があるため

家族・親族などを介護しているため

学生であるため

その他

無回答

(N=1043)
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（８）平日の定期的な教育・保育事業を利用していない理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の定期的な教育・保育事業を利用していない人にその理由をたずねたところ、「子どもがまだ

小さいため」（59.2％）が最も多く、次いで「利用する必要がない」（42.3％）となっている。 

また、子どもがまだ小さいためと回答した人に、子どもが何歳くらいになったら利用しようと考

えているかたずねたところ、平均で 2.67歳となっており、「3歳」（53.3％）が過半数を占めて最も

多く、次いで「1歳」（18.6％）、「4歳」（14.1％）、「2歳」（10.1％）となっている。 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用していない方へ） 

問１５－５ 定期的な教育・保育の事業を利用していない理由は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【平日の定期的な教育・保育事業を利用していない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子どもがまだ小さいために平日の定期的な教育・保育事業を利用していない方へ） 

【平日の定期的な教育・保育事業の利用を希望するときの子どもの年齢】 

 

 

42.3

10.1

8.9

6.3

0.9

0.0

5.7

4.8

59.2

1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもがまだ小さいため

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、延長・夜間等の

時間帯の条件が合わない      

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない                  

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

無回答

(N=336)

14.1

0.5

18.6 10.1 53.3

1.0

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=199)

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳以上 無回答

平均年齢 

2.67歳 
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（９）平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

今後利用を希望する平日の定期的な教育・保育事業については、「保育所」（51.3％）が過半数を

占めて最も多く、次いで「幼稚園」（47.3％）、「幼稚園の預かり保育」（24.2％）、「認定こども園」

（10.5％）となっている。 

小学校区別にみると、南小学校区や下境小学校区、福地小学校区、中泉小学校区では「保育所」

の割合が他の小学校区に比べて高く、6割強～7割弱を占めている。そのうち、中泉小学校区以外で

は「認定こども園」の割合も 2割弱と他に比べてやや高い。また、北小学校区や西小学校区、感田

小学校区、上頓野小学校区では「幼稚園」の割合が過半数と高い。 

子どもの年齢別にみると、０～１歳では「保育所」の割合が 6割程度、「認定こども園」の割合が

2割弱とそれぞれ２歳以上に比べて高くなっている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭や共働き家庭では「保育所」、片働き家庭では「幼稚

園」の割合がそれぞれ他に比べて高い。 

 

問１６ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・

保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

【平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望】 

 

 

47.3

24.2

10.5

5.4

3.4

2.5

1.5

1.4

0.1

1.5

3.5

51.3

5.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

事業所内保育施設

ファミリー・サポート・センター

小規模な保育施設

家庭的保育

居宅訪問型保育

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

(N=1386)
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【小学校区別・子どもの年齢別・保護者の就労状況別 

平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

保
育
所

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

認
定
こ
ど
も
園

事
業
所
内
保
育
施
設

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

小
規
模
な
保
育
施
設

家
庭
的
保
育

居
宅
訪
問
型
保
育

自
治
体
の
認
証
・
認
定
保

育
施
設

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育

施
設

そ
の
他

無
回
答

1386 51.3 47.3 24.2 10.5 5.4 5.0 3.4 2.5 1.5 1.4 0.1 1.5 3.5
南小学校区 36 63.9 36.1 11.1 16.7 8.3 8.3 2.8 - - - - - -
北小学校区 126 46.0 54.0 21.4 7.9 5.6 4.8 4.0 3.2 1.6 - - - 4.8
西小学校区 81 38.3 55.6 27.2 11.1 7.4 7.4 4.9 2.5 2.5 - - - 4.9
新入小学校区 134 50.0 45.5 27.6 11.2 6.7 4.5 4.5 3.0 3.0 3.0 - 2.2 4.5
感田小学校区 302 45.7 50.3 26.2 9.6 4.3 3.6 4.6 3.0 0.7 1.7 - 1.7 3.6
上頓野小学校区 139 45.3 55.4 28.1 10.8 6.5 5.0 1.4 2.9 - 0.7 - 1.4 2.2
下境小学校区 105 62.9 38.1 21.0 16.2 4.8 3.8 1.0 1.0 - - - 1.0 1.9
福地小学校区 49 63.3 40.8 30.6 16.3 8.2 4.1 2.0 - - 2.0 2.0 4.1 4.1
中泉小学校区 41 68.3 24.4 22.0 9.8 2.4 4.9 7.3 2.4 7.3 - - 2.4 2.4
植木小学校区 103 52.4 47.6 19.4 5.8 4.9 5.8 1.9 1.9 - 1.0 - 1.0 4.9
東小学校区 174 52.9 47.7 24.7 8.0 4.6 5.2 1.7 3.4 1.7 2.3 - 1.1 0.6
無回答 96 62.5 38.5 19.8 13.5 5.2 7.3 5.2 2.1 5.2 4.2 1.0 4.2 7.3

1386 51.3 47.3 24.2 10.5 5.4 5.0 3.4 2.5 1.5 1.4 0.1 1.5 3.5
０歳 214 58.9 50.0 22.4 16.4 7.0 2.8 6.5 4.2 1.9 3.3 0.5 1.4 4.7
１歳 161 60.2 41.0 24.2 15.5 4.3 8.7 5.0 2.5 1.2 0.6 - 0.6 2.5
２歳 186 49.5 45.7 23.1 9.1 3.8 3.8 1.1 3.8 2.2 1.1 - 2.7 5.4
３歳 224 45.1 55.4 30.4 7.1 5.4 5.8 3.6 2.2 1.3 1.3 - 1.3 2.2
４歳 277 50.2 44.4 21.3 10.1 4.7 5.8 0.7 1.8 0.7 0.7 - 0.7 4.3
５歳 308 48.1 45.8 23.7 7.5 6.5 4.2 4.2 1.6 1.6 1.6 0.3 1.9 2.3
無回答 16 50.0 56.3 37.5 12.5 6.3 - - - 6.3 - - 6.3 -

1386 51.3 47.3 24.2 10.5 5.4 5.0 3.4 2.5 1.5 1.4 0.1 1.5 3.5
ひとり親家庭 112 79.5 17.9 15.2 9.8 8.0 3.6 2.7 1.8 1.8 1.8 - 1.8 1.8
共働き家庭（フルタイム） 339 74.6 23.9 21.5 14.2 5.9 5.3 2.9 2.1 1.8 2.4 - 1.2 2.9
共働き家庭
（フルタイムとパート等）

304 61.2 40.1 26.0 8.2 4.6 3.9 3.0 2.6 0.3 0.3 - 1.0 2.3

片働き家庭 499 25.3 72.3 27.3 9.4 4.8 5.0 3.2 2.0 1.8 1.4 0.4 1.8 4.8
その他 8 50.0 50.0 25.0 - - - - - - - - - -
無回答 124 42.7 54.0 23.4 12.1 6.5 8.1 7.3 6.5 2.4 1.6 - 2.4 4.0

保
護
者
の

就
労
状
況

小
学
校
区

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

  全  体
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４．地域の子育て支援事業の利用状況について 
（１）地域子育て支援事業の現在の利用状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9割弱（86.1％）の人が子育て支援事業を「利用していない」と回答しており、「地域子育て支援

センター」を利用している人は 7.7％、「ファミリー・サポート・センター事業」を利用している人

は 0.9％となっている。 

 利用頻度について、地域子育て支援センターの利用者は「月に 1回」（40.2％）が最も多く、次い

で「週に 1回」（21.5％）となっている。ファミリー・サポート・センター事業の利用者は「月に 1

回」（6人、50.0％）が最も多い。 

  

問１７ 地域子育て支援センターやファミリー・サポート・センター事業を利用していますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【地域子育て支援事業の現在の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地域子育て支援事業を利用している方へ） 

また、利用している方はおおよその利用回数（頻度）をご記入ください。【数字で記入】 

 

【地域子育て支援センターの利用回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファミリー・サポート・センター事業の利用回数】 

 

0.9

86.1

5.5

7.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域子育て支援センター

ファミリー・サポート・センター事業

利用していない

無回答 (N=1386)

6.5 7.540.2 15.0 8.4 21.5 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=107)

月に１回 月に２回 月に３回 週に１回

週に２回 週に３回以上 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

月
に
１
回

月
に
２
回

月
に
３
回

週
に
１
回

週
に
２
回

週
に
３
回
以
上

無
回
答

12 6 2 1 1 - - 2
100.0 50.0 16.7 8.3 8.3 - - 16.7

（上段＝実数、下段＝％） 
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地域子育て支援事業の利用状況について子どもの年齢別にみると、０～２歳では「地域子育て支

援センター」の割合が３歳以上に比べて高くなっており、特に１歳では 2割（19.9％）と高い。 

保護者の就労状況別にみると、片働き家庭では「地域子育て支援センター」（14.8％）の割合が他

に比べて高く、1 割強となっている。 
 

 

【子どもの年齢別・保護者の就労状況別 地域子育て支援事業の現在の利用状況】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

1386 7.7 0.9 86.1 5.5
０歳 214 14.0 - 79.4 6.5
１歳 161 19.9 0.6 78.3 1.2
２歳 186 11.8 1.6 81.7 4.8
３歳 224 3.1 1.3 88.4 7.6
４歳 277 2.5 0.7 92.1 5.1
５歳 308 2.3 1.0 90.6 6.2
無回答 16 12.5 - 81.3 6.3

1386 7.7 0.9 86.1 5.5
ひとり親家庭 112 - - 92.0 8.0
共働き家庭（フルタイム） 339 5.6 0.9 85.5 8.0
共働き家庭（フルタイムとパート等） 304 2.0 0.3 92.8 4.9
片働き家庭 499 14.8 1.0 82.0 2.6
その他 8 12.5 - 87.5 -
無回答 124 5.6 2.4 82.3 9.7

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体
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（２）地域子育て支援事業の今後の利用希望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子育て支援センターの利用希望は、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」

（65.9％）が最も多く、次いで「利用していないが、今後利用したい」（20.2％）、「すでに利用して

いるが、今後利用日数を増やしたい」（5.0％）となっている。 

 

 現在は利用していないが、今後利用したい人に利用希望回数をたずねると、「週に 1回」（33.6％）

が最も多く、次いで「月に 1回」（27.9％）、「月に 2回」（16.1％）となっている。 

 すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい人に更に何回増やしたいかたずねると、「更に

週に 1回」（49.3％）が半数を占めて最も多い。 

問１８ 問１７のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば

今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。【○は１つだけ】 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

【地域子育て支援事業の今後の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（利用していないが、今後利用したい方へ） 

また、おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。【数字で記入】 

【未利用者の地域子育て支援事業の利用希望回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい方へ） 

また、おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。【数字で記入】 

【利用者の地域子育て支援事業の希望追加回数】 

 

 

20.2 5.0 65.9 8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

7.5 4.627.9 16.1 4.6 33.6 5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=280)

月に１回 月に２回 月に３回 週に１回

週に２回 週に３回以上 無回答

14.5 2.910.1 14.5 7.2 49.3 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=69)

更に月に１回 更に月に２回 更に月に３回 更に週に１回

更に週に２回 更に週に３回以上 無回答
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子育て支援センターの利用希望について子どもの年齢別にみると、０～１歳では「利用していな

いが、今後利用したい」の割合が２歳以上に比べて高く、3割～4割弱となっている。 

保護者の就労状況別にみると、片働き家庭では「利用していないが、今後利用したい」（25.5％）

の割合が他に比べて高く、2割強となっている。 

 

 

【子どもの年齢別・保護者の就労状況別 地域子育て支援事業の今後の利用希望】（％） 

 
 
 
 
 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

利
用
し
て
い
な
い

が

、
今
後
利
用
し
た

い す
で
に
利
用
し
て
い

る
が

、
今
後
利
用
日

数
を
増
や
し
た
い

新
た
に
利
用
し
た

り

、
利
用
日
数
を
増

や
し
た
い
と
は
思
わ

な
い

無
回
答

1386 20.2 5.0 65.9 8.9
０歳 214 36.9 9.3 45.3 8.4
１歳 161 29.2 13.0 54.0 3.7
２歳 186 16.7 8.1 65.1 10.2
３歳 224 15.2 2.7 71.0 11.2
４歳 277 17.3 1.4 72.6 8.7
５歳 308 13.0 0.6 76.6 9.7
無回答 16 6.3 6.3 75.0 12.5

1386 20.2 5.0 65.9 8.9
ひとり親家庭 112 16.1 - 70.5 13.4
共働き家庭（フルタイム） 339 19.8 3.5 68.1 8.6
共働き家庭（フルタイムとパート等） 304 15.8 2.0 73.0 9.2
片働き家庭 499 25.5 9.2 59.9 5.4
その他 8 12.5 - 75.0 12.5
無回答 124 15.3 4.0 61.3 19.4

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体
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（３）子育て支援事業の認知度・利用状況・利用希望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援事業の認知度（『知っている』の割合）は、「⑩乳幼児健診」（94.5％）や「⑧離乳食教

室」（82.8％）、「⑨赤ちゃん相談・スクスク相談」（82.3％）が 8割を超えて高い。 

利用率（『利用したことがある』の割合）は、「⑩乳幼児健診」（87.7％）が 8割を超えて高い。ま

た、これに次いで「⑧離乳食教室」（37.0％）、「⑨赤ちゃん相談・スクスク相談」（36.3％）、「④保

育所や幼稚園の園庭等の開放」（20.9％）となっている。 

利用希望（『今後利用したい』の割合）は、「⑩乳幼児健診」（63.9％）が最も高く、次いで「⑥子

育てガイド（市発行の子育て情報誌）」（50.6％）、「④保育所や幼稚園の園庭等の開放」（47.5％）、

「⑦親子遊びの教室」（42.4％）となっている。 

 

問１９ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用した

いと思うものはありますか。①～⑩の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについてお答え

ください。【○はそれぞれ１つだけ】※①～③については直方市では未実施。 

【子育て支援事業の認知度・利用状況・利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94.5

51.9

50.1

17.0

49.6

45.7

45.3

82.8

82.3

30.2

13.3

2.6

44.4

12.9

42.4

44.5

48.9

58.6

44.3

72.1

2.9

4.3

4.3

5.7

5.8

5.8

5.5

10.0

10.9

11.3

0% 50% 100%

①母親（父親）学級、

両親学級、育児学級

②家庭教育に　　

関する学級・講座

③教育相談センター

・教育相談室　　　　　

④保育所や幼稚園

の園庭等の開放　　

⑤子育ての総合

相談窓口　　　　　

⑥子育てガイド（市発行

の子育て情報誌）　　　　

⑦親子遊びの教室

⑧離乳食教室

⑨赤ちゃん相談

・スクスク相談　

⑩乳幼児健診

知っている

知らない

無回答各項目とも

（N=1386）

2.4

36.3

37.0

4.7

16.5

18.6

2.8

20.9

15.9

87.7

80.2

68.0

80.4

83.3

69.1

72.6

53.9

68.4

6.6

54.2

17.2

17.0

15.4

10.8

12.0

12.3

11.5

9.1

9.5

5.7

0% 50% 100%

利用したことがある

利用したことはない

無回答

63.9

42.4

47.5

28.5

50.6

27.0

36.3

24.3

33.4

29.1

53.5

22.5

40.3

62.0

45.5

37.0

51.4

55.1

57.1

55.8

13.6

13.1

13.7

12.1

12.3

12.3

12.2

15.9

15.7

15.9

0% 50% 100%

今後利用したい

今後利用したいとは思わない

無回答
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５．土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 
（１）土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の教育・保育事業の利用希望については、「利用する必要はない」（43.6％）が最も多く、

次いで「ほぼ毎週利用したい」（30.4％）、「月に 1～2回は利用したい」（23.1％）となっている。 

また、利用を希望している人の希望開始時間は、「8時台」（44.7％）と「9時台」（37.2％）が 4

割前後で多くなっている。希望終了時間は、「17時台」（32.9％）が最も多く、次いで「18時台」（25.2％）、

「16時台」（14.8％）となっている。 

問２０ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、幼稚園・保育所等注１の利用希

望はありますか（一時的な利用は除きます）。【○は１つだけ】 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

注１：幼稚園・保育所等とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指し、

親族・知人による預かりは含みません。 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

（１）土曜日 

【土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望時間帯】 

 

 

43.6 30.4 23.1 3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

希望開始時間 希望終了時間 

9.0

44.7

37.2

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

0.3

0.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=741)

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

3.2

5.1

10.3

14.8

32.9

25.2

4.2

0.3

1.5

0.1

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=741)
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土曜日の教育・保育事業の利用希望について子どもの年齢別にみると、２歳では「月に 1～2回は

利用したい」、３～５歳では「ほぼ毎週利用したい」の割合がそれぞれ他の年齢比べて高く、3割強

となっている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭や共働き家庭では「ほぼ毎週利用したい」の割合が

他に比べて高い。 

 

 

【子どもの年齢別・保護者の就労状況別 土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望】（％） 

 
 
 
 
 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

利
用
す
る
必
要
は

な
い

ほ
ぼ
毎
週
利
用
し

た
い

月
に
１
～

２
回
は

利
用
し
た
い

無
回
答

1386 43.6 30.4 23.1 3.0
０歳 214 62.6 16.8 17.3 3.3
１歳 161 44.1 30.4 21.7 3.7
２歳 186 35.5 28.5 32.3 3.8
３歳 224 39.7 34.4 23.2 2.7
４歳 277 37.5 35.4 24.2 2.9
５歳 308 42.9 33.8 21.4 1.9
無回答 16 50.0 25.0 18.8 6.3

1386 43.6 30.4 23.1 3.0
ひとり親家庭 112 17.9 54.5 19.6 8.0
共働き家庭（フルタイム） 339 25.7 45.7 25.4 3.2
共働き家庭（フルタイムとパート等） 304 32.2 39.1 27.3 1.3
片働き家庭 499 67.5 11.4 18.8 2.2
その他 8 62.5 25.0 12.5 -
無回答 124 46.0 21.8 27.4 4.8

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体
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（２）日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜・祝日の教育・保育事業の利用希望については、「利用する必要はない」（73.9％）が 7割強

と多く、次いで「月に 1～2回は利用したい」（21.2％）となっており、「ほぼ毎日利用したい」は

2.6％と少数である。 

また、利用を希望している人の希望開始時間は、「8時台」（43.9％）が最も多く、次いで「9時台」

（31.5％）、となっている。希望終了時間は、「17時台」（34.2％）と「18時台」（32.1％）が 3割台

で多く、そのほかは 1割に満たない。 

問２０ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、幼稚園・保育所等注１の利用希

望はありますか（一時的な利用は除きます）。【○は１つだけ】 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

注１：幼稚園・保育所等とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指し、

親族・知人による預かりは含みません。 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

（２）日曜・祝日 

【日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望時間帯】 

 

 

73.9

2.6

21.2 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

希望開始時間 希望終了時間 

11.2

43.9

31.5

10.9

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.3

0.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=330)

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

2.1

4.2

9.1

9.7

34.2

32.1

5.5

0.6

1.2

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=330)
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日曜・祝日の教育・保育事業の利用希望について小学校区別にみると、中泉小学校区では「月に

1～2回は利用したい」（31.7％）の割合が他の小学校区に比べて高く、3割強となっている。 

子どもの年齢別にみると、１～３歳では「月に 1～2回は利用したい」の割合が他の年齢比べて高

く、2割強～3割弱となっている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭や共働き家庭（フルタイム）では「月に 1～2回は利

用したい」の割合が他に比べて高く、3割強～4割を占めている。 

 

【小学校区別・子どもの年齢別・保護者の就労状況別  

日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望】（％） 

 
 
 
 
 
 
 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

利
用
す
る
必
要
は
な

い ほ
ぼ
毎
週
利
用
し
た

い 月
に
１
～

２
回
は
利

用
し
た
い

無
回
答

1386 73.9 2.6 21.2 2.3
南小学校区 36 88.9 5.6 5.6 -
北小学校区 126 80.2 0.8 16.7 2.4
西小学校区 81 75.3 3.7 19.8 1.2
新入小学校区 134 75.4 1.5 21.6 1.5
感田小学校区 302 73.8 4.3 19.9 2.0
上頓野小学校区 139 79.9 0.7 18.0 1.4
下境小学校区 105 70.5 3.8 23.8 1.9
福地小学校区 49 69.4 2.0 26.5 2.0
中泉小学校区 41 61.0 2.4 31.7 4.9
植木小学校区 103 75.7 - 22.3 1.9
東小学校区 174 69.5 2.9 24.1 3.4
無回答 96 65.6 3.1 26.0 5.2

1386 73.9 2.6 21.2 2.3
０歳 214 80.4 3.3 12.6 3.7
１歳 161 69.6 1.9 26.1 2.5
２歳 186 70.4 2.2 25.8 1.6
３歳 224 72.8 0.9 24.1 2.2
４歳 277 74.7 2.2 20.9 2.2
５歳 308 73.7 4.2 20.1 1.9
無回答 16 75.0 6.3 18.8 -

1386 73.9 2.6 21.2 2.3
ひとり親家庭 112 52.7 5.4 39.3 2.7
共働き家庭（フルタイム） 339 64.0 3.5 31.0 1.5
共働き家庭（フルタイムとパート等） 304 74.3 2.3 20.4 3.0
片働き家庭 499 84.2 1.0 13.0 1.8
その他 8 87.5 - 12.5 -
無回答 124 76.6 4.8 13.7 4.8

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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（３）土曜・休日に教育・保育事業を毎週ではなく、たまに利用したい理由 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土曜・休日に教育・保育事業を毎週ではなく、たまに利用したい人にその理由をたずねると、「月

に数回仕事が入るため」（54.0％）が過半数を占めて最も多く、次いで「平日に済ませられない用事

をまとめて済ませるため」（41.5％）、「息抜きのため」（33.3％）となっている。 

 
 

 

（土曜・休日にたまに利用したい方へ） 

問２０－１ 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【土曜・休日に教育・保育事業を毎週ではなく、たまに利用したい理由】 

 

 

 

 

 

41.5

1.9

33.3

9.7

54.0

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

(N=513)
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（４）長期休暇期間中の定期的な教育・保育事業の利用希望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園利用者の長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望については、「休みの期間中、週に数

日利用したい」（43.1％）が最も多く、次いで「利用する必要はない」（30.6％）、「休みの期間中、

ほぼ毎日利用したい」（23.9％）となっている。 

また、利用を希望している人の希望開始時間は、「9時台」（41.1％）と「8時台」（35.4％）がそ

れぞれ 4 割前後で多く、8～9 時台で 8 割弱（76.5％）と大半を占めている。希望終了時間は、「15

時台」（26.8％）が最も多く、次いで「16時台」（22.9％）、「17時台」（18.9％）となっている。 

（幼稚園を利用している（きょうだいも含む）方へ） 

問２１ 夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用を希望しますか。【○は

１つだけ】 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

【長期休暇期間中の定期的な教育・保育事業の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長期休暇期間中の定期的な教育・保育事業の利用希望時間帯】 

 

 

30.6 23.9 43.1 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=418)

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい

無回答

希望開始時間 希望終了時間 

4.6

35.4

41.1

18.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=280)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.4

9.6

26.8

22.9

18.9

17.5

1.8

0.7

0.7

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=280)



Ⅱ．就学前児童用調査の調査結果 

49 

 

（５）長期休暇期間中に教育・保育事業を毎週ではなく、たまに利用したい理由 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長期休暇期間中に教育・保育事業を毎週ではなく、たまに利用したい人にその理由をたずねると、

「買い物等の用事をまとめて済ませるため」（48.3％）が最も多く、次いで「息抜きのため」（40.0％）、

「週に数回仕事が入るため」（37.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（長期休暇期間中にたまに利用したい方へ） 

問２１－１ 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【長期休暇期間中に教育・保育事業を毎週ではなく、たまに利用したい理由】 

40.0

37.2

2.2

22.2

48.3

1.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

買い物等の用事をまとめて済ませるため

息抜きのため

週に数回仕事が入るため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答

(N=180)
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６．病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） 
（１）子どもの病気等で教育・保育事業が利用できなかった経験 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この 1 年間に、子どもの病気等で教育・保育事業が利用できなかった経験をたずねたところ、8

割弱（78.3％）の人が「あった」と回答している。 

子どもの年齢別にみると、０～１歳では「あった」の割合が２歳以上に比べて高く、9 割前後と

大半を占めている。 

 

 

【子どもの年齢別 子どもの病気等で教育・保育事業が利用できなかった経験】（％） 

 

 

 

 

 

 

問２２ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している幼稚園・保育所等

が利用できなかったことはありますか。【○は１つだけ】 

【子どもの病気等で教育・保育事業が利用できなかった経験】 

 

 

78.3 19.4 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1043)

あった なかった 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

あ

っ
た

な
か

っ
た

無
回
答

1043 78.3 19.4 2.3
０歳 37 91.9 5.4 2.7
１歳 84 89.3 10.7 -
２歳 123 78.9 17.1 4.1
３歳 214 81.8 17.3 0.9
４歳 273 75.8 22.0 2.2
５歳 300 73.7 23.0 3.3
無回答 12 66.7 33.3 -

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（２）病気等で教育・保育事業が利用できなかった場合の対処方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの病気等で教育・保育事業が利用できないことがあった人にその際の対処方法をたずねた

ところ、「母親が休んだ」（65.2％）が最も多く、次いで「親族・知人に子どもをみてもらった」（41.5％）、

「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」（22.9％）となっている。 

子どもの年齢別にみると、０～２歳では「母親が休んだ」、３～５歳では「父親又は母親のうち就

労していない方が子どもをみた」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 

【子どもの年齢別 病気等で教育・保育事業が利用できなかった場合の対処方法】（％） 

 

 

 

 

 

（病気等で教育・保育事業が利用できなかったことがあった方へ） 

問２２－１ この１年間に、病気やケガで普段利用している幼稚園・保育所等が利用できなか

った場合の対処方法は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【病気等で教育・保育事業が利用できなかった場合の対処方法】 

 

 

41.5

22.9

14.2

0.6

0.0

2.8

0.9

65.2

0.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

父親が休んだ

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

無回答

(N=817)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

母
親
が
休
ん
だ

親
族
・
知
人
に
子
ど

も
を
み
て
も
ら

っ
た

父
親
又
は
母
親
の
う

ち
就
労
し
て
い
な
い

方
が
子
ど
も
を
み
た

父
親
が
休
ん
だ

仕
方
な
く
子
ど
も
だ

け
で
留
守
番
を
さ
せ

た ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

を

利
用
し
た

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
た

そ
の
他

無
回
答

817 65.2 41.5 22.9 14.2 0.6 0.1 - 2.8 0.9
０歳 34 85.3 44.1 8.8 20.6 - - - 2.9 -
１歳 75 76.0 50.7 4.0 9.3 - - - 5.3 1.3
２歳 97 77.3 51.5 14.4 19.6 - - - 2.1 -
３歳 175 64.0 37.1 30.3 10.9 - - - 2.9 0.6
４歳 207 56.5 40.1 27.5 15.0 0.5 - - 2.9 0.5
５歳 221 62.0 39.4 25.3 13.6 1.4 0.5 - 2.3 1.4
無回答 8 75.0 12.5 12.5 37.5 12.5 - - - 12.5

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（３）子どもが病気等の場合の対処の日数（年間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この 1年間で、子どもが病気のときのそれぞれの対処の合計日数の平均は 14.63日である。 

対処方法別に平均日数をみると、母親が仕事を休んだ日数（11.09 日）が最も多く、次いで、親

族・知人に子どもをみてもらった日数（10.04 日）、父母の就労していない方が子どもをみた日数

（9.93日）となっている。 

 

（病気等の場合にそれぞれの対処をした方へ） 

また、その日数は概ね何日ですか。（半日程度の場合も１日とカウントしてください）。 

【数字を記入】 

【子どもが病気等の場合の対処の日数（年間）】 

 

 

 

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

年
間
１
～

５
日

年
間
６
～

１
０
日

年
間
１
１
～

１
５
日

年
間
１
６
～

２
０
日

年
間
２
１
～

２
５
日

年
間
２
６
～

３
０
日

年
間
３
１
日
以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
日

）

817 219 188 104 96 42 46 59 63
100.0 26.8 23.0 12.7 11.8 5.1 5.6 7.2 7.7

116 94 12 2 - - 1 - 7
100.0 81.0 10.3 1.7 - - 0.9 - 6.0

533 219 147 34 53 5 23 21 31
100.0 41.1 27.6 6.4 9.9 0.9 4.3 3.9 5.8

339 147 93 16 30 1 20 7 25
100.0 43.4 27.4 4.7 8.8 0.3 5.9 2.1 7.4

187 76 54 13 17 2 8 3 14
100.0 40.6 28.9 7.0 9.1 1.1 4.3 1.6 7.5

1 1 - - - - - - -
100.0 100.0 - - - - - - -

- - - - - - - - -
- - - - - - - - -
5 4 1 - - - - - -

100.0 80.0 20.0 - - - - - -
23 10 4 2 1 - - 1 5

100.0 43.5 17.4 8.7 4.3 - - 4.3 21.7

3.40

9.67

-

14.63

3.65

11.09

10.04

9.93

5.00

その他

合計日数

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していな
い方が子どもをみた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用
した

仕方なく子どもだけで留守番をさせ
た
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（４）病児・病後児保育施設等の利用意向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない人が過半数（53.8％）となっている。 

利用したい人の希望日数は平均で年間 11.01日であり、「年間 6～10日」（35.1％）と「年間 1～5

日」（32.5％）が 3割台で多い。 

（子どもが病気等で教育・保育事業を利用できなかったときの対処方法として、 

「父親が休んだ」、「母親が休んだ」方へ） 

問２２－２ その際、「できれば病児・病後児保育施設等注２を利用したい」と思われましたか。 

【○は 1つだけ】 

【病児・病後児保育施設等の利用意向】 

 
 
 
 
 
 
 

 
（病児・病後児保育施設等をできれば利用したいと思った方へ） 

また、その場合の日数はどれくらいありますか。【数字を記入】 

注２：病児・病後児保育施設等の利用には、一定の利用者負担があり、利用前にかかりつけ医

の受診が必要となります。現在、直方市では未実施。 

【病児・病後児保育施設等を利用したい日数】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

45.4 53.8 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=548)

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

34.1

8.8

8.0

0.8

1.6

8.4

32.5

5.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

年間１～５日

年間６～１０日

年間１１～１５日

年間１６～２０日

年間２１～２５日

年間２６～３０日

年間３１日以上

無回答

(N=249)
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病児・病後児保育施設等の利用意向について小学校区別にみると、中泉小学校区では「できれば

病児・病後児保育施設等を利用したい」（57.1％）の割合が 6割弱を占めており、他の小学校区に比

べて高い。 

子どもの年齢別にみると、１～２歳では「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」の割

合が他の年齢に比べて高く、１歳では 6割強（63.2％）、２歳では過半数（54.5％）となっている。 

 

 

【小学校区別・子どもの年齢別 病児・病後児保育施設等の利用意向】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

で
き
れ
ば
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
等
を

利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
は
思

わ
な
い

無
回
答

548 45.4 53.8 0.7
南小学校区 16 37.5 62.5 -
北小学校区 49 30.6 69.4 -
西小学校区 32 50.0 50.0 -
新入小学校区 48 45.8 54.2 -
感田小学校区 117 42.7 55.6 1.7
上頓野小学校区 48 45.8 54.2 -
下境小学校区 37 51.4 48.6 -
福地小学校区 28 53.6 46.4 -
中泉小学校区 21 57.1 42.9 -
植木小学校区 46 52.2 45.7 2.2
東小学校区 68 42.6 57.4 -
無回答 38 50.0 47.4 2.6

548 45.4 53.8 0.7
０歳 30 40.0 60.0 -
１歳 57 63.2 36.8 -
２歳 77 54.5 45.5 -
３歳 113 40.7 57.5 1.8
４歳 127 38.6 59.8 1.6
５歳 138 44.9 55.1 -
無回答 6 33.3 66.7 -

小
学
校
区

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体
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（５）病児・病後児保育施設等を利用する場合の望ましい事業形態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
病児・病後児保育施設等を利用したいと思ったことがある方に、望ましい事業形態を尋ねると、

「医療機関に併設した施設で子どもを保育する事業」（87.6％）が最も多く、次いで「他の施設に併

設した施設で子どもを保育する事業」（49.8％）となっており、「地域住民等が子育て家庭等の身近

な場所で保育する事業」（9.6％）は 1割に満たない。 

 

 

（６）病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない方に、その理由を尋ねると、「親が仕事を休んで

対応する」（62.7％）が最も多く、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」（49.5％）、

「利用料がかかる・高い」（29.5％）となっている。 

 

（子どもが病気等のとき、できれば病児・病後児保育施設等を利用したい方へ） 

問２２－３ 病児・病後児保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思い

ますか。【○はあてはまるものすべて】 

【病児・病後児保育施設等を利用する場合の望ましい事業形態】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

（子どもが病気等のとき、病児・病後児保育施設等を利用したいとは思わない方へ） 

問２２－４ 病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

49.8

9.6

0.8

1.2

87.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医療機関に併設した施設で子どもを保育する事業

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の

身近な場所で保育する事業　　

その他

無回答

(N=249)

49.5

29.5

11.2

14.6

62.7

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

利用料がかかる・高い

事業の質に不安がある

その他

無回答

(N=295)
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（７）父母のいずれかが仕事を休んで看たいと思った経験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

子どもが病気等で教育・保育事業を利用できなかったときに、「父母のいずれかが休む」以外の対

処をされた方に、仕事を休んで看たいと思ったことがあるか尋ねると、4割強（43.6％）の人が「で

きれば仕事を休んで看たい」と回答している。 

休んで看たかった平均日数は 8.20 日で、「年間 1～5 日」（45.7％）が最も多く、次いで「年間 6

～10日」（26.1％）となっている。 

（子どもが病気等で教育・保育事業を利用できなかったときの対処方法として、 

「父親が休んだ」、「母親が休んだ」以外の対処をされた方へ） 

問２２－５ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。 

【○は 1つだけ】 

 

【父母のいずれかが仕事を休んで看たいと思った経験】 

 

 
 
 
 
 

 
（できれば仕事を休んで看たいと思った方へ） 

また、その場合の仕事を休んで看たかった日数はどれくらいありますか。【数字を記入】 

 

【病児・病後児保育施設等を利用したい日数】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

43.6 23.5 32.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=527)

できれば仕事を休んで看たい 休んで看ることは非常に難しい 無回答

26.1

7.0

5.7

0.4

0.9

12.2

45.7

2.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

年間１～５日

年間６～１０日

年間１１～１５日

年間１６～２０日

年間２１～２５日

年間２６～３０日

年間３１日以上

無回答

(N=230)
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（８）父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもが病気等の際に、父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい人にその理由を

尋ねると、「子どもの看護を理由に休みがとれない」（54.8％）が最も多くなっている。 

（子どもが病気等の際、父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい方へ） 

問２２－６ その理由は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい理由】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

11.3

20.2

27.4

0.0

54.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

(N=124)
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７．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 
（１）私用等の目的で不定期に利用している事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 割強（83.5％）の人は、私用等の目的で不定期に事業を「利用していない」と回答している。

利用しているものとしては「幼稚園の預かり保育」（10.5％）が最も多く、その他の事業は 5％に満

たない。 

子どもの年齢別にみると、いずれの年齢でも「利用していない」の割合が 8割以上を占めて最も

高くなっているが、特に０～１歳では 9割強と高くなっている。また、２歳では「保育所の一時預

かり」（6.5％）の割合が 1割弱と他の年齢に比べてやや高く、３～５歳では「幼稚園の預かり保育」

の割合がそれぞれ 2割弱と高くなっている。 

保護者の就労状況別にみると、共働き家庭（フルタイムとパート等）と片働き家庭では「幼稚園

の預かり保育」の割合が他に比べて高く、1割強を占めている。 

 

【子どもの年齢別・保護者の就労状況別 私用等の目的で不定期に利用している事業】（％） 

 

問２３ この１年間に、あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的

（日中の定期的な保育や病気のため以外）で不定期に利用している事業はありますか。

【○はあてはまるものすべて】 

【私用等の目的で不定期に利用している事業】 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

幼
稚
園
の
預
か
り

保
育

保
育
所
等
の
一
時

預
か
り

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ
ン

タ
ー

夜
間
養
護
等
事
業

（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

ス
テ
イ

）

ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

1386 10.5 1.7 0.6 0.1 0.1 0.4 83.5 3.2
０歳 214 - 0.9 - - - 0.9 95.3 2.8
１歳 161 0.6 2.5 2.5 - - - 90.7 4.3
２歳 186 4.3 6.5 1.1 0.5 0.5 - 83.9 3.8
３歳 224 17.4 0.4 0.4 - - - 78.6 4.0
４歳 277 16.6 1.4 0.4 - - 0.4 80.1 1.4
５歳 308 16.2 0.3 0.3 0.3 0.3 1.0 78.2 3.2
無回答 16 12.5 - - - - - 81.3 6.3

1386 10.5 1.7 0.6 0.1 0.1 0.4 83.5 3.2
ひとり親家庭 112 1.8 - 0.9 - - - 93.8 3.6
共働き家庭（フルタイム） 339 5.3 2.7 0.3 - 0.3 0.3 87.0 4.1
共働き家庭（フルタイムとパート等） 304 15.8 1.0 - - - - 81.6 2.0
片働き家庭 499 12.4 1.8 1.0 0.2 0.2 0.6 82.2 2.2
その他 8 - - - - - - 100.0 -
無回答 124 12.9 2.4 1.6 0.8 - 1.6 74.2 7.3

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

1.7

0.6

0.1

0.1

83.5

3.2

10.5

0.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園の預かり保育

保育所等の一時預かり

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業（トワイライトステイ）

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

(N=1386)
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（２）不定期の事業の利用日数（年間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私用等で不定期に利用している事業の合計の平均利用日数は年間 18.04日となっている。 

 

（３）不定期の事業を利用していない理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私用等の目的のために不定期の事業を利用していない人にその理由をたずねると、「特に利用する

必要がない」（83.9％）が 8割強と最も多く、これに「利用料がかかる・高い」（14.4％）、「事業の

利用方法（手続き等）がわからない」（10.0％）が 1割台で続いている。 

（不定期の事業を利用していない方へ） 

問２３－１ 利用していない理由は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【不定期の事業を利用していない理由】 

 

 

（私用等で不定期に事業を利用している方へ） 

また、その日数は概ね何日ですか。（半日程度の場合も１日とカウントしてください）。 

【数字を記入】 

【不定期の事業の利用日数(年間)】 

 

 

（上段＝実数、下段＝％） 

14.4

10.0

8.6

5.0

3.5

2.2

3.4

0.8

83.9

3.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に利用する必要がない

利用料がかかる・高い

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかわからない

地域の事業の質に不安がある

利用したい事業が地域にない

地域の事業の利便性がよくない

その他

無回答

(N=1158)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

年
間
１
～

５

日 年
間
６
～

１

０
日

年
間
１
１
～

１
５
日

年
間
１
６
～

２
０
日

年
間
２
１
～

２
５
日

年
間
２
６
～

３
０
日

年
間
３
１
日

以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
日

）

184 72 38 10 15 1 8 28 12
100.0 39.1 20.7 5.4 8.2 0.5 4.3 15.2 6.5

24 15 4 3 - - - 1 1
100.0 62.5 16.7 12.5 - - - 4.2 4.2

146 52 30 8 11 2 7 25 11
100.0 35.6 20.5 5.5 7.5 1.4 4.8 17.1 7.5

9 7 1 - 1 - - - -
100.0 77.8 11.1 - 11.1 - - - -

2 1 - - 1 - - - -
100.0 50.0 - - 50.0 - - - -

2 1 1 - - - - - -
100.0 50.0 50.0 - - - - - -

6 2 1 - 1 - - 2 -
100.0 33.3 16.7 - 16.7 - - 33.3 -

19.74

5.44

11.00

18.04

8.04

合計日数

保育所等の一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業（トワイライト
ステイ）

ベビーシッター

その他

6.50

28.17
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（４）一時的な事業の今後の利用希望 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時的な事業の利用希望については、「利用する必要はない」（64.6％）が 6割強で「利用したい」

（29.6％）を上回っている。 

また、利用したい人にその目的をたずねると、「私用やリフレッシュ目的」（58.3％）が最も多く、

次いで「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」（47.1％）、「不定期の就労」（26.6％）となっ

ている。 

問２４ あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で事業を利用し

たいですか。【○は１つだけ】 

【一時的な事業の今後の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

（今後、一時的な事業を利用したい方へ） 

その目的は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【今後、一時的な事業を利用したい目的】 

 

29.6 64.6 5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

利用したい 利用する必要はない 無回答

47.1

26.6

4.6

8.0

58.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

私用やリフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

(N=410)
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一時的な事業の今後の利用希望について小学校区別にみると、西小学校区と中泉小学校区では「利

用したい」の割合が他の小学校区に比べて高く、4割前後を占めている。 

子どもの年齢別にみると、２歳では「利用したい」（37.1％）の割合が他の年齢に比べて高く、4

割弱となっている。 

保護者の就労状況別にみると、片働き家庭では「利用したい」の割合が他に比べてやや高く、3

割強を占めている。 

 

 

【小学校区別・子どもの年齢別・保護者の就労状況別 一時的な事業の今後の利用希望】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要

は
な
い

無
回
答

1386 29.6 64.6 5.8
南小学校区 36 13.9 86.1 -
北小学校区 126 32.5 64.3 3.2
西小学校区 81 39.5 53.1 7.4
新入小学校区 134 29.1 60.4 10.4
感田小学校区 302 28.5 66.9 4.6
上頓野小学校区 139 21.6 72.7 5.8
下境小学校区 105 27.6 64.8 7.6
福地小学校区 49 18.4 73.5 8.2
中泉小学校区 41 41.5 51.2 7.3
植木小学校区 103 29.1 64.1 6.8
東小学校区 174 32.2 63.2 4.6
無回答 96 37.5 58.3 4.2

1386 29.6 64.6 5.8
０歳 214 27.6 69.2 3.3
１歳 161 30.4 62.1 7.5
２歳 186 37.1 55.4 7.5
３歳 224 26.8 65.6 7.6
４歳 277 31.4 64.3 4.3
５歳 308 26.0 68.2 5.8
無回答 16 37.5 62.5 -

1386 29.6 64.6 5.8
ひとり親家庭 112 26.8 68.8 4.5
共働き家庭（フルタイム） 339 25.7 67.8 6.5
共働き家庭（フルタイムとパート等） 304 27.6 67.4 4.9
片働き家庭 499 33.5 62.3 4.2
その他 8 12.5 75.0 12.5
無回答 124 33.1 54.0 12.9

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

小
学
校
区

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（５）一時的な事業の利用希望日数（年間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時的な事業の利用を希望する人の合計の平均日数は年間 17.47日となっている。目的別にみる

と、不定期の就労目的の日数（18.30日）が最も多く、次いで私用やリフレッシュ目的の日数（12.37

日）、冠婚葬祭や学校行事、通院等の目的の日数（8.05日）となっている。 

 

（今後、一時的に事業を利用したい方へ） 

何日必要ですか。【数字を記入】 

※事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

【一時的な事業の利用希望日数（年間）】 

 

 

 

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

年
間
１
～

５
日

年
間
６
～

１
０
日

年
間
１
１
～

１
５
日

年
間
１
６
～

２
０
日

年
間
２
１
～

２
５
日

年
間
２
６
～

３
０
日

年
間
３
１
日
以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
日

）

410 69 108 50 42 17 22 36 66
100.0 16.8 26.3 12.2 10.2 4.1 5.4 8.8 16.1

239 79 60 42 8 9 5 14 22
100.0 33.1 25.1 17.6 3.3 3.8 2.1 5.9 9.2

193 100 52 8 6 1 2 4 20
100.0 51.8 26.9 4.1 3.1 0.5 1.0 2.1 10.4

109 24 25 7 15 5 7 8 18
100.0 22.0 22.9 6.4 13.8 4.6 6.4 7.3 16.5

19 5 3 1 - - - - 10
100.0 26.3 15.8 5.3 - - - - 52.6

その他の目的

17.47

12.37

8.05

18.30

6.33

合計日数

私用やリフレッシュ目的

冠婚葬祭や学校行事、通院等の目的

不定期の就労目的
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（６）一時的な目的で子どもを預ける場合に望ましい事業形態 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、一時的に事業を利用したい人に、利用する場合の望ましい事業形態をたずねると、「大規模

施設で子どもを保育する事業」（75.1％）が最も多く、次いで「小規模施設で子どもを保育する事業」

（42.2％）、「地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業」（22.9％）となっている。 

子どもの年齢別にみると、概ね年齢が上がるほど「大規模施設で子どもを保育する事業」の割合

は高く、「小規模施設で子どもを保育する事業」の割合は低くなっている。 

 

 

【子どもの年齢別 一時的な目的で子どもを預ける場合に望ましい事業形態】（％） 

 

 

 

（今後、一時的に事業を利用したい方へ） 

問２４－１ 問２４の目的でお子さんを預ける場合、どの事業形態が望ましいと思いますか。 

  【○はあてはまるものすべて】 

【一時的な目的で子どもを預ける場合に望ましい事業形態】 

 

 

42.2

22.9

1.5

2.0

75.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業

その他

無回答

(N=410)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

大
規
模
施
設
で
子
ど
も
を

保
育
す
る
事
業

小
規
模
施
設
で
子
ど
も
を

保
育
す
る
事
業

地
域
住
民
等
が
子
育
て
家

庭
等
の
近
く
の
場
所
で
保

育
す
る
事
業

そ
の
他

無
回
答

410 75.1 42.2 22.9 1.5 2.0
０歳 59 57.6 57.6 27.1 1.7 1.7
１歳 49 59.2 65.3 30.6 2.0 2.0
２歳 69 73.9 42.0 26.1 5.8 2.9
３歳 60 78.3 36.7 16.7 - 5.0
４歳 87 85.1 33.3 17.2 - 1.1
５歳 80 85.0 31.3 23.8 - -
無回答 6 83.3 33.3 16.7 - -

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（７）保護者の用事で子どもを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことの有無 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事で子どもを泊りがけで預けたことがあるかについては、「なかった」（78.0％）が 8

割弱、「あった」（18.8％）が 2割弱となっている。 

また、泊りがけで預けたことがあった人にその対処方法をたずねると、8 割強（83.5％）の人が

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」と回答している。 

保護者の用事で子どもを泊りがけで預けたことの有無について子どもの年齢別にみると、０歳以

外では「あった」の割合が 2割前後を占めている一方で、０歳では 1割未満（7.9％）となっている。 

【子どもの年齢別  

保護者の用事で子どもを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことの有無】（％） 
 

 

 

 

問２５ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名

のお子さんを泊まりがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありました

か（預け先が見つからなかった場合も含みます）。【○は１つだけ】 

【保護者の用事で子どもを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならいことの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

（保護者の用事で子どもを預けたことがあった方へ） 

また、あった場合、その対処方法は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【保護者の用事で子どもを泊りがけで預けた際の対処方法】 

 

18.8 78.0 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

あった なかった 無回答

19.2

1.5

0.4

0.0

1.1

83.5

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

その他の保育事業を利用した

その他

無回答

(N=261)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

あ

っ
た

な
か

っ
た

無
回
答

1386 18.8 78.0 3.2
０歳 214 7.9 89.3 2.8
１歳 161 21.1 75.2 3.7
２歳 186 22.6 73.1 4.3
３歳 224 17.4 79.0 3.6
４歳 277 24.9 73.3 1.8
５歳 308 18.8 77.6 3.6
無回答 16 12.5 87.5 -

子
ど
も
の
年
齢

  全  体
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（８）保護者の用事で子どもを預けた泊数（年間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを泊りがけで家族以外に預けた合計の平均泊数は年間 6.47泊となっている。 

 

（保護者の用事で子どもを預けたことがあった方へ） 

その日数は概ね何日ですか。【数字を記入】 

【保護者の用事で子どもを預けた泊数（年間）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

年
間
１
～

５
泊

年
間
６
～

１
０
泊

年
間
１
１
～

１
５
泊

年
間
１
６
～

２
０
泊

年
間
２
１
～

２
５
泊

年
間
２
６
～

３
０
泊

年
間
３
１
泊
以
上

無
回
答

平
均
泊
数

（
泊

）

261 162 49 10 7 1 7 4 21
100.0 62.1 18.8 3.8 2.7 0.4 2.7 1.5 8.0

218 144 45 6 5 1 6 1 10
100.0 66.1 20.6 2.8 2.3 0.5 2.8 0.5 4.6

1 - - - 1 - - - -
100.0 - - - 100.0 - - - -

- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

50 32 7 1 - - 2 - 8
100.0 64.0 14.0 2.0 - - 4.0 - 16.0

4 2 - - - - - - 2
100.0 50.0 - - - - - - 50.0

8 3 3 - - - 1 1 -
100.0 37.5 37.5 - - - 12.5 12.5 -

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

６．その他

6.47

5.76

20.00

-

5.14

1.00

14.50

合計泊数

（同居者を含む）親族・知人にみても
らった
短期入所生活援助事業（ショートステ
イ）を利用した

その他の保育事業を利用した
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８．小学校就学後の放課後の過ごし方について 
（１）放課後の過ごし方の希望 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生になってからの放課後の過ごし方の希望は、低学年・高学年ともに「自宅」（低学年：59.7％、

高学年：71.1％）が最も多く、次いで「習い事」（低学年：40.9％、高学年：53.6％）となっている。 

学童クラブを希望する人に下校時から何時まで利用したいかたずねると、低学年・高学年ともに

「18時台」（低学年：42.5％、高学年：47.5％）が 4割台で最も多い。 

（来年度、子どもが小学生になる方へ） 

問２６、問２７ 

あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）・高学年（４～６年生）のうちは、放

課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【放課後の過ごし方の希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学童クラブを希望する方へ） 

「学童クラブ」の場合は、利用を希望する時間もご記入ください。 

※時間は必ず（例）１８時のように２４時間制でご記入ください。 

【学童クラブの利用希望時間（下校から何時まで）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.9

34.4

26.6

4.5

1.3

13.3

3.6

59.7

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

習い事

学童クラブ

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答 (N=308)

低学年 高学年 

53.6

19.2

26.0

5.8

1.3

14.3

3.6

71.1

3.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

習い事

学童クラブ

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答
(N=308)

低学年 高学年 

5.7

25.5

42.5

17.0

5.7

0.9

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１５時以前まで

１６時まで

１７時まで

１８時まで

１９時まで

２０時以降まで

無回答 (N=106)

3.4

22.0

47.5

20.3

6.8

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１５時以前まで

１６時まで

１７時まで

１８時まで

１９時まで

２０時以降まで

無回答 (N=59)
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（２）放課後の過ごし方の希望日数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方それぞれについて、平均の希望日数をみると、低学年時には、学童クラブの日

数（4.33日）が最も多く、次いで自宅の日数（3.72日）、放課後子ども教室の日数（3.08日）とな

っている。一方、高学年になってからも、学童クラブの日数（4.19日）が最も多く、次いで自宅の

日数（3.61日）、放課後子ども教室の日数（2.87日）となっている。

また、希望する週あたり日数は何日ですか。【数字を記入】 

【放課後の過ごし方の希望日数】 

 

 

低学年 

高学年 

（上段＝実数、下段＝％） 

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

週
１
日

週
２
日

週
３
日

週
４
日

週
５
日

無
回
答

平
均
日
数

（
日

）
184 11 26 39 16 77 15

100.0 6.0 14.1 21.2 8.7 41.8 8.2
82 21 15 8 2 29 7

100.0 25.6 18.3 9.8 2.4 35.4 8.5
126 52 45 16 6 3 4

100.0 41.3 35.7 12.7 4.8 2.4 3.2
11 4 2 2 - 2 1

100.0 36.4 18.2 18.2 - 18.2 9.1
14 3 3 2 - 5 1

100.0 21.4 21.4 14.3 - 35.7 7.1
106 4 9 10 3 73 7

100.0 3.8 8.5 9.4 2.8 68.9 6.6
4 3 - - - - 1

100.0 75.0 - - - - 25.0
41 14 10 6 4 4 3

100.0 34.1 24.4 14.6 9.8 9.8 7.3

放課後子ども教室

学童クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

3.72

3.04

1.88

2.40

3.08

4.33

1.00

2.32

　
調
査
数

（
Ｎ

）

週
１
日

週
２
日

週
３
日

週
４
日

週
５
日

無
回
答

平
均
日
数

（
日

）

219 25 30 32 13 92 27
100.0 11.4 13.7 14.6 5.9 42.0 12.3

80 20 18 8 2 23 9
100.0 25.0 22.5 10.0 2.5 28.8 11.3

165 42 59 41 10 3 10
100.0 25.5 35.8 24.8 6.1 1.8 6.1

12 6 2 - - 3 1
100.0 50.0 16.7 - - 25.0 8.3

18 5 4 - - 6 3
100.0 27.8 22.2 - - 33.3 16.7

59 4 5 5 3 37 5
100.0 6.8 8.5 8.5 5.1 62.7 8.5

4 2 - - - 1 1
100.0 50.0 - - - 25.0 25.0

44 11 16 7 1 6 3
100.0 25.0 36.4 15.9 2.3 13.6 6.8

習い事

児童館

4.19

放課後子ども教室

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

学童クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他 2.39

3.61

2.86

2.18

2.27

2.87

2.33
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（３）土曜日の学童クラブの利用希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生になってから学童保育の利用を希望する人に、土曜日の利用希望をたずねると、「低学年（１

～３年生）の間は利用したい」（44.1％）が最も多く、次いで「高学年（４～６年生）になっても利

用したい」（28.8％）となっており、「利用する必要はない」（21.6％）は 2割強である。 

利用を希望する人に、その利用希望時間をみると、開始時間は「8時台」（51.9％）が過半数で最

も多く、次いで「9時台」（34.6％）となっている。終了時間は「18時台」（43.2％）が最も多く、

次いで「17時台」（29.6％）となっている。 

（小学生になってから学童クラブの利用を希望する方へ） 

問２８ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童クラブの利用希望はあり

ますか。【○は１つだけ】 

（１）土曜日 

【土曜日の学童クラブの利用希望】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（土曜日に学童クラブの利用を希望する方へ） 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

※（例）０９時～１８時のように 24時間制でご記入ください。 

※これらの事業には、一定の利用者負担が発生します。 

【土曜日の学童クラブの利用希望時間】 
 

44.1 28.8 21.6 5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=111)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

開始時間 終了時間 

11.1

51.9

34.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=81)

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

4.9

0.0

6.2

2.5

29.6

43.2

12.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=81)
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（４）日曜日・祝日の学童クラブの利用希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生になってから学童保育の利用を希望する人に、日曜日・祝日の利用希望をたずねると、7

割弱（66.7％）の人が「利用する必要はない」と回答している。また、「低学年（１～３年生）の間

は利用したい」（15.3％）と「高学年（４～６年生）になっても利用したい」（11.7％）がそれぞれ

1割台となっている。 

利用を希望する人の利用希望時間をみると、開始時間については「8時台」（46.7％）が最も多く、

次いで「9時台」（36.7％）となっている。終了時間については「18時台」（40.0％）が最も多く、

次いで「17時台」（30.0％）、「19時台」（23.3％）となっている。 

（小学生になってから学童クラブの利用を希望する方へ） 

問２８ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童クラブの利用希望はあり

ますか。【○は１つだけ】 

（２）日曜日・祝日 

【日曜日・祝日の学童クラブの利用希望】 

 
 
 
 
 
 
 

 
（日曜日・祝日に学童クラブの利用を希望する方へ） 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

※（例）０９時～１８時のように 24時間制でご記入ください。 

※これらの事業には、一定の利用者負担が発生します。 

【日曜日・祝日の学童クラブの利用希望時間】 

 

15.3 11.7 66.7 6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=111)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

開始時間 終了時間 

13.3

46.7

36.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=30)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

3.3

0.0

30.0

40.0

23.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=30)
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（５）長期休暇期間中の学童クラブの利用希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度子どもが小学生になる人に、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童クラブの利用

希望をたずねると、過半数（51.9％）の人が「利用する必要はない」と回答している。また、「低学

年（１～３年生）の間は利用したい」（25.3％）と「高学年（４～６年生）になっても利用したい」

（18.2％）がそれぞれ 2割前後となっている。 

利用希望時間については、開始時間は「8時台」（54.5％）が最も多く、次いで「9時台」（35.8％）

となっており、終了時間は「18時台」（38.8％）が最も多く、次いで「17時台」（29.9％）となって

いる。 

（来年度、子どもが小学生になる方へ） 

問２９ あて名のお子さんについて、夏休み、冬休みなどの長期休暇期間中の学童クラブの利

用希望はありますか。【○は１つだけ】 

【長期休暇期間中の学童クラブの利用希望】 

 
 
 
 
 
 

 

 
（長期休暇期間中に学童クラブの利用を希望する方へ） 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

※（例）０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

【長期休暇期間中の学童クラブの利用希望時間】 

 

25.3 18.2 51.9 4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=308)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

開始時間 終了時間 

9.0

54.5

35.8

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=134)

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

5.2

12.7

29.9

38.8

11.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=134)
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９．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 
（１）育児休業の取得状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 育児休業の取得状況については、育児休業を「取得した（取得中である）」の割合は、母親では 3

割弱（28.7％）を占めているのに対して、父親では 2.5％に留まる。また、母親では「働いていな

かった」（54.9％）が過半数となっている。 

問３０ あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しま

したか。母親、父親それぞれについてお答えください。【○は１つだけ】 

【育児休業の取得状況】 

 

 

1.0

54.9 28.7

2.5

15.2

89.1

1.3

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

(N=1345)

父親

(N=1195)

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 無回答
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（２）育児休業を取得していない理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
育児休業を取得していない理由としては、母親では「子育てや家事に専念するために退職した」

（30.4％）が最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」

（24.5％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（12.3％）となっている。一方、父親で

は、「親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」（28.5％）と「仕事が忙しかった」

（28.1％）が 3割弱で多く、これに「収入減となり、経済的に苦しくなる」（24.3％）、「職場に育児

休業を取りにくい雰囲気があった」（21.0％）が 2割強で続いている。 

（育児休業を利用していない母親・父親へ） 

また、取得していない方はその理由をお答えください。【○はあてはまるものすべて】 

【育児休業を取得していない理由】 

 

 

24.5

12.3

9.3

8.3

4.4

3.4

2.5

2.0

1.5

0.5

0.0

0.0

13.2

28.9

0.2

8.4

21.0

2.9

28.1

0.4

0.3

1.0

24.3

28.5

0.0

2.2

3.1

15.9

4.1

32.9

30.4

5.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子育てや家事に専念するために退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）　　　

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事に戻るのが難しそうだった

仕事が忙しかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

保育所（園）などに預けることができた

収入減となり、経済的に苦しくなる

親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

育児休業を取得できることを知らなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

母親
(N=204)

父親
(N=1065)
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（３）育児休業給付・保険料免除の認知度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 育児休業給付および保険料免除を知っているかたずねると、「育児休業給付、保険料免除のいずれ

も知らなかった」（38.2％）が 4割弱で最も多く、これに「育児休業給付のみ知っていた」（28.2％）

と「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」（27.3％）が 3割弱で続いている。 

 
（４）育児休業を取得した（取得中である）母親について 
①母親の育児休業取得後の職場復帰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 育児休業を取得した（取得中である）母親に、職場復帰したかどうかたずねると、7割強（73.6％）

が「育児休業取得後、職場に復帰した」と回答している。一方、「育児休業中に離職した」（10.9％）

母親は 1割となっている。 

問３０－１ 子どもが原則１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満

たす場合は１歳６カ月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが

満３歳になるまでの育児休業等(法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設

けた育児休業に準ずる措置)期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が

免除になる仕組みがありますが、そのことをご存知ですか。【○は１つだけ】 

【育児休業給付・保険料免除の認知度】 

 

問３０－２ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。【○は１つだけ】 

 

【母親の育児休業取得後の職場復帰】 

 

27.3 28.2

2.4

38.2 3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

無回答

73.6 13.0 10.9 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=386)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答
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②母親の育児休業の取得期間（実際と希望） 
 
 
 
 
％％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 育児休業から職場復帰した母親の復帰時期をみると、実際に復帰したときの子どもの年齢として

は「1 歳～1 歳 6 ヶ月未満」（43.0％）が最も多く、次いで「6 ヶ月～1 歳未満」（33.8％）、「6 ヶ月

未満」（14.1％）となっており、1歳 6ヶ月までに職場復帰した人が 9割（90.9％）と大半を占めて

いる。 

 一方、復帰を希望するときの子どもの年齢としては、実際の復帰時期と同じく「1歳～1歳 6ヶ月

未満」（50.7％）が半数を占めて最も多いものの、「1歳 6ヶ月～2歳未満」（13.4％）や「2歳」（9.9％）、

「3歳以上」（8.5％）等、1歳 6ヶ月以降の職場復帰を望む人も 3割強（31.8％）いる。 

 

 また、勤め先に 3 歳まで育児休暇を取得できる制度があった場合には子どもが「3 歳以上」にな

ってから復帰したい母親が 3割を超えており（34.5％）、これに「2歳」（22.5％）、「1歳～1歳 6ヶ

月未満」（19.7％）が続いている。 

（育児休業取得後、職場に復帰した母親へ） 

問３０－３ 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかっ

たですか。【数字を記入】 

問３０－４ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」

としてはお子さんが何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。【数字を記入】 

【母親の育児休業の取得期間（実際と希望）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勤め先に３歳まで育児休業を取得できる制度がある場合、希望する復帰時期】 

 

 

 

 

 

 

 

実際 希望 

33.8

43.0

3.2

1.8

2.5

1.8

14.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳

３歳以上

無回答

(N=284)

6.0

50.7

13.4

9.9

10.2

1.4

8.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳

３歳以上

無回答 (N=284)

2.5

19.7

9.9

22.5

9.9

34.5

1.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳

３歳以上

無回答

(N=284)
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③母親の育児休業からの職場復帰時期が実際と希望で異なる理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
育児休業から希望より早く復帰した母親にその理由をたずねると、「経済的な理由で早く復帰する

必要があった」（38.7％）が最も多く、次いで「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」（28.2％）、

「希望する保育所に入るため」（23.3％）となっている。 

一方、希望より遅く復帰した母親にその理由をたずねると、「希望する保育所に入れなかったため」

（7人、58.3％）が 6割弱を占めて最も多くなっている。 

（実際の復帰と希望が異なる母親へ） 

問３０－５ 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

 

（１）「希望」より早く復帰した方 【○はあてはまるものすべて】 

【希望より早く復帰した理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方 【○はあてはまるものすべて】 

【希望より遅く復帰した理由】 

 

28.2

23.3

4.9

27.0

38.7

14.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答 (N=163)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

希
望
す
る
保
育
所

に
入
れ
な
か

っ
た

た
め

自
分
や
子
ど
も
な

ど
の
体
調
が
思
わ

し
く
な
か

っ
た
た

め 配
偶
者
や
家
族
の

希
望
が
あ

っ
た
た

め 職
場
の
受
け
入
れ

態
勢
が
整

っ
て
い

な
か

っ
た
た
め

子
ど
も
を
み
て
く

れ
る
人
が
い
な

か

っ
た
た
め

そ
の
他

無
回
答

12 7 1 1 - - 2 1
100.0 58.3 8.3 8.3 - - 16.7 8.3

（上段＝実数、下段＝％） 
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④短時間勤務制度の利用状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後、職場に復帰した母親のうち、「利用したかったが、利用しなかった」（45.8％）

が半数弱で最も多くなっている。また、利用した人は 2割（20.4％）である。 

短時間勤務制度を利用しなかった・できなかった母親にその理由をたずねると、「職場に短時間勤

務制度を取りにくい雰囲気があった」（53.8％）が半数強と最も多く、これに「仕事が忙しかった」

（37.7％）、「短時間勤務にすると給与が減額される」（33.1％）が 3割台で続いている。 

 

（育児休業取得後、職場に復帰した母親へ） 

問３０－６ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

【○は１つだけ】 

【短時間勤務制度の利用状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（短時間勤務制度を利用しなかった・できなかった方へ） 

問３０－７ 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【短時間勤務制度を利用しなかった・できなかった理由】 

 

 

31.7 20.4 45.8 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=284)

利用する必要がなかった 利用した

利用したかったが、利用しなかった 無回答

37.7

33.1

24.6

23.8

2.3

1.5

0.0

6.2

0.8

53.8

9.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

職場に短時間勤務制度がなかった

親族など、子どもをみてくれる人がいた

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

子育てや家事に専念するため退職した

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

その他

無回答

(N=130)
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⑤子どもが１歳になるまでの育児休業取得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもが１歳になったときに必ず利用できる保育事業がある場合についての育児休業取得につい

てたずねると、現在も育児休業中である母親のうち、8割弱（78.0％）が子どもが１歳になるまで

育児休業を取得したいと回答している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３０－８ あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育事業があれば、１歳

になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳に

なる前に復帰しますか。【○は１つだけ】 

【子どもが１歳になるまでの育児休業取得】 

 
 
 
 

 

78.0 14.0 8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=50)

１歳になるまで育児休業を取得したい

１歳になる前に復帰したい

無回答
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１０．あて名のお子さんの生活習慣・運動や遊びについて 
（１）平日の起床・就寝時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

子どもの平日の起床時間については、「7：00～7：30 未満」（31.3％）が最も多く、次いで「7：

30～8：00未満」（20.5％）となっており、7時台に起きる子どもが過半数（51.8％）である。 

就寝時間については、「21：00～21：30 未満」（31.0％）が最も多く、次いで「22：00～22：30

未満」（21.6％）、「21：00～21：00 未満」（20.1％）となっており、21 時～22 時半までに寝る子ど

もが 7割強（72.7％）を占めている。 

子どもの年齢別にみると、総じて年齢が上がるほど起床時間は早くなっている一方、就寝時間は

大きな違いは見られない。 

 

問３１ あて名のお子さんは、平日（月～金曜日）、何時に起き、何時に寝ていますか。 

【数字を記入】 

※時間は、必ず（例）起床０８時００分 就寝：２０時３０分のように、２４時間制

でお答えください。 

【平日の起床・就寝時間】 

 

 
起床時間 就寝時間 

0.6

4.5

18.5

31.3

14.1

4.1

3.9

2.2

20.5

0.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

５：００未満

５：００～６：００未満

６：００～６：３０未満

６：３０～７：００未満

７：００～７：３０未満

７：３０～８：００未満

８：００～８：３０未満

８：３０～９：００未満

９：００以降

無回答

(N=1386)

0.2

1.2

5.2

7.8

20.1

21.6

4.6

4.3

0.6

0.6

2.4

31.0

0.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１８：００未満

１８：００～１９：００未満

１９：００～２０：００未満

２０：００～２０：３０未満

２０：３０～２１：００未満

２１：００～２１：３０未満

２１：３０～２２：００未満

２２：００～２２：３０未満

２２：３０～２３：００未満

２３：００～２３：３０未満

２３：３０～２４：００未満

２４：００以降

無回答

(N=1386)
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【子どもの年齢別 平日の起床】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別 就寝時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

５
：
０
０
未
満

５
：
０
０
～

６
：
０
０
未
満

６
：
０
０
～

６
：
３
０
未
満

６
：
３
０
～

７
：
０
０
未
満

７
：
０
０
～

７
：
３
０
未
満

７
：
３
０
～

８
：
０
０
未
満

８
：
０
０
～

８
：
３
０
未
満

８
：
３
０
～

９
：
０
０
未
満

９
：
０
０
以
降

無
回
答

1386 0.1 0.6 4.5 18.5 31.3 20.5 14.1 4.1 3.9 2.2
０歳 214 0.5 1.4 5.6 9.3 18.7 16.8 20.1 7.0 14.5 6.1
１歳 161 - - 5.0 18.6 26.1 16.8 19.9 6.8 5.6 1.2
２歳 186 - - 4.3 14.0 27.4 25.8 16.1 7.5 3.2 1.6
３歳 224 - 0.9 3.6 18.3 34.8 25.4 12.1 2.7 1.8 0.4
４歳 277 0.4 0.4 3.6 23.5 39.4 20.2 9.4 1.4 - 1.8
５歳 308 - 1.0 5.2 23.1 36.0 18.5 12.0 1.3 1.3 1.6
無回答 16 - - 6.3 25.0 18.8 18.8 6.3 18.8 - 6.3

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
８
：
０
０
未

満 １
８
：
０
０
～

１
９
：
０
０
未

満 １
９
：
０
０
～

２
０
：
０
０
未

満 ２
０
：
０
０
～

２
０
：
３
０
未

満 ２
０
：
３
０
～

２
１
：
０
０
未

満 ２
１
：
０
０
～

２
１
：
３
０
未

満 ２
１
：
３
０
～

２
２
：
０
０
未

満 ２
２
：
０
０
～

２
２
：
３
０
未

満 ２
２
：
３
０
～

２
３
：
０
０
未

満 ２
３
：
０
０
～

２
３
：
３
０
未

満 ２
３
：
３
０
～

２
４
：
０
０
未

満 ２
４
：
０
０
以

降 無
回
答

1386 0.3 0.2 1.2 5.2 7.8 31.0 20.1 21.6 4.6 4.3 0.6 0.6 2.4
０歳 214 0.9 0.5 0.9 10.3 7.0 29.9 13.6 15.4 4.7 4.7 2.3 2.8 7.0
１歳 161 0.6 - 1.9 4.3 8.7 26.1 21.1 26.1 3.7 5.0 0.6 0.6 1.2
２歳 186 0.5 - 0.5 3.8 5.9 24.2 22.6 29.6 5.9 4.8 0.5 - 1.6
３歳 224 - 0.4 1.3 5.4 8.9 32.1 18.3 22.8 4.0 6.3 - - 0.4
４歳 277 - 0.4 1.4 4.0 7.9 31.8 23.1 21.3 4.7 2.9 0.4 - 2.2
５歳 308 - - 1.3 4.2 7.8 37.7 21.8 17.9 4.2 3.2 - 0.3 1.6
無回答 16 - - - - 12.5 18.8 12.5 31.3 12.5 6.3 - - 6.3

  全  体

子
ど
も
の
年
齢



Ⅱ．就学前児童用調査の調査結果 

80 

 
（２）平日に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平日に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均的な時間は、「1時間」（22.2％）が最も多く、次いで

「30分」（16.0％）、「2時間」（15.2％）、「1時間 30分」（13.8％）となっている。 

小学校区別にみると、福地小学校区では「3時間以上」（24.5％）の割合が他の小学校区に比べて

高く、2割強を占めている。また、西小学校区では「30分」（23.5％）の割合が 2割強と高い。 

子どもの年齢別にみると、総じて年齢が上がるほど外で遊ぶ時間が長い傾向が見られる。 

 

 

【小学校区別・子どもの年齢別 平日に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】（％） 

 

 

 

問３２ あて名のお子さんは、平日（月～金曜日）、１日平均どれくらいの時間、外で身体を使

って遊んでいますか。【○は１つだけ】 

【平日に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】 

 

 

3.9 12.116.0 22.2 13.8 15.2 12.8 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

３０分 １時間 １時間３０分 ２時間

２時間３０分 ３時間以上 遊んでいない 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

２
時
間

２
時
間
３
０
分

３
時
間
以
上

遊
ん
で
い
な
い

無
回
答

1386 16.0 22.2 13.8 15.2 3.9 12.1 12.8 4.0
南小学校区 36 11.1 22.2 13.9 25.0 - 8.3 11.1 8.3
北小学校区 126 18.3 17.5 15.1 15.1 5.6 9.5 13.5 5.6
西小学校区 81 23.5 23.5 13.6 14.8 2.5 9.9 12.3 -
新入小学校区 134 15.7 25.4 17.9 11.9 5.2 14.2 6.7 3.0
感田小学校区 302 16.6 20.9 17.2 15.6 3.3 9.3 13.6 3.6
上頓野小学校区 139 17.3 22.3 13.7 14.4 4.3 11.5 13.7 2.9
下境小学校区 105 14.3 30.5 7.6 11.4 2.9 16.2 11.4 5.7
福地小学校区 49 16.3 14.3 4.1 20.4 - 24.5 18.4 2.0
中泉小学校区 41 19.5 22.0 4.9 17.1 7.3 14.6 9.8 4.9
植木小学校区 103 11.7 23.3 17.5 18.4 5.8 12.6 7.8 2.9
東小学校区 174 11.5 21.3 9.8 18.4 5.7 15.5 12.1 5.7
無回答 96 18.8 22.9 14.6 8.3 - 7.3 24.0 4.2

1386 16.0 22.2 13.8 15.2 3.9 12.1 12.8 4.0
０歳 214 19.2 14.0 5.6 4.7 - 3.3 48.6 4.7
１歳 161 26.7 29.2 11.8 11.8 3.7 6.8 7.5 2.5
２歳 186 19.4 21.5 15.6 16.1 3.2 11.3 9.1 3.8
３歳 224 12.1 25.0 18.8 18.3 3.6 15.2 4.9 2.2
４歳 277 12.3 26.0 12.6 19.1 4.7 15.2 5.4 4.7
５歳 308 12.3 19.2 17.2 18.5 6.5 17.2 4.9 4.2
無回答 16 18.8 25.0 6.3 6.3 6.3 - 18.8 18.8

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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１１．子育てに関する悩みや不安感について 
（１）子育てに関する悩み（心理的な点） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子育てに関する悩みについては、「子どもをしかりすぎているような気がする」（33.0％）が最も

多く、次いで「子どもの心身の発達に応じたしつけや教育の仕方がよくわからない」（21.0％）、「子

育てに追われて自分のやりたいことができない」（20.3％）、「子どもとふれあう時間が少ない」

（18.0％）となっている。 

問３３ 子育てについての悩みはどのようなことですか。【○はあてはまるもの３つまで】 

【子育てに関する悩み（心理的な点）】 

 

21.0

20.3

18.0

9.6

7.6

6.0

5.6

5.4

4.5

2.9

2.4

6.9

20.3

33.0

8.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子どもをしかりすぎているような気がする

子どもの心身の発達に応じたしつけや

教育の仕方がよくわからない　　　　　　

子育てに追われて自分のやりたいことができない

子どもとふれあう時間が少ない

子どもの病気や心身の発育・発達の遅れが気になる

自分自身の親としての適性に自信がない

子育てについて（あなたの）

配偶者の協力が得られない

自分自身の体力や健康などに自信がない

近所づきあいや、子どもの親同士

のつきあいが負担になる　　　　　

子どもの成績や勉強の指導が不安である

子育てについて（あなたの）親の協力が得られない

子どもに手をあげたり、世話を　　

しなかったりしてしまうことがある

子育てというものが全般的によくわからない

その他

無回答

(N=1386)
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子育てに関する悩みについて子どもの年齢別にみると、０～１歳では「子どもの心身の発達に応

じたしつけや教育の仕方がよくわからない」や「子育てに追われて自分のやりたいことができない」

の割合が２歳以上に比べて高く、それぞれ 3割前後を占めている。また、３～５歳では「子どもを

しかりすぎているような気がする」の割合が 4割前後で２歳以下に比べて高い。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭と共働き家庭（フルタイム）では「子どもとふれあ

う時間が少ない」、片働き家庭では「子育てに追われて自分のやりたいことができない」の割合がそ

れぞれ他に比べて高い。 

 

 

【子どもの年齢別・保護者の就労状況別 子育てに関する悩み（心理的な点）】（％） 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

子
ど
も
を
し
か
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
応
じ
た
し
つ

け
や
教
育
の
仕
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

子
育
て
に
追
わ
れ
て
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
が
少
な
い

子
ど
も
の
病
気
や
心
身
の
発
育
・
発
達

の
遅
れ
が
気
に
な
る

自
分
自
身
の
親
と
し
て
の
適
性
に
自
信

が
な
い

子
育
て
に
つ
い
て

（
あ
な
た
の

）
配
偶

者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

自
分
自
身
の
体
力
や
健
康
な
ど
に
自
信

が
な
い

近
所
づ
き
あ
い
や

、
子
ど
も
の
親
同
士

の
つ
き
あ
い
が
負
担
に
な
る

子
ど
も
の
成
績
や
勉
強
の
指
導
が
不
安

で
あ
る

子
育
て
に
つ
い
て

（
あ
な
た
の

）
親
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
に
手
を
あ
げ
た
り

、
世
話
を
し

な
か

っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

子
育
て
と
い
う
も
の
が
全
般
的
に
よ
く

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

1386 33.0 21.0 20.3 18.0 9.6 8.1 7.6 6.0 5.6 5.4 4.5 2.9 2.4 6.9 20.3
０歳 214 6.1 25.2 25.7 10.7 9.3 7.9 4.2 10.7 3.3 2.8 5.1 0.5 4.7 9.8 24.3
１歳 161 26.1 31.1 30.4 18.6 8.1 12.4 7.5 7.5 2.5 2.5 6.2 3.1 2.5 5.6 16.8
２歳 186 43.5 24.2 21.5 18.8 11.3 8.1 9.1 7.5 3.2 2.7 2.7 1.6 2.7 3.8 18.8
３歳 224 40.6 20.5 24.1 20.5 9.8 8.9 8.0 6.3 5.8 4.0 2.7 4.0 0.9 8.0 18.8
４歳 277 39.0 16.6 17.0 17.3 8.7 8.7 8.3 3.6 7.9 8.7 5.4 2.5 1.4 5.8 18.4
５歳 308 38.6 15.6 10.7 21.1 10.4 5.2 8.8 2.6 7.8 8.1 4.5 4.5 2.6 7.5 22.4
無回答 16 25.0 12.5 25.0 18.8 6.3 - - 12.5 6.3 12.5 6.3 6.3 - 6.3 31.3

1386 33.0 21.0 20.3 18.0 9.6 8.1 7.6 6.0 5.6 5.4 4.5 2.9 2.4 6.9 20.3
ひとり親家庭 112 34.8 17.0 10.7 35.7 14.3 9.8 3.6 3.6 3.6 8.0 1.8 4.5 1.8 10.7 17.0
共働き家庭
（フルタイム）

339 31.3 18.3 20.4 40.7 8.6 5.9 7.1 4.1 5.0 4.7 2.1 4.4 1.8 4.7 19.2

共働き家庭
（フルタイムとパート等）

304 36.8 20.7 15.8 11.8 8.2 7.6 10.5 5.3 4.9 4.9 5.6 1.6 0.7 7.9 23.0

片働き家庭 499 31.7 24.4 27.9 4.4 9.8 10.0 6.8 8.2 7.6 5.8 5.6 2.2 3.6 7.0 18.2
その他 8 37.5 12.5 12.5 12.5 25.0 - - - - 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5
無回答 124 32.3 19.4 10.5 10.5 9.7 6.5 9.7 6.5 2.4 4.0 5.6 2.4 3.2 5.6 28.2

  全  体

保
護
者
の
就
労
状
況

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（２）子育て環境に関する悩み 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子育て環境に関する悩みについては、「近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない」（39.6％）、

「子どもの保育費用にお金がかかる」（30.3％）、「近所に子どもの遊び友達がいない」（28.4％）と

なっている。 

問３４ 子育て環境についての悩みはどのようなことですか。【○はあてはまるもの３つまで】 

【子育て環境に関する悩み】 

 

 

30.3

28.4

15.0

13.9

10.2

5.8

1.2

0.1

3.6

14.9

6.7

39.6

13.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない

子どもの保育費用にお金がかかる

近所に子どもの遊び友だちがいない

子育てと仕事や家事との両立がしにくい

子どもの教育費や稽古ごとなどにお金がかかる

社会環境や自然環境の悪化に不安がある

住居が子育てに十分な広さではない

食物の安全性に不安がある

保育所・幼稚園、小学校の　　　　　

先生と親との連絡があまり取れない

子どもがいじめられている

その他

特にない

無回答

(N=1386)
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子育て環境に関する悩みについて小学校区別にみると、下境小学校区と福地小学校区では「近所

に子どもを安心して遊ばせる場所がない」、福地小学校区ではそれに加えて「近所に子どもの遊び友

だちがいない」の割合がそれぞれ他の小学校区に比べて高く、半数弱を占めている。また、南小学

校区では「子どもの教育費や稽古ごとなどにお金がかかる」（27.8％）の割合が 3割弱と他に比べて

高い。 

子どもの年齢別にみると、１～２歳では「近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない」の割合

が他の年齢に比べて高く、半数弱を占めている。また、２～３歳では「子どもの保育費用にお金が

かかる」の割合が 4割弱と他に比べて高い。 

 

 

【小学校区別・子どもの年齢別 子育て環境に関する悩み】（％） 

 
 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

近
所
に
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る

場
所
が
な
い

子
ど
も
の
保
育
費
用
に
お
金
が
か
か
る

近
所
に
子
ど
も
の
遊
び
友
だ
ち
が
い
な

い 子
育
て
と
仕
事
や
家
事
と
の
両
立
が
し

に
く
い

子
ど
も
の
教
育
費
や
稽
古
ご
と
な
ど
に

お
金
が
か
か
る

社
会
環
境
や
自
然
環
境
の
悪
化
に
不
安

が
あ
る

住
居
が
子
育
て
に
十
分
な
広
さ
で
は
な

い 食
物
の
安
全
性
に
不
安
が
あ
る

保
育
所
・
幼
稚
園

、
小
学
校
の
先
生
と

親
と
の
連
絡
が
あ
ま
り
取
れ
な
い

子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1386 39.6 30.3 28.4 15.0 13.9 13.7 10.2 5.8 1.2 0.1 3.6 14.9 6.7

南小学校区 36 27.8 25.0 33.3 16.7 27.8 16.7 2.8 8.3 - - - 16.7 2.8

北小学校区 126 34.1 32.5 25.4 15.1 12.7 15.9 10.3 8.7 1.6 0.8 4.8 17.5 6.3

西小学校区 81 46.9 38.3 21.0 18.5 17.3 12.3 7.4 2.5 - - 4.9 13.6 9.9

新入小学校区 134 43.3 26.1 32.8 10.4 13.4 6.0 10.4 1.5 0.7 - 3.7 18.7 6.7

感田小学校区 302 28.8 33.1 26.2 15.6 15.2 14.2 7.3 5.0 2.3 - 4.3 16.6 7.6

上頓野小学校区 139 45.3 35.3 27.3 14.4 12.2 15.1 9.4 9.4 2.2 - 2.9 11.5 6.5

下境小学校区 105 49.5 33.3 21.9 14.3 12.4 15.2 8.6 1.9 1.0 - 1.0 13.3 5.7

福地小学校区 49 49.0 22.4 46.9 16.3 12.2 10.2 4.1 6.1 - - 2.0 18.4 4.1

中泉小学校区 41 29.3 19.5 24.4 14.6 2.4 22.0 17.1 14.6 - - - 22.0 7.3

植木小学校区 103 45.6 28.2 35.9 12.6 15.5 13.6 12.6 6.8 1.0 - 4.9 12.6 3.9

東小学校区 174 43.1 29.9 27.0 17.2 14.9 14.9 15.5 6.3 0.6 - 2.9 11.5 8.0

無回答 96 41.7 20.8 32.3 15.6 10.4 12.5 14.6 6.3 - - 6.3 12.5 6.3

1386 39.6 30.3 28.4 15.0 13.9 13.7 10.2 5.8 1.2 0.1 3.6 14.9 6.7

０歳 214 29.0 19.2 26.6 14.0 4.7 14.0 11.2 7.9 - - 3.7 22.9 8.9

１歳 161 46.6 21.1 28.6 18.6 7.5 7.5 12.4 5.0 1.2 - 6.2 16.1 5.0

２歳 186 46.8 39.2 34.4 17.2 11.3 15.1 9.7 6.5 - - 4.3 9.1 5.4

３歳 224 42.4 36.6 26.8 13.4 16.1 14.3 12.1 5.4 1.3 - 3.6 13.4 5.4

４歳 277 35.7 33.6 27.8 15.2 15.5 14.1 6.5 5.8 1.1 - 2.2 17.3 7.6

５歳 308 41.6 30.2 27.6 13.6 21.8 15.3 11.0 4.5 2.3 0.3 3.2 10.4 7.1

無回答 16 18.8 25.0 25.0 12.5 25.0 12.5 - 12.5 6.3 - - 31.3 6.3

  全  体

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

小
学
校
区
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１２．児童虐待について 
（１）児童虐待発見時の通告 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童虐待を発見した場合に通告しなければならないことについては、9 割（89.0％）の人が「知

っている」と回答している。 

 
 

（２）子どもを虐待しているのではないかと思うことの有無 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもを虐待しているのではないかと思うことについては、8 割弱（77.9％）の人が「まったく

ない」と回答しているが、「ときどきある」人も 2割弱（17.2％）いる。 

子どもの年齢別にみると、２～３歳では「ときどきある」の割合が他の年齢に比べて高く、2 割

強を占めている。 

 

【子どもの年齢別 子どもを虐待しているのではないかと思うことの有無】（％） 

 

問３５ 児童虐待を発見した場合、通告しなければならないことを知っていますか。 

【○は１つだけ】 

【児童虐待発見時の通告】 

 

 

問３６ 子どもを虐待しているのではないかと思うことがありますか。【○は１つだけ】 

 
【子どもを虐待しているのではないかと思うことの有無】 

 

 

89.0 8.2 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

知っている 知らない 無回答

1.1 17.2 77.9 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

ある ときどきある まったくない 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

あ
る

と
き
ど
き
あ
る

ま

っ
た
く
な
い

無
回
答

1386 1.1 17.2 77.9 3.8
０歳 214 0.5 6.1 92.1 1.4
１歳 161 1.2 16.1 79.5 3.1
２歳 186 1.6 25.8 69.4 3.2
３歳 224 1.8 21.4 71.0 5.8
４歳 277 0.4 18.4 78.0 3.2
５歳 308 1.3 16.6 76.9 5.2
無回答 16 - 12.5 87.5 -

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（３）児童虐待を発見した経験 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことについては、9 割

（90.3％）の人が「ない」と回答している。 

 

 
（４）児童虐待を見たり聞いたりした際の通告や相談 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことがある人に、その

際、通告や相談をしたかどうかたずねると、「しなかった」（40.9％）が「した」（36.4％）を上回っ

ている。また、「どこにすればよいかわからなかった」（21.6％）が 2割強となっている。 

 

問３７ 児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことがあり

ますか。【○は１つだけ】 

【児童虐待を発見した経験】 

 

 

（児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことがある方へ） 

問３７－１ その際、通告や相談をしましたか。【○は１つだけ】 

【児童虐待を見たり聞いたりした際の通告や相談】 

 

 

6.3 90.3 3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

ある ない 無回答

36.4 21.6 40.9 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=88)

した どこにすればよいかわからなかった しなかった 無回答
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（５）虐待に関しての相談窓口・相談機関の認知状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
虐待に関しての相談窓口・相談機関について、「知らない」（55.3％）が「知っている」（41.5％）

を上回っている。 

小学校区別にみると、福地小学校区では「知らない」（67.3％）の割合が他の小学校区に比べて

高く、７割弱を占めている。 

子どもの年齢別にみると、５歳では「知っている」の割合が他の年齢に比べてやや高く、半数弱

を占めている。 

 

 

【小学校区別・子どもの年齢別 虐待に関しての相談窓口・相談機関の認知状況】（％） 

 
 

 

問３８ 虐待に関しての相談窓口・相談機関を知っていますか。【○は１つだけ】 

 
【虐待に関しての相談窓口・相談機関の認知状況】 

 

 

41.5 55.3 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

知っている 知らない 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

1386 41.5 55.3 3.2
南小学校区 36 50.0 47.2 2.8
北小学校区 126 41.3 56.3 2.4
西小学校区 81 35.8 59.3 4.9
新入小学校区 134 42.5 52.2 5.2
感田小学校区 302 46.0 50.3 3.6
上頓野小学校区 139 46.0 51.8 2.2
下境小学校区 105 49.5 50.5 -
福地小学校区 49 32.7 67.3 -
中泉小学校区 41 46.3 46.3 7.3
植木小学校区 103 34.0 61.2 4.9
東小学校区 174 39.1 56.9 4.0
無回答 96 27.1 71.9 1.0

1386 41.5 55.3 3.2
０歳 214 37.9 61.2 0.9
１歳 161 39.8 57.1 3.1
２歳 186 42.5 54.8 2.7
３歳 224 37.5 57.1 5.4
４歳 277 41.5 55.6 2.9
５歳 308 46.4 49.4 4.2
無回答 16 56.3 43.8 -

  全  体

小
学
校
区

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（６）虐待に関する相談の経験 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9割（90.8％）と大半の人が虐待に関する相談を「したことはない」と回答している。 

 

 
（７）直方市要保護児童対策地域協議会の認知状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9割弱（88.9％）と大半の人が直方市要保護児童対策地域協議会を「知らない」と回答している。 

 

問３９ 虐待に関する相談をしたことがありますか。【○は１つだけ】 

【虐待に関する相談の経験】 

 

 

問４０ 子どもの児童福祉に関する相談（虐待、障がい、非行）などを支援するための協議の

場として、直方市要保護児童対策地域協議会がありますが、知っていますか。【○は１

つだけ】 

【直方市要保護児童対策地域協議会の認知状況】 

 

 

1.4 90.8 4.5 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

したことがある したことはない

どこにすればいいかわからない 無回答

7.9 88.9 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

知っている 知らない 無回答
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１３．直方市の子育て支援施策全般について 
（１）子育てに関する情報の取得元 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
子育てに関する情報の取得元としては、「友人・知人」（69.0％）が最も多く、次いで「インター

ネット」（44.7％）、「祖父母」（43.0％）、「市報のおがた」（34.8％）、「テレビ」（33.5％）となって

いる。 

子どもの年齢別にみると、０歳では「インターネット」と「祖父母」（それぞれ 61.2％）、「雑誌」

（36.0％）の割合が１歳以上に比べて高い一方、１歳以上では「市報のおがた」の割合が０歳に比

べて高くなっている。 

 

【子どもの年齢別 子育てに関する情報の取得元】（％） 

 
 
 
 
 

 

問４１ あなたは子育てに関する情報をどこから取得していますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【子育てに関する情報の取得元】 

 

 

44.7

43.0

34.8

33.5

11.5

5.6

3.8

1.5

5.6

4.7

69.0

24.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

友人・知人

インターネット

祖父母

市報のおがた

テレビ

雑誌

子育てガイド

市ホームページ

市役所窓口

ラジオ

その他

無回答

(N=1386)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

友
人
・
知
人

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

祖
父
母

市
報
の
お
が
た

テ
レ
ビ

雑
誌

子
育
て
ガ
イ
ド

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

市
役
所
窓
口

ラ
ジ
オ

そ
の
他

無
回
答

1386 69.0 44.7 43.0 34.8 33.5 24.0 11.5 5.6 3.8 1.5 5.6 4.7
０歳 214 70.1 61.2 61.2 24.3 40.2 36.0 9.3 6.5 5.6 1.4 5.6 1.9
１歳 161 73.9 46.6 44.7 31.1 35.4 25.5 9.9 8.7 5.0 1.2 6.2 1.9
２歳 186 69.4 46.2 40.9 37.1 36.6 25.3 13.4 3.8 3.2 1.1 7.5 2.7
３歳 224 67.0 38.8 40.2 36.6 32.6 23.7 9.8 7.6 2.7 1.3 4.0 7.1
４歳 277 72.2 41.5 37.2 37.9 32.9 20.2 11.6 5.8 1.8 1.1 5.1 4.3
５歳 308 64.6 38.6 38.3 39.0 27.3 17.9 13.3 2.9 5.2 2.6 5.8 8.1
無回答 16 56.3 43.8 37.5 25.0 31.3 18.8 25.0 - - - 6.3 -

  全  体

子
ど
も
の
年
齢
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（２）直方市の子育て環境や支援全体の満足度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直方市の子育て環境や支援の満足度については、「どちらともいえない」（40.3％）が最も多い。

「あまり満足していない」（23.1％）と「まったく満足していない」（11.3％）をあわせた『満足し

ていない』は 34.4％、「とても満足している」（3.3％）と「やや満足している」（17.7％）をあわせ

た『満足している』は 21.0％であり、『満足していない』人が『満足している』人を上回っている。 

小学校区別にみると、『満足している』の割合は上頓野小学校区で 25.2％と最も高く、中泉小学

校区で 12.2％と最も低くなっている。一方『満足していない』の割合は南小学校区で 44.4％と最も

高く、そのうち「まったく満足していない」（19.4％)の割合が 2割を占めており、他の小学校区に

比べて高い。 

子どもの年齢別にみると、概ね年齢が上がるほど『満足していない』の割合が高く、５歳では４

割強（43.8％）となっている。 

 

【小学校区別・子どもの年齢別 直方市の子育て環境や支援全体の満足度】（％） 

 

 

 

 

 

 

問４２ 直方市の子育て環境や支援の満足度について、５段階評価でお答えください。 

【○は１つだけ】 

【直方市の子育て環境や支援全体の満足度】 

 

 

11.3 4.23.3 17.7 40.3 23.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1386)

とても満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない まったく満足していない 無回答

『満足している』 

21.0％ 

『満足していない』 

34.4％ 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

と
て
も
満
足
し
て

い
る

や
や
満
足
し
て
い

る ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い

あ
ま
り
満
足
し
て

い
な
い

ま

っ
た
く
満
足
し

て
い
な
い

無
回
答

（
再
掲

）
満
足
し

て
い
る

（
再
掲

）
満
足
し

て
い
な
い

1386 3.3 17.7 40.3 23.1 11.3 4.2 21.0 34.4
南小学校区 36 8.3 5.6 41.7 25.0 19.4 - 13.9 44.4
北小学校区 126 5.6 18.3 36.5 27.0 9.5 3.2 23.9 36.5
西小学校区 81 3.7 11.1 39.5 28.4 13.6 3.7 14.8 42.0
新入小学校区 134 3.0 16.4 44.0 17.9 11.9 6.7 19.4 29.8
感田小学校区 302 3.0 20.9 40.4 18.5 12.6 4.6 23.9 31.1
上頓野小学校区 139 4.3 20.9 37.4 22.3 12.2 2.9 25.2 34.5
下境小学校区 105 2.9 19.0 44.8 25.7 6.7 1.0 21.9 32.4
福地小学校区 49 4.1 18.4 46.9 20.4 10.2 - 22.5 30.6
中泉小学校区 41 2.4 9.8 39.0 31.7 7.3 9.8 12.2 39.0
植木小学校区 103 3.9 14.6 37.9 28.2 9.7 5.8 18.5 37.9
東小学校区 174 1.1 21.8 39.7 22.4 10.9 4.0 22.9 33.3
無回答 96 2.1 12.5 40.6 26.0 12.5 6.3 14.6 38.5

1386 3.3 17.7 40.3 23.1 11.3 4.2 21.0 34.4
０歳 214 7.0 22.4 43.9 18.2 6.5 1.9 29.4 24.7
１歳 161 4.3 20.5 39.1 23.6 8.1 4.3 24.8 31.7
２歳 186 1.1 22.0 38.2 21.0 14.0 3.8 23.1 35.0
３歳 224 3.6 14.3 40.2 21.9 14.3 5.8 17.9 36.2
４歳 277 2.5 18.8 44.4 20.6 10.1 3.6 21.3 30.7
５歳 308 2.3 12.3 36.4 30.2 13.6 5.2 14.6 43.8
無回答 16 - 12.5 37.5 31.3 12.5 6.3 12.5 43.8

子
ど
も
の
年
齢

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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（３）直方市の子育て支援の満足度 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４３ 直方市の子育て支援について、どう思いますか。あてはまる数字に○をつけてくださ

い。 

【直方市の子育て支援の満足度】 

 

 

4.6

1.9

2.2

8.2

12.7

8.2

7.4

11.8

15.9

11.9

13.1

13.6

5.6

5.2

15.3

9.1

8.6

18.3

6.6

3.0

4.3

68.0

55.6

74.6

75.9

51.6

61.3

57.1

56.1

76.1

80.2

79.1

3.4

3.0

9.5

2.4

1.5

2.5

1.7

3.0

10.8

2.7

1.6

5.7

29.4

5.1

10.9

5.2

5.9

5.8

15.0

9.7

10.8

13.3

5.1

6.5

5.4

7.4

21.6

26.1

26.3

10.1

18.3

16.0

30.4

4.5

11.9

4.4

4.3

16.7

8.4

8.9

10.3

11.9

6.5

21.2 26.6

5.3

4.0

17.5

17.0

5.4

5.9

2.8

6.5

6.1

8.1

44.2

51.9

24.7

57.4

54.5

27.1

25.0

60.8

4.3

4.3

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.6

4.4

4.5

4.4

4.5

4.5

4.7

4.3

4.5

4.6

4.5

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①妊娠期から乳幼児期を　　　

通じた親子の健康づくりの支援

②食育に関する

学習機会の提供

③安心して利用できる

医療体制の整備　　　　

④一時預かり・病後児保育等

の多様な保育サービス　　　　

⑤学童クラブの実施状況

⑥子育て家庭に対する相談

支援体制や交流の場づくり　

⑦子育てに対する経済的支援

⑧保育園・幼稚園での教育

⑨小・中学校の教育環境

⑩家庭教育や中学生等の　　　

次代の親を育成するための教育

⑪いじめ・不登校・非行対策

⑫地域全体で子どもを

育てる活動の推進　　　

⑬バリアフリーなどの子育

てにやさしいまちづくり　　　

⑭父と母がともに子育て

を担うような意識の啓発

⑮子育てを支える

地域活動等の促進

⑯企業等と連携した子育て

と仕事の両立のための支援

⑰ひとり親家庭への支援

⑱児童虐待防止対策

⑲障がいのある子ども

のいる家庭への支援　

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

各項目とも（N=1386）
「満足」  「不満」 

の合計  の合計 

37.0  14.2 

31.1  12.4 

37.1  33.7 

10.4  27.8 

15.2  12.4 

23.5  17.3 

20.6  47.8 

59.8  11.0 

20.7  19.2 

7.5  13.4 

6.1  13.5 

14.6  19.9 

12.7  31.2 

13.3  21.0 

16.7  21.7 

7.8  31.9 

7.3  12.2 

8.0  7.3 

7.8  8.7 
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直方市の子育て支援の満足度（「満足」と「やや満足」をあわせた割合）については、「⑧保育園・

幼稚園での教育」で 6 割（59.8％）と最も高く、これに「③安心して利用できる医療体制の整備」

（37.1％）と「①妊娠期から乳幼児期を通じた親子の健康づくりの支援」（37.0％）が 4割弱で続い

ている。 

一方、不満度（「やや不満」と「不満」をあわせた割合）については、「⑦子育てに対する経済的

支援」（47.8％）で半数弱と最も高くなっている 
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（４）直方市の子育て環境や支援に関する自由意見 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直方市の子育て環境や支援に関する意見・要望を自由記述形式でたずねたところ、「遊び場の確

保・充実」に関する意見が 185件で最も多く、次いで「経済的支援・費用負担軽減」（114件）、「子

育ての情報提供」（53件）となっている。 

 

問４４ 最後に、教育・保育環境の充実など子育て環境や支援に関してご意見・ご要望がござ

いましたら、ご自由にお書きください。 

 

【直方市の子育て環境や支援に関する自由意見（自由記述）】 

区分
件数

※複数回答

遊び場の確保・充実 185

経済的支援・費用負担軽減 114

子育ての情報提供 53

防犯・安全確保対策 44

学校教育の充実 38

病児病後児の預かりや支援 37

保護者の交流・仲間づくり支援 36

母子保健事業 36

医療サービス 34

仕事と子育ての両立支援 23

子育てにやさしいまちづくり 20

短時間の預かりや支援 15

地域での子育て支援 15

放課後児童対策 12

保育・教育施設の増設・定員拡大 11

土日・祝日の預かり 8

ひとり親など多様な子育て支援 8

子育ての相談対応 7

障害児への支援 7

行政窓口対応の充実 5

図書館や武道館等の整備・充実 5

保育所の入所要件の緩和 4

保育・教育事業の時間延長 4

夏休み等の長期休暇中の預かり 2

アンケートについて 15

その他（保育・教育事業関連全般） 49

その他（上記以外） 40



 

94 

 
 
 
 
 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ．小学生用調査の調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

. 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ．小学生用調査の調査結果 

95 

Ⅲ．小学生用調査の調査結果 
１．子どもの育ちをめぐる環境について 
（１）子どもをみてもらえる親族・知人の状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の状況については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族にみてもらえる」（54.8％）が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」

（33.7％）となっており、これらをあわせた『祖父母等の親族にみてもらえる』（88.5％）が 9割弱

と大半を占めている。一方、『子どもをみてもらえる友人・知人がいる』（14.2％）は 1割台にとど

まっており、そのうち「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」人は 2.5％と少数であ

る。 

小学校区別にみると、南小学校区や新入小学校区、上頓野小学校区、福地小学校区では「日常的

に祖父母等の親族にみてもらえる」の割合が他の小学校区に比べて高く、4割～4割強を占めている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭と共働き家庭（フルタイム）では「日常的に祖父母

等の親族にみてもらえる」、共働き家庭（フルタイムとパート等）と片働き家庭では「緊急時もしく

は用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」の割合がそれぞれ他に比べて高くなっている。 

問８ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【子どもをみてもらえる親族・知人の状況】 

33.7

11.7

2.5

9.0

54.8

3.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

緊急時もしくは用事の際には　

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時や用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる　

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

(N=1216)
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【小学校区別・保護者の就労状況別 子どもをみてもらえる親族・知人の状況】（％） 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況については、「安心して子どもをみてもらえる」

（63.8％）が 6割強を占めて最も多く、次いで「祖父母等の親族に負担をかけていることが心苦し

い」（21.6％）、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」（14.6％）、「祖父母等の親族の

時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（13.2％）となっている。 

（祖父母等の親族に子どもをみてもらっている方へ） 

問８－１ 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

【祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況】 

21.6

14.6

13.2

3.8

1.3

63.8

3.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族に負担をかけていることが心苦しい

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとって

ふさわしいのか少し不安である

その他

無回答

(N=1025)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

緊
急
時
も
し
く
は

用
事
の
際
に
は
祖

父
母
等
の
親
族
に

み
て
も
ら
え
る

日
常
的
に
祖
父
母

等
の
親
族
に
み
て

も
ら
え
る

緊
急
時
や
用
事
の

際
に
は
子
ど
も
を

み
て
も
ら
え
る
友

人
・
知
人
が
い
る

日
常
的
に
子
ど
も

を
み
て
も
ら
え
る

友
人
・
知
人
が
い

る い
ず
れ
も
い
な
い

無
回
答

1216 54.8 33.7 11.7 2.5 9.0 3.8
南小学校区 43 34.9 44.2 25.6 9.3 7.0 -
北小学校区 109 53.2 28.4 10.1 1.8 14.7 2.8
西小学校区 81 58.0 25.9 12.3 2.5 7.4 9.9
新入小学校区 148 47.3 41.9 10.1 2.7 9.5 2.7
感田小学校区 254 60.2 30.7 12.2 2.0 8.3 2.8
上頓野小学校区 107 47.7 42.1 11.2 5.6 10.3 5.6
下境小学校区 94 51.1 38.3 9.6 1.1 9.6 3.2
福地小学校区 52 51.9 40.4 9.6 1.9 5.8 3.8
中泉小学校区 41 51.2 36.6 7.3 4.9 12.2 -
植木小学校区 93 59.1 34.4 10.8 - 6.5 2.2
東小学校区 145 68.3 21.4 13.8 0.7 9.0 2.8
無回答 49 44.9 38.8 10.2 4.1 4.1 14.3

1216 54.8 33.7 11.7 2.5 9.0 3.8
ひとり親家庭 181 34.8 48.1 7.7 1.7 11.0 7.7
共働き家庭（フルタイム） 318 49.1 41.5 12.3 2.2 4.4 3.8
共働き家庭（フルタイムとパート等） 349 61.9 28.9 14.0 2.0 9.7 1.7
片働き家庭 246 67.5 22.4 12.2 2.8 10.6 2.4
その他 9 55.6 33.3 11.1 11.1 11.1 11.1
無回答 113 53.1 28.3 8.0 4.4 12.4 6.2

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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（３）友人・知人に子どもをみてもらっている状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
友人・知人に子どもをみてもらっている状況については、「安心して子どもをみてもらえる」

（56.6％）が 6割弱を占めて最も多く、次いで「友人・知人に負担をかけていることが心苦しい」

（27.0％）、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」（13.2％）となっている。 

（友人・知人に子どもをみてもらっている方へ） 

問８－２ 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

【○はあてはまるものすべて】 

【友人・知人に子どもをみてもらっている状況】 

27.0

13.2

3.1

1.3

4.4

56.6

7.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

安心して子どもをみてもらえる

友人・知人に負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や　　　

精神的な負担が大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発達にとって　

ふさわしいのか少し不安である

その他

無回答

(N=159)
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（４）子育てに関して気軽に相談できる人（場所） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
子育てに関して気軽に相談できる人（場所）については、「配偶者・パートナー」（74.5％）が最

も多く、次いで「祖父母等の親族」（68.4％）、「友人や知人」（67.8％）となっている。 

 

問９ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。

また、相談できる場所はありますか。【○はあてはまるものすべて】 

【子育てに関して気軽に相談できる人（場所）】 

68.4

67.8

9.3

5.6

1.2

0.6

0.6

0.4

5.7

1.8

0.7

74.5

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者・パートナー

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

医師・看護師・栄養士等

子育て支援施設

保健所

民生委員・児童委員

自治体の子育て関連担当窓口

児童相談所

その他

いない

無回答

(N=1216)
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２．保護者の就労状況について 
（１）就労状況まとめ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保護者の就労状況をまとめると、「共働き家庭（フルタイムとパート等）」（28.7％）が 3割弱で最

も多く、次いで「共働き家庭（フルタイム）」（26.2％）、「片働き家庭（フルタイムと未就労）」（19.5％）

となっている。 

『共働き家庭』が過半数（55.2％）を占めており、『片働き家庭』は 20.2％となっている。 

学年別にみると、概ね学年が低いほど『片働き家庭』の割合は高くなっている。 

 

【学年別 就労状況まとめ】（％） 

 

 

【就労状況まとめ】 

14.9 26.2 28.7

0.3

19.5

0.7 0.4

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

ひとり親家庭 共働き家庭（フルタイム）

共働き家庭（フルタイムとパート等） 共働き家庭（パートとパート等）

片働き家庭（フルタイムと未就労） 片働き家庭（パート等と未就労）

その他 無回答

共働き家庭：55.2％ 片働き家庭：20.2％ 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

ひ
と
り
親
家
庭

共
働
き
家
庭

（
フ
ル

タ
イ
ム

）

共
働
き
家
庭

（
フ
ル

タ
イ
ム
と
パ
ー

ト

等

）

共
働
き
家
庭

（
パ
ー

ト
と
パ
ー

ト
等

）

片
働
き
家
庭

（
フ
ル

タ
イ
ム
と
未
就
労

）

片
働
き
家
庭

（
パ
ー

ト
等
と
未
就
労

）

そ
の
他

無
回
答

　

（
再
掲

）
共
働
き

家
庭
　
計

　

（
再
掲

）
片
働
き

家
庭
　
計

1216 14.9 26.2 28.7 0.3 19.5 0.7 0.4 9.3 55.2 20.2
１年生 154 13.6 28.6 22.7 - 24.7 0.6 - 9.7 51.3 25.3
２年生 158 13.3 24.7 25.3 - 28.5 1.3 0.6 6.3 50.0 29.7
３年生 182 19.2 24.2 26.4 0.5 20.3 0.5 0.5 8.2 51.1 20.9
４年生 193 10.4 26.4 33.7 0.5 19.7 0.5 0.5 8.3 60.6 20.2
５年生 257 14.4 29.2 30.7 - 14.4 1.2 0.8 9.3 59.9 15.6
６年生 253 18.2 24.1 30.0 0.8 15.4 0.4 - 11.1 54.9 15.8
無回答 19 5.3 21.1 31.6 - 15.8 - - 26.3 52.6 15.8

  全  体

学
年
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（２）母親について 
①母親の就労状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母親の就労状況は、「フルタイム」（36.9％）が 4割弱を占めて最も多く、次いで「パート・アル

バイト等」（34.7％）、「未就労（就労経験あり）」（20.6％）となっている。 

フルタイムとパート・アルバイト等について、育休中等の人をあわせると、『フルタイム』（37.8％）

と『パート・アルバイト等』（35.6％）はいずれも 4割弱である。 

小学校区別にみると、南小学校区や西小学校区、新入小学校区では「フルタイム」の割合が他の

小学校区に比べて高く、4割強～5割弱を占めている。また、植木小学校区では「パート・アルバイ

ト等」（41.6％）、東小学校区では「未就労（就労経験あり）」（31.0％）の割合がそれぞれ他の小学

校区に比べてやや高い。 

学年別にみると、２年生では「未就労（就労経験あり）」（30.7％）の割合が他の学年に比べて高

く、3割を占めている。また、３～６年生では「パート・アルバイト等」の割合がそれぞれ２年生

以下に比べて高く、4割弱を占めている。 

【小学校区別・学年別 母親の就労状況】（％） 

 

 
 

問１０ 保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 

（１）母親【○は１つだけ】 

【母親の就労状況】 

36.9

0.9

34.7

0.9

20.6 4.9 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1173)

フルタイム フルタイム（育休中等）

パート・アルバイト等 パート・アルバイト等（育休中等）

未就労（就労経験あり） 未就労（就労経験なし）

無回答

フルタイム：37.8％ パート・アルバイト等：35.6％ 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム

フ
ル
タ
イ
ム

（
育
休
中
等

）

パ
ー

ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等

パ
ー

ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等

（
育

休
中
等

）

未
就
労

（
就
労

経
験
あ
り

）

未
就
労

（
就
労

経
験
な
し

）

無
回
答

1173 36.9 0.9 34.7 0.9 20.6 4.9 1.0
南小学校区 40 47.5 2.5 25.0 2.5 10.0 7.5 5.0
北小学校区 104 30.8 - 37.5 1.9 26.0 2.9 1.0
西小学校区 79 43.0 - 31.6 - 15.2 8.9 1.3
新入小学校区 142 45.8 0.7 31.0 1.4 15.5 4.2 1.4
感田小学校区 245 38.0 0.4 35.5 0.8 20.0 5.3 -
上頓野小学校区 104 35.6 1.9 34.6 - 22.1 4.8 1.0
下境小学校区 89 39.3 2.2 32.6 - 19.1 3.4 3.4
福地小学校区 52 32.7 - 36.5 - 25.0 5.8 -
中泉小学校区 39 28.2 5.1 33.3 - 25.6 7.7 -
植木小学校区 89 31.5 - 41.6 1.1 20.2 4.5 1.1
東小学校区 142 26.8 0.7 34.5 2.1 31.0 4.2 0.7
無回答 48 50.0 2.1 39.6 - 6.3 2.1 -

1173 36.9 0.9 34.7 0.9 20.6 4.9 1.0
１年生 151 39.1 3.3 26.5 - 24.5 5.3 1.3
２年生 153 33.3 0.7 28.1 2.6 30.7 4.6 -
３年生 174 34.5 0.6 36.8 0.6 20.1 6.3 1.1
４年生 187 36.4 0.5 38.0 0.5 20.9 3.2 0.5
５年生 250 39.2 0.8 36.8 0.8 16.0 5.2 1.2
６年生 242 38.0 0.4 37.6 1.2 16.5 5.0 1.2
無回答 16 31.3 - 37.5 - 25.0 - 6.3

  全  体

小
学
校
区

  全  体

学
年
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②就労している母親の 1 週あたりの就労日数、1 日あたりの就労時間 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している母親（フルタイム：444人、パート・アルバイト等：418人）に週あたりの就労時間

をたずねたところ、フルタイムで就労している母親では、週「5日」（61.5％）で 1日「8時間」（62.8％）

が最も多くなっている。パート・アルバイト等で就労している母親では週「5 日」（46.4％）で、1

日「5時間」（28.7％）や「6時間」（25.4％）が多くなっている。 

（就労している母親へ） 

（１）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答え

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについ

てお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況について

お答えください。【数字で記入】 

 

【1週あたりの就労日数】       【1日あたりの就労時間】 

 

（母親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（母親・パート・アルバイト等） 
 

 

0.2

0.2

1.4

61.5

0.5

2.5

0.2

33.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=444)

3.3

11.2

20.1

46.4

0.7

2.9

1.4

13.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=418)

0.0

1.1

2.5

8.6

13.1

6.1

3.4

2.3

62.8

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間以上

無回答

(N=444)

13.6

28.7

25.4

13.9

0.7

0.2

0.5

2.6

8.1

6.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間以上

無回答

(N=418)
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③就労している母親の家を出る時刻、帰宅時刻 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している母親（フルタイム：444人、パート・アルバイト等：418人）に 1週あたりの就労時

間をたずねたところ、フルタイムで就労している母親では、「8 時台」（59.9％）に家を出て、「18

時台」（55.6％）に帰宅する人が最も多くなっている。パート・アルバイト等で就労している母親で

は「8時台」（47.8％）に家を出て「1～15時台」（38.8％）に帰宅する人が最も多くなっている。 

 

 

（就労している母親へ） 

（１）－２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多

いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る

前の状況についてお答えください。【数字で記入】 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

 

【家を出る時刻】                【帰宅時刻】 

 

（母親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（母親・パート・アルバイト等） 
 

0.5

23.0

59.9

9.9

1.6

2.5

0.0

2.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１～５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１～２４時台

無回答

(N=444)

0.7

6.5

47.8

28.5

6.9

3.1

0.0

6.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１～５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１～２４時台

無回答

(N=418)

2.3

12.4

55.6

19.1

1.4

3.2

1.8

4.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１～１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台

２１～２４時台

無回答

(N=444)

21.1

17.9

15.3

2.6

0.7

3.1

38.8

0.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１～１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台

２１～２４時台

無回答

(N=418)
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（３）父親について 
①父親の就労状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
父親の就労状況は、「フルタイム」（95.1％）が 9割を超えて大半を占めている。 

 

問１０ 保護者の方の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 

（２）父親【○は１つだけ】 

【父親の就労状況】 

95.1

0.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=976)

フルタイム フルタイム（育休中等）

パート・アルバイト等 パート・アルバイト等（育休中等）

未就労（就労経験あり） 未就労（就労経験なし）

無回答

フルタイム：95.4％ パート・アルバイト等：1.2％ 

パート・アルバイト等（育休中等）：0.0％ 

未就労（就労経験あり）：1.3％ 

未就労（就労経験なし）：0.2％ 
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②就労している父親の 1 週あたりの就労日数、1 日あたりの就労時間 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している父親（フルタイム：931人、パート・アルバイト等：12人）に就労日数と時間をた

ずねたところ、フルタイムで就労している父親では、週「5日」（48.5％）で 1日「8時間」（35.9％）

働いている人が最も多い。パート・アルバイト等で就労している父親では週「5日」（7人、58.3％）

で 1日「8時間」（5人、41.7％）働いている人が多い。 

（２）－１ １週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（休憩時間、残業時間を含む）」

をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパター

ンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況につい

てお答えください。【数字で記入】 

 

【1週あたりの就労日数】       【1日あたりの就労時間】 

 

（父親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（父親・パート・アルバイト等） 
 

 

0.4

0.5

0.3

48.5

3.4

4.0

42.5

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答
(N=931)

0.1

0.1

0.2

1.0

13.4

21.5

23.0

4.7

35.9

0.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間以上

無回答

(N=931)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

無
回
答

12 - - 1 1 7 2 1 -

100.0 - - 8.3 8.3 58.3 16.7 8.3 -

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
時
間
以
下

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間
以
上

無
回
答

12 - - 4 - 1 5 1 - - 1

100.0 - - 33.3 - 8.3 41.7 8.3 - - 8.3

（上段＝実数、下段＝％） （上段＝実数、下段＝％） 
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③就労している父親の家を出る時刻、帰宅時刻 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労している父親（フルタイム：931人、パート・アルバイト等：12人）に家を出る時刻と帰宅

時刻をたずねたところ、フルタイムで就労している父親では、「7 時台」（39.5％）に家を出て「19

時台」（21.4％）や「18時台」（20.6％）に帰宅する人が多い。パート・アルバイト等で就労してい

る父親では「7時台」（4人、33.3％）に家を出て「17時台」（4人、33.3％）に帰宅する人が多い。 

（２）－２ 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多

いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。【数字で記入】 

※時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

 

【家を出る時刻】                【帰宅時刻】 

 

（父親・フルタイム） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（父親・パート・アルバイト等） 
 

11.9

39.5

25.9

4.4

2.8

5.7

8.6

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１～５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１～２４時台

無回答

(N=931)

1.4

7.4

20.6

21.4

19.1

5.9

7.2

17.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

１～１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台

２１～２４時台

無回答

(N=931)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
～

５
時
台

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台

１
１
～

２
４
時
台

無
回
答

12 2 3 4 3 - - - -

100.0 16.7 25.0 33.3 25.0 - - - -

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
～

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台

２
０
時
台

２
１
～

２
４
時
台

無
回
答

12 3 - 4 3 2 - - -

100.0 25.0 - 33.3 25.0 16.7 - - -

（上段＝実数、下段＝％） （上段＝実数、下段＝％） 
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（４）パート・アルバイトで就労している人のフルタイムへの転換希望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パートタイム、アルバイト等で就労している方にフルタイムへの転換希望をたずねたところ、母

親では、「パート・アルバイト等での就労を続けることを希望」（54.5％）が過半数を占めており、

次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」（20.6％）となっている。 

一方、父親では、「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」（4人、33.3％）

が最も多く、次いで「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」と「パート・ア

ルバイト等での就労を続けることを希望」（それぞれ 3人、25.0％）となっている。 

（パート・アルバイト等で就労している方へ） 

問１１ フルタイムへの転換希望はありますか。【○は１つだけ】 

【母親のフルタイムへの転換希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父親のフルタイムへの転換希望】 

 

10.38.6 20.6 54.5 6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=418)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等での就労を続けることを希望

仕事をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の

転
換
希
望
が
あ

り

、
実
現
で
き
る

見
込
み
が
あ
る

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の

転
換
希
望
は
あ
る

が

、
実
現
で
き
る

見
込
み
は
な
い

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
で
の
就
労

を
続
け
る
こ
と
を

希
望

仕
事
を
や
め
て
子

育
て
や
家
事
に
専

念
し
た
い

無
回
答

12 3 4 3 - 2
100.0 25.0 33.3 25.0 - 16.7

（上段＝実数、下段＝％） 
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母親のフルタイムへの転換希望について小学校区別にみると、北小学校区や上頓野小学校区では

「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」の割合が他の小学校区に比べてやや

高く、2割弱を占めている。また、南小学校区では「フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない」（45.5％）、中泉小学校区では「パート・アルバイト等での就労を続ける事を希望」

（69.2％）の割合がそれぞれ他の小学校区に比べて高い。 

学年別にみると、２年生では「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」（17.0％）

の割合が他の学年に比べて高く、2割弱を占めている。 

 

【小学校区別・学年別 母親のフルタイムへの転換希望】（％） 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
が
あ
り

、
実
現
で
き
る

見
込
み
が
あ
る

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
換
希

望
は
あ
る
が

、
実
現
で
き

る
見
込
み
は
な
い

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

で
の
就
労
を
続
け
る
こ
と

を
希
望

仕
事
を
や
め
て
子
育
て
や

家
事
に
専
念
し
た
い

無
回
答

418 8.6 20.6 54.5 6.0 10.3
南小学校区 11 9.1 45.5 36.4 9.1 -
北小学校区 41 17.1 19.5 53.7 4.9 4.9
西小学校区 25 8.0 12.0 52.0 12.0 16.0
新入小学校区 46 6.5 23.9 54.3 2.2 13.0
感田小学校区 89 5.6 16.9 59.6 3.4 14.6
上頓野小学校区 36 16.7 8.3 52.8 8.3 13.9
下境小学校区 29 3.4 27.6 55.2 3.4 10.3
福地小学校区 19 15.8 21.1 47.4 15.8 -
中泉小学校区 13 7.7 - 69.2 7.7 15.4
植木小学校区 38 10.5 21.1 57.9 2.6 7.9
東小学校区 52 3.8 28.8 53.8 9.6 3.8
無回答 19 5.3 31.6 42.1 5.3 15.8

418 8.6 20.6 54.5 6.0 10.3
１年生 40 12.5 17.5 47.5 7.5 15.0
２年生 47 17.0 21.3 48.9 4.3 8.5
３年生 65 10.8 23.1 56.9 3.1 6.2
４年生 72 5.6 19.4 58.3 6.9 9.7
５年生 94 8.5 19.1 52.1 9.6 10.6
６年生 94 4.3 22.3 57.4 3.2 12.8
無回答 6 - 16.7 66.7 16.7 -

  全  体

学
年

  全  体

小
学
校
区
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（５）母親（未就労者）の就労希望 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 就労していない母親に就労希望をたずねたところ、「すぐにでも、もしくは 1年以内に働きたい」

（34.1％）が最も多く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労予定なし）」（31.1％）、「子

どもがある程度大きくなったら働きたい」（24.1％）となっている。 

 子どもがある程度大きくなったら就労したい母親の、就労を希望するときの末子の年齢としては、

平均 6.92歳となっている。「7～9歳」（26.4％）が最も多く、次いで「3歳以下」、「4～6歳」（それ

ぞれ 23.6％）となっている。 

母親の就労希望について学年別にみると、低学年ほど「子どもがある程度大きくなったら働きた

い」の割合が高く、１年生では 3割強（35.6％）となっている。 

【学年別 母親（未就労者）の就労希望】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

（就労していない母親へ） 

問１２ 就労したいという希望はありますか。 

    また、該当する箇所に数字をご記入ください。【数字で記入】 

（１）母親【○は１つだけ】 

【母親（未就労者）の就労希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（就労していない母親のうち、子どもがある程度大きくなったら就労したい方へ） 

【就労を希望するときの末子の年齢】 

31.1 24.1 34.1 10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=299)

子育てや家事などに専念したい（就労予定なし）

子どもがある程度大きくなったら働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答

23.6 23.6 26.4 9.7 15.3 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=72)

３歳以下 ４～６歳 ７～９歳 １０～１２歳 １３歳以上 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

子
育
て
や
家
事

な
ど
に
専
念
し

た
い

（
就
労
予

定
な
し

）

子
ど
も
が
あ
る

程
度
大
き
く

な

っ
た
ら
働
き

た
い

す
ぐ
に
で
も

、

も
し
く
は
１
年

以
内
に
働
き
た

い 無
回
答

299 31.1 24.1 34.1 10.7
１年生 45 28.9 35.6 26.7 8.9
２年生 54 31.5 29.6 31.5 7.4
３年生 46 21.7 23.9 39.1 15.2
４年生 45 31.1 22.2 42.2 4.4
５年生 53 39.6 18.9 26.4 15.1
６年生 52 32.7 15.4 40.4 11.5
無回答 4 25.0 25.0 25.0 25.0

  全  体

学
年
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 すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい母親の 8割強（81.4％）が「パート・アルバイト等」

での就労を希望しており、「フルタイム」希望者は 2割弱（18.6％）である。 

 また、パート・アルバイト等での就労を希望する母親の 1週あたりの就労希望日数は、平均で 4.48

日であり、「5日」（60.2％）が 6割で最も多く、次いで「4日」（25.3％）、「3日」（13.3％）となっ

ている。 

 1日あたりの就労希望時間は、平均で 4.95時間であり、「5時間」（50.6％）が半数を占めて最も

多く、次いで「4時間」（22.9％）、「6時間」（16.9％）となっている。 

 

（就労していない母親のうち、すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい方へ） 

 

【就労希望形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（パート・アルバイト等での就労を希望される方へ） 

【１週あたりの就労希望日数】     【１日あたりの就労希望時間】 

 

18.6 81.4 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=102)

フルタイム パート・アルバイト等 無回答

0.0

13.3

25.3

60.2

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

(N=83)

22.9

50.6

16.9

2.4

2.4

3.6

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

３時間以下

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間以上

無回答

(N=83)



Ⅲ．小学生用調査の調査結果 

110 

 

（６）父親（未就労者）の就労希望 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 就労していない父親に就労希望をたずねたところ、「すぐにでも、もしくは 1年以内に働きたい」

（3人、20.0％）が最も多く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労予定なし）」（2人、13.3％）

となっている。 

 

子どもがある程度大きくなったら就労したい父親は 1人であったが、子どもが 7歳になった時に

働き出すことを希望している。 

 

すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい父親は 3人であったが、その全員がフルタイムでの

就労を希望している。 

（就労していない父親へ） 

問１２ 就労したいという希望はありますか。 

    また、該当する箇所に数字をご記入ください。【数字で記入】 

（２）父親【○は１つだけ】 

【父親（未就労者）の就労希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（就労していない父親のうち、子どもがある程度大きくなったら就労したい方へ） 

【就労を希望するときの末子の年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（就労していない父親のうち、すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい方へ） 

【就労希望形態】 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

子
育
て
や
家
事
な
ど

に
専
念
し
た
い

（
就

労
予
定
な
し

）

子
ど
も
が
あ
る
程
度

大
き
く
な

っ
た
ら
働

き
た
い

す
ぐ
に
で
も

、
も
し

く
は
１
年
以
内
に
働

き
た
い

無
回
答

15 2 1 3 9
100.0 13.3 6.7 20.0 60.0

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
歳
以
下

４
～

６
歳

７
～

９
歳

１
０
～

１
２
歳

１
３
歳
以
上

無
回
答

1 - - 1 - - -
100.0 - - 100.0 - - -

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

フ
ル
タ
イ
ム

パ
ー

ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等

無
回
答

3 3 - -
100.0 100.0 - -

（上段＝実数、下段＝％） 
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（７）仕事と子育てを両立させる上で困難だと感じること 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
仕事と子育てを両立させる上で困難だと感じることについては、「仕事で疲れて子育ての余力がな

い」（29.3％）が最も多く、次いで「子どもと接する時間が少ない」（26.2％）、「急に病気になった

時に、かわりに面倒をみる人がいない」（20.6％）となっている。 

学年別にみると、低学年ほど「残業など、労働時間が長い」の割合が高くなっている。また、１

年生では「急に病気になった時に、かわりに面倒をみる人がいない」（28.6％）の割合が２年生以上

に比べて高く、3割弱となっている。 

保護者の就労状況別にみると、共働き家庭（フルタイム）では「子どもと接する時間が少ない」

（38.1％）の割合が他に比べて高く、4割弱となっている。また、共働き家庭（フルタイムとパー

ト等）と片働き家庭では「急に病気になった時に、かわりに面倒をみる人がいない」の割合が他に

比べて高く、3割弱となっている。 

 

問１３ 仕事と子育てを両立させる上で困難だと感じることは何ですか。 
【○はあてはまるもの２つまで】 

【仕事と子育てを両立させる上で困難だと感じること】 

26.2

20.6

12.6

9.5

1.7

1.6

0.8

4.2

20.4

10.5

4.9

29.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

仕事で疲れて子育ての余力がない

子どもと接する時間が少ない

急に病気になった時に、        

かわりに面倒をみる人がいない

残業など、労働時間が長い

労働時間が不規則

職場の理解が得られない

子どもの他に面倒をみなければならない人がいる

家族の理解が得られない

学童クラブなど、子どもの預け先が見つからない

その他

特にない

無回答

(N=1216)
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【学年別・保護者の就労状況別 仕事と子育てを両立させる上で困難だと感じること】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（８）育児休暇の取得状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
育児休業の取得状況については、「取得していない」（43.4％）が最も多く、次いでの「働いてい

なかった」（29.9％）、「取得した（取得中である）」（22.1％）となっている。 

問１４ あて名のお子さんが生まれた時、父・その他の親族等と母のいずれか、もしくは双方が

育児休業を取得しましたか。【○は１つだけ】 

【育児休暇の取得状況】 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

仕
事
で
疲
れ
て
子
育
て
の
余
力
が
な
い

子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少
な
い

急
に
病
気
に
な

っ
た
時
に

、
か
わ
り
に

面
倒
を
み
る
人
が
い
な
い

残
業
な
ど

、
労
働
時
間
が
長
い

労
働
時
間
が
不
規
則

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
の
他
に
面
倒
を
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
い
る

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

学
童
ク
ラ
ブ
な
ど

、
子
ど
も
の
預
け
先

が
見
つ
か
ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1216 29.3 26.2 20.6 12.6 9.5 4.9 1.7 1.6 0.8 4.2 20.4 10.5
１年生 154 33.8 27.3 28.6 15.6 9.1 3.2 1.9 1.9 0.6 5.2 19.5 4.5
２年生 158 27.8 30.4 18.4 13.3 8.2 5.7 1.3 1.9 0.6 5.1 17.1 9.5
３年生 182 28.6 23.1 24.2 13.2 12.1 6.0 2.2 1.6 1.6 4.4 13.7 12.6
４年生 193 31.1 26.9 16.1 12.4 9.8 5.7 2.1 1.6 0.5 4.7 20.2 13.0
５年生 257 24.9 25.3 16.7 11.7 8.2 3.1 1.6 1.6 0.8 4.7 24.9 12.1
６年生 253 30.8 25.7 21.7 11.1 9.5 5.9 1.6 1.6 0.8 2.4 24.1 8.3
無回答 19 31.6 21.1 26.3 10.5 10.5 - - - - - 10.5 31.6

1216 29.3 26.2 20.6 12.6 9.5 4.9 1.7 1.6 0.8 4.2 20.4 10.5
ひとり親家庭 181 23.2 30.4 19.9 11.6 12.7 5.5 0.6 0.6 0.6 5.5 18.8 12.2
共働き家庭（フルタイム） 318 33.3 38.1 12.6 22.3 10.4 4.4 0.6 1.3 0.3 3.5 17.0 7.5
共働き家庭
（フルタイムとパート等）

349 26.1 17.8 25.2 6.9 8.3 3.4 1.4 1.4 0.3 4.0 29.5 7.7

片働き家庭 246 35.0 22.8 26.8 10.6 9.8 6.5 4.1 3.3 2.4 5.3 13.8 10.2
その他 9 22.2 - - - - 22.2 - - - 11.1 33.3 22.2
無回答 113 25.7 21.2 18.6 9.7 5.3 4.4 2.7 1.8 0.9 1.8 17.7 24.8

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

学
年

  全  体

4.622.1 43.4 29.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

取得した（取得中である） 取得していない

働いていなかった 無回答
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（９）育児休暇を取得していない理由 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
育児休暇を取得していない理由については、「親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がな

かった」（31.1％）が最も多く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（22.0％）、

「仕事が忙しかった」（21.4％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（18.8％）となっている。 

問１４－１ 取得していない理由をお答えください。【○はあてはまるものすべて】 

【育児休暇を取得していない理由】 

22.0

21.4

18.8

17.8

7.4

6.4

3.4

3.4

2.3

1.9

1.1

0.6

8.5

2.1

15.9

31.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

親族にみてもらえるなど、　　　

制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

子育てや家事に専念するために退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）　　　

仕事に戻るのが難しそうだった

保育所などに預けることができた

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

育児休業を取得できることを知らなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

産前産後の休暇を取得　　　

できることを知らず、退職した

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった　　

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

(N=528)
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（１０）育児休業の取得期間（実際と希望） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 育児休業から職場復帰した母親の復帰時期をみると、実際に復帰したときの子どもの年齢として

は「1歳～1歳 6ヶ月未満」（40.5％）が最も多く、次いで「6ヶ月～1歳未満」（27.9％）、「6ヶ月

未満」（14.5％）となっており、1歳 6ヶ月までに職場復帰した人が 8割強（82.9％）と大半を占め

ている。 

 一方、復帰を希望するときの子どもの年齢としては、実際の復帰時期と同じく「1歳～1歳 6ヶ月

未満」（38.7％）が最も多いものの、「3歳以上」（21.2％）も 2割強と比較的多い。 

 

 

（育児休業を取得した（取得中である）方へ） 

問１４－２ 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかった

ですか。【数字を記入】 

【育児休業の取得期間（実際と希望）】 

 

 

 

 

実際 希望 

27.9

40.5

3.0

3.0

7.8

3.3

14.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳

３歳以上

無回答

(N=269)

3.3

38.7

9.3

8.6

17.5

1.5

21.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

６ヶ月未満

６ヶ月～１歳未満

１歳～１歳６ヶ月未満

１歳６ヶ月～２歳未満

２歳

３歳以上

無回答 (N=269)
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（１１）育児休業からの職場復帰時期が実際と希望で異なる理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
育児休業から希望より早く復帰した母親にその理由をたずねると、「人事異動や業務の節目の時期

に合わせるため」（32.9％）と「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（32.3％）がともに 3

割強を占めて多くなっている。 

一方、希望より遅く復帰した母親にその理由をたずねると、「自分や子どもなどの体調が思わしく

なかったため」（2人、33.3％）、「希望する保育所に入れなかったため」（1人、16.7％）となってい

る。 

 

 
 

 

（実際の復帰と希望が異なる方へ） 

問１４－３ 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

 

（１）「希望」より早く復帰した方 【○はあてはまるものすべて】 

【希望より早く復帰した理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方 【○はあてはまるものすべて】 

【希望より遅く復帰した理由】 

 　
調
査
数

（
Ｎ

）

自
分
や
子
ど
も
な

ど
の
体
調
が
思
わ

し
く
な
か

っ
た
た

め 希
望
す
る
保
育
所

に
入
れ
な
か

っ
た

た
め

配
偶
者
や
家
族
の

希
望
が
あ

っ
た
た

め 職
場
の
受
け
入
れ

態
勢
が
整

っ
て
い

な
か

っ
た
た
め

子
ど
も
を
み
て
く

れ
る
人
が
い
な

か

っ
た
た
め

そ
の
他

無
回
答

6 2 1 - - - 1 2
100.0 33.3 16.7 - - - 16.7 33.3

32.3

13.3

3.8

26.6

32.9

8.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答
(N=158)

（上段＝実数、下段＝％） 
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３．放課後の過ごし方について 
（１）放課後の過ごし方の希望 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方の希望は、「自宅」（71.4％）が最も多く、次いで「習い事」（53.0％）となって

いる。 

学童クラブを希望する人に下校時から何時まで利用したいかたずねると、「18時まで」（45.4％）

が最も多く、次いで「17時まで」（26.6％）、「19時まで」（13.5％）となっている。 

問１５ あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。【○はあてはまるものすべて】 

【放課後の過ごし方の希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平日に学童クラブを希望する方へ） 

「学童クラブ」の場合は、利用を希望する時間もご記入ください。 

※時間は必ず（例）１８時のように２４時間制でご記入ください。 

 

【平日の学童クラブの利用希望時間（下校から何時まで）】 

 

 

 

 

 

 

53.0

21.2

17.0

2.4

15.4

1.6

71.4

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

習い事

祖父母宅や友人・知人宅

学童クラブ

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(N=1216)

2.4

26.6

45.4

13.5

12.1

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１５時以前まで

１６時まで

１７時まで

１８時まで

１９時まで

２０時以降まで

無回答

(N=207)
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放課後の過ごし方の希望について小学校区別にみると、感田小学校区と上頓野小学校区では「自

宅」の割合が他の小学校区に比べて高く、8割弱を占めている。また、北小学校区では「習い事」、

西小学校区や福地小学校区、植木小学校区では「学童クラブ」の割合がそれぞれ他の小学校区に比

べてやや高い。 

学年別にみると、概ね低学年ほど「学童クラブ」の割合が高く、「自宅」の割合が低くなっている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭と共働き家庭（フルタイム）では「学童クラブ」の

割合が他に比べて高く、3割弱となっている。また、片働き家庭では「自宅」（89.4％）と「習い事」

（65.0％）の割合が他に比べて高い。 

 

 

【小学校区別・学年別・保護者の就労状況別 放課後の過ごし方の希望】（％） 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

自
宅

習
い
事

祖
父
母
宅
や
友

人
・
知
人
宅

学
童
ク
ラ
ブ

児
童
館

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ
ン

タ
ー

そ
の
他

無
回
答

1216 71.4 53.0 21.2 17.0 2.4 1.0 15.4 1.6
南小学校区 43 58.1 51.2 16.3 20.9 2.3 - 2.3 4.7
北小学校区 109 69.7 64.2 13.8 16.5 5.5 2.8 18.3 0.9
西小学校区 81 66.7 45.7 28.4 24.7 6.2 2.5 14.8 -
新入小学校区 148 69.6 60.8 20.9 13.5 - 0.7 16.2 -
感田小学校区 254 77.6 52.0 25.2 13.8 2.0 - 12.6 2.4
上頓野小学校区 107 77.6 60.7 17.8 15.0 4.7 0.9 19.6 -
下境小学校区 94 70.2 44.7 21.3 10.6 2.1 - 10.6 4.3
福地小学校区 52 75.0 50.0 13.5 21.2 - 1.9 5.8 -
中泉小学校区 41 73.2 39.0 29.3 19.5 4.9 2.4 17.1 -
植木小学校区 93 71.0 53.8 19.4 22.6 1.1 - 18.3 -
東小学校区 145 71.0 46.9 20.7 18.6 0.7 0.7 20.7 1.4
無回答 49 53.1 55.1 24.5 24.5 2.0 4.1 20.4 8.2

1216 71.4 53.0 21.2 17.0 2.4 1.0 15.4 1.6
１年生 154 57.1 44.2 16.9 35.7 2.6 1.9 14.3 1.9
２年生 158 67.7 53.2 25.3 25.9 3.2 0.6 19.0 -
３年生 182 68.1 57.1 21.4 21.4 2.2 1.1 18.1 0.5
４年生 193 74.1 56.0 26.4 13.5 4.7 0.5 17.1 1.6
５年生 257 77.4 52.5 17.9 9.3 1.9 0.8 16.0 2.3
６年生 253 76.3 54.5 19.0 7.9 0.8 1.2 9.5 1.6
無回答 19 73.7 42.1 42.1 10.5 - - 21.1 10.5

1216 71.4 53.0 21.2 17.0 2.4 1.0 15.4 1.6
ひとり親家庭 181 61.9 39.8 19.3 27.6 0.6 1.1 12.7 1.7
共働き家庭（フルタイム） 318 58.2 50.3 20.4 27.0 1.3 0.9 8.2 0.9
共働き家庭（フルタイムとパート等） 349 75.1 57.0 20.6 15.5 3.4 0.9 14.9 1.4
片働き家庭 246 89.4 65.0 26.0 3.7 4.5 1.2 26.8 0.4
その他 9 55.6 55.6 44.4 - - - 22.2 -
無回答 113 74.3 43.4 15.9 7.1 0.9 0.9 15.9 6.2

保
護
者
の

就
労
状
況

小
学
校
区

  全  体

学
年

  全  体

  全  体
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（２）放課後の過ごし方の希望日数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方それぞれについて、希望の日数をたずねると、学童クラブの日数（4.34日）が

最も多く、次いで自宅の日数（3.58日）となっている。 

また、希望する週あたり日数は何日ですか。【数字を記入】 

【放課後の過ごし方の希望日数】 

 

 

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

週
１
日

週
２
日

週
３
日

週
４
日

週
５
日

無
回
答

平
均
日
数

（
日

）
868 79 157 140 103 344 45

100.0 9.1 18.1 16.1 11.9 39.6 5.2
258 88 61 30 16 53 10

100.0 34.1 23.6 11.6 6.2 20.5 3.9
645 144 204 174 60 55 8

100.0 22.3 31.6 27.0 9.3 8.5 1.2
29 15 6 4 - 3 1

100.0 51.7 20.7 13.8 - 10.3 3.4
207 4 16 24 18 135 10

100.0 1.9 7.7 11.6 8.7 65.2 4.8
12 5 1 2 2 2 -

100.0 41.7 8.3 16.7 16.7 16.7 -
187 44 63 35 13 27 5

100.0 23.5 33.7 18.7 7.0 14.4 2.7

4.34

2.58

2.54

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

学童クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他

3.58

2.54

2.49

1.93
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（３）土曜日の学童クラブの利用希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の学童クラブの利用希望をたずねると、「利用する必要はない」（71.5％）が 7割強を占め

ており、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」（8.6％）と「低学年（１～３年生）の間は

利用したい」（6.3％）はいずれも 1割に満たない。 

利用を希望する人の利用希望時間をみると、開始時間は「8時台」（57.2％）が 6割弱で最も多く、

次いで「9時台」（23.3％）、「7時台」（13.3％）となっている。終了時間は「18時台」（42.8％）が

4割強で最も多く、次いで「17時台」（18.3％）となっている。 

問１６ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童クラブの利用希望はありま

すか。【○は１つだけ】 

（１）土曜日 

【土曜日の学童クラブの利用希望】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（土曜日に学童クラブの利用を希望する方へ） 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

※(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

【土曜日の学童クラブの利用希望時間】 

 

6.3 8.6 71.5 13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

開始時間 終了時間 

13.3

57.2

23.3

0.6

0.0

0.0

0.6

0.6

1.1

0.0

0.6

0.0

0.0

2.8

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=180)

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

1.7

3.3

4.4

7.8

18.3

42.8

11.7

3.3

3.3

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=180)
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土曜日の学童クラブの利用希望について学年別にみると、１年生では「低学年の間は利用したい」、

２～３年生では「高学年（４～６年生）になっても利用したい」、４～６年生では「利用する必要は

ない」の割合がそれぞれほかの学年に比べて高くなっている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭と共働き家庭（フルタイム）では「高学年になって

も利用したい」の割合が他に比べてやや高く、1割強となっている。 

 

 

【学年別・保護者の就労状況別 土曜日の学童クラブの利用希望】（％） 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

低
学
年

（
１
～

３

年
生

）
の
間
は
利

用
し
た
い

高
学
年

（
４
～

６

年
生

）
に
な

っ
て

も
利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要
は

な
い

無
回
答

1216 6.3 8.6 71.5 13.7
１年生 154 17.5 9.7 57.8 14.9
２年生 158 8.9 14.6 65.8 10.8
３年生 182 7.1 12.6 68.1 12.1
４年生 193 5.2 8.3 74.6 11.9
５年生 257 1.9 6.2 79.4 12.5
６年生 253 2.8 4.3 75.1 17.8
無回答 19 - - 73.7 26.3

1216 6.3 8.6 71.5 13.7
ひとり親家庭 181 8.8 14.4 56.9 19.9
共働き家庭（フルタイム） 318 8.2 11.6 68.6 11.6
共働き家庭（フルタイムとパート等） 349 6.0 7.2 74.2 12.6
片働き家庭 246 3.3 4.1 84.6 8.1
その他 9 - - 55.6 44.4
無回答 113 4.4 5.3 67.3 23.0

学
年

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体
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（４）日曜日・祝日の学童クラブの利用希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日・祝日の学童クラブの利用希望をたずねると、「利用する必要はない」（81.3％）が 8割強

を占めており、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」（3.5％）と「低学年（１～３年生）

の間は利用したい」（2.3％）はいずれも 1割に満たない。 

利用を希望する人の利用希望時間について、開始時間は「8時台」（62.9％）が 6割強で最も多く、

次いで「7 時台」（18.6％）、「9 時台」（15.7％）となっている。終了時間は「18 時台」（50.0％）5

割で最も多く、次いで「19時台」（21.4％）、「17時台」（15.7％）となっている。 

問１６ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童クラブの利用希望はありま

すか。【○は１つだけ】 

（２）日曜・祝日 

【日曜日・祝日の学童クラブの利用希望】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（日曜日・祝日に学童クラブの利用を希望する方へ） 

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字を記入】 

※(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

【日曜日・祝日の学童クラブの利用希望時間】 

 

2.3

3.5

81.3 12.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

無回答

開始時間 終了時間 

18.6

62.9

15.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=70)

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

4.3

2.9

15.7

50.0

21.4

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６時台以前

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

１９時台

２０時台以降

無回答

(N=70)
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日曜日・祝日の学童クラブの利用希望について学年別にみると、１～２年生では「低学年（１～

３年生）の間は利用したい」の割合が３年生以上に比べてやや高い一方、３年生以上では「利用す

る必要はない」の割合が高く、8割強となっている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭では「高学年（４～６年生）になっても利用したい」

（7.7％）の割合が他に比べてやや高い。 

 

【学年別・保護者の就労状況別 日曜日・祝日の学童クラブの利用希望】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

低
学
年

（
１
～

３

年
生

）
の
間
は
利

用
し
た
い

高
学
年

（
４
～

６

年
生

）
に
な

っ
て

も
利
用
し
た
い

利
用
す
る
必
要
は

な
い

無
回
答

1216 2.3 3.5 81.3 12.9
１年生 154 7.8 3.9 77.3 11.0
２年生 158 6.3 7.0 77.2 9.5
３年生 182 1.1 4.4 83.5 11.0
４年生 193 0.5 3.6 82.9 13.0
５年生 257 1.2 2.3 84.4 12.1
６年生 253 - 1.6 81.0 17.4
無回答 19 - - 73.7 26.3

1216 2.3 3.5 81.3 12.9
ひとり親家庭 181 3.3 7.7 70.7 18.2
共働き家庭（フルタイム） 318 3.1 3.8 84.3 8.8
共働き家庭（フルタイムとパート等） 349 2.0 2.3 83.7 12.0
片働き家庭 246 2.0 2.0 87.4 8.5
その他 9 - - 55.6 44.4
無回答 113 - 2.7 71.7 25.7

学
年

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体
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（５）学童クラブの利用状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8割強（81.0％）の人が学童クラブを利用していない。 

小学校区別にみると、西小学校区や福地小学校区、植木小学校区では「利用している」の割合が

他の小学校区に比べてやや高く、2割強を占めている。 

学年別にみると、低学年ほど「利用している」の割合が高く、1年生では 4割弱（37.0％）を占

めている。一方、高学年ほど「利用していない」の割合が高く、６年生では 9割強（91.7％）とな

っている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭と共働き家庭（フルタイム）では「利用している」3

割程度を占めており、他に比べて割合が高い。 

 

【小学校区別・学年別・保護者の就労状況別 学童クラブの利用状況】（％） 

 

 

 

 

 

問１７ 現在、学童クラブを利用していますか。【○は１つだけ】 

【学童クラブの利用状況】 

 

 

 

 

 

 

16.4 81.0 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

利用している 利用していない 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

利
用
し
て
い

る 利
用
し
て
い

な
い

無
回
答

1216 16.4 81.0 2.5
南小学校区 43 16.3 76.7 7.0
北小学校区 109 12.8 83.5 3.7
西小学校区 81 21.0 76.5 2.5
新入小学校区 148 10.1 89.2 0.7
感田小学校区 254 14.6 81.5 3.9
上頓野小学校区 107 15.0 85.0 -
下境小学校区 94 14.9 83.0 2.1
福地小学校区 52 25.0 73.1 1.9
中泉小学校区 41 19.5 75.6 4.9
植木小学校区 93 23.7 75.3 1.1
東小学校区 145 17.9 80.7 1.4
無回答 49 22.4 71.4 6.1

1216 16.4 81.0 2.5
１年生 154 37.0 61.7 1.3
２年生 158 25.9 72.2 1.9
３年生 182 22.0 76.4 1.6
４年生 193 13.5 85.0 1.6
５年生 257 7.0 88.7 4.3
６年生 253 6.3 91.7 2.0
無回答 19 10.5 68.4 21.1

1216 16.4 81.0 2.5
ひとり親家庭 181 27.6 69.1 3.3
共働き家庭（フルタイム） 318 29.2 68.6 2.2
共働き家庭（フルタイムとパート等） 349 13.8 84.8 1.4
片働き家庭 246 0.4 98.0 1.6
その他 9 - 77.8 22.2
無回答 113 7.1 86.7 6.2

学
年

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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（６）学童クラブの評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブについての各項目の満足度（「満足」と「ほぼ満足」をあわせた割合）は、「④病気や

けがの時の対応」（89.5％）で 9割と最も高く、次いで「⑤保護者への情報伝達」（85.5％）、「⑥悩

みごとなどへの相談対応」（85.0％）となっている。 

一方、不満度（「やや不満」と「不満」をあわせた割合）は「①施設・環境」（31.0％）や「⑧利

用者同士の交流（保護者会）」（30.0％）で 3割を超えている。 

（現在、学童クラブを利用している方へ） 

問１８ 学童クラブに対してどのように感じていますか。【○はそれぞれ１つだけ】 

【学童クラブの評価】 

 

 

27.5

22.0

12.0

12.0 4.5

35.5

35.0

30.0

33.5

28.5

16.5

37.5

22.5

32.0

52.0

54.0

54.0

46.5

45.5

45.5

48.0

53.0

54.0

52.5

13.0

12.0

20.5

7.5

10.0

9.0

13.0 4.5

10.5

5.5

2.5

7.0

4.0

5.0

8.0

4.5

1.5

1.0

0.5

1.0

1.0

1.0

0.5

1.0

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①施設・環境

②指導員等の配置状況

（人員体制）　　　　　　　　

③子どもへの接し方・日常の指導

④病気やけがの時の対応

⑤保護者への情報伝達

⑥悩みごとなどへの相談対応

⑦保護者の要望・意見への対応

⑧利用者同士の交流（保護者会）

⑨安全対策

⑩衛生対策

満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答

各項目とも（N=200）
「満足」  「不満」 

の合計  の合計 

68.0  31.0 

81.5  17.5 

79.0  20.0 

89.5  10.0 

85.5  14.0 

85.0  14.0 

81.5  17.5 

69.0  30.0 

82.5  16.5 

82.0  16.5 
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４．病気の際の対応について 
（１）子どもの病気等で学校を休まなければならなかった経験 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この 1 年間に、子どもの病気等で学校を休まなければならなかった経験をたずねたところ、6 割

強（62.8％）の人が「あった」と回答している。 

 

 

（２）病気等で学校を休まなければならなかった場合の対処方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの病気等で学校を休まなければならなかったことがあった人に、その際の対処方法をたず

ねたところ、「母親が休んだ」（53.0％）が最も多く、次いで「親族・知人に子どもをみてもらった」

（28.9％）、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」（23.2％）となっている。 

問１９ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったこと

はありますか。【○は１つだけ】 

【子どもの病気等で学校を休まなければならなかった経験】 

 

 

（病気等で学校を休まなければならなかったことがあった方へ） 

問１９－１ この１年間に、病気やケガで学校を休んだ場合の対処方法は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【病気等で学校を休まなければならなかった場合の対処方法】 

 

 

62.8 35.7 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

あった なかった 無回答

28.9

23.2

8.9

6.7

0.0

3.4

2.2

53.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

父親が休んだ

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

無回答

(N=764)
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（３）子どもが病気等の場合の対処の日数（年間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この 1年間で、子どもが病気のときのそれぞれの対処の日数については、平均で 5.85日である。 

対処方法別に平均日数をみると、父母の就労していない方が子どもをみた日数（5.47日）が最も

多く、次いで、母親が休んだ日数（4.72日）、仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数（4.43日）

となっている。 

（病気等の場合にそれぞれの対処をした方へ） 

また、その日数は概ね何日ですか。（半日程度の場合も１日とカウントしてください）。 

【数字を記入】 

【子どもが病気等の場合の対処の日数（年間）】 

 

 

 

（上段＝実数、下段＝％） 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

年
間
１
～

５
日

年
間
６
～

１
０
日

年
間
１
１
～

１
５
日

年
間
１
６
～

２
０
日

年
間
２
１
～

２
５
日

年
間
２
６
～

３
０
日

年
間
３
１
日
以
上

無
回
答

平
均
日
数

（
日

）

764 466 170 29 19 3 5 7 65
100.0 61.0 22.3 3.8 2.5 0.4 0.7 0.9 8.5

68 62 3 - 1 - - - 2
100.0 91.2 4.4 - 1.5 - - - 2.9

405 293 66 8 8 - 3 1 26
100.0 72.3 16.3 2.0 2.0 - 0.7 0.2 6.4

221 167 33 2 4 - 3 - 12
100.0 75.6 14.9 0.9 1.8 - 1.4 - 5.4

177 121 31 6 4 - 1 2 12
100.0 68.4 17.5 3.4 2.3 - 0.6 1.1 6.8

- - - - - - - - -
- - - - - - - - -
- - - - - - - - -
- - - - - - - - -

51 44 4 - - - - 1 2
100.0 86.3 7.8 - - - - 2.0 3.9

26 15 4 1 - - - - 6
100.0 57.7 15.4 3.8 - - - - 23.1

合計日数

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していな
い方が子どもをみた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用
した

仕方なく子どもだけで留守番をさせ
た

その他

5.85

2.64

4.72

4.39

5.47

-

-

4.43

4.40
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（４）病児・病後児保育施設等の利用意向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない人が 7割強（71.8％）となっている。 

利用したい人の希望日数は平均で年間 7.18 日であり、「年間 1～5 日」（45.2％）と「年間 6～11

日」（39.4％）が 4割前後で多い。 

（子どもが病気等で休まなければならなかったときの対処方法として、 

「父親が休んだ」、「母親が休んだ」方へ） 

問１９－２ その際、「できれば病児・病後児保育施設等注１を利用したい」と思われましたか。 

【○は 1つだけ】 

【病児・病後児保育施設等の利用意向】 

 
 
 
 
 
 

 

 
（病児・病後児保育施設等をできれば利用したいと思った方へ） 

また、その場合の日数はどれくらいありますか。【数字を記入】 

注１：病児・病後児保育施設等の利用には、一定の利用者負担があり、利用前にかかりつけ医の 

受診が必要となります。現在、直方市では未実施。 

【病児・病後児保育施設等を利用したい日数】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

24.5 71.8 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=425)

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

39.4

1.0

1.9

0.0

0.0

10.6

45.2

1.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

年間１～５日

年間６～１０日

年間１１～１５日

年間１６～２０日

年間２１～２５日

年間２６～３０日

年間３１日以上

無回答

(N=104)
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病児・病後児保育施設等の利用意向について小学校区別にみると、中泉小学校区では「できれば

病児・病後児保育施設等を利用したい」（38.1％）の割合が他の小学校区に比べてやや高く、4割弱

となっている。 

学年別にみると、低学年ほど「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」の割合が高く、

１年生では 4割弱（38.9％）となっている。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭では「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」（35.3％)の割合が他に比べて高い。 

 

 

【小学校区別・学年別・保護者の就労状況別 病児・病後児保育施設等の利用意向】（％） 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

で
き
れ
ば
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設

等
を
利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
は

思
わ
な
い

無
回
答

425 24.5 71.8 3.8
南小学校区 13 15.4 84.6 -
北小学校区 32 12.5 84.4 3.1
西小学校区 29 34.5 65.5 -
新入小学校区 48 20.8 75.0 4.2
感田小学校区 83 25.3 66.3 8.4
上頓野小学校区 38 10.5 89.5 -
下境小学校区 41 31.7 65.9 2.4
福地小学校区 10 20.0 80.0 -
中泉小学校区 21 38.1 47.6 14.3
植木小学校区 35 25.7 68.6 5.7
東小学校区 51 31.4 68.6 -
無回答 24 20.8 79.2 -

425 24.5 71.8 3.8
１年生 54 38.9 53.7 7.4
２年生 50 30.0 64.0 6.0
３年生 75 28.0 70.7 1.3
４年生 62 27.4 64.5 8.1
５年生 95 17.9 80.0 2.1
６年生 84 14.3 84.5 1.2
無回答 5 20.0 80.0 -

425 24.5 71.8 3.8
ひとり親家庭 68 35.3 64.7 -
共働き家庭（フルタイム） 144 27.8 66.7 5.6
共働き家庭（フルタイムとパート等） 160 20.0 76.3 3.8
片働き家庭 25 16.0 80.0 4.0
その他 2 - 100.0 -
無回答 26 15.4 80.8 3.8

学
年

  全  体

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

小
学
校
区

  全  体
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（５）病児・病後児保育施設等を利用する場合の望ましい事業形態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
病児・病後児保育施設等を利用したいと思ったことがある方に、望ましい事業形態を尋ねると、

「医療機関に併設した施設で子どもを保育する事業」（91.3％）が 9割強と最も多くなっている。「他

の施設に併設した施設で子どもを保育する事業」（18.3％）と「地域住民等が子育て家庭等の身近な

場所で保育する事業」（12.5％）はいずれも 1割台である。 

 
 
 
（６）病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない方に、その理由を尋ねると、「親が仕事を休んで

対応する」（62.3％）が最も多く、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」（38.7％）、

「利用料がかかる・高い」（27.9％）となっている。 

（子どもの病気等のとき、できれば病児・病後児保育施設等を利用したい方へ） 

問１９－３ 病児・病後児保育施設等を利用する場合、どのような事業形態が望ましいと思いま

すか。【○はあてはまるものすべて】 

【病児・病後児保育施設等を利用する場合の望ましい事業形態】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

（子どもの病気等のとき、病児・病後児保育施設等を利用したいとは思わない方へ） 

問１９－４ 病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由は何ですか。 

【○はあてはまるものすべて】 

【病児・病後児保育施設等を利用したいと思わない理由】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

18.3

12.5

1.9

1.9

91.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医療機関に併設した施設で子どもを保育する事業

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の

身近な場所で保育する事業　　

その他

無回答

(N=104)

38.7

27.9

8.9

16.7

62.3

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

利用料がかかる・高い

事業の質に不安がある

その他

無回答

(N=305)
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（７）父母のいずれかが仕事を休んで看たいと思った経験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

子どもが病気等で学校を休まなければならかったときに「父母のいずれかが休む」以外の対処を

された方に、仕事を休んで看たいと思ったことがあるか尋ねると、半数（50.0％）の人が「できれ

ば仕事を休んで看たい」と回答している。 

休んで看たかった平均日数は 4.65 日で、「年間 1～5 日」（69.0％）が最も多く、次いで「年間 6

～10日」（15.9％）となっている。 

 

（子どもが病気等で休まなければならなかったときの対処方法として、 

「父親が休んだ」、「母親が休んだ」以外の対処をされた方へ） 

問１９－５ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。 

【○は 1つだけ】 

【父母のいずれかが仕事を休んで看たいと思った経験】 

 

 
 
 
 
 
 
 
（できれば仕事を休んで看たいと思った方へ） 

また、その場合の仕事を休んで看たかった日数はどれくらいありますか。【数字を記入】 

【病児・病後児保育施設等を利用したい日数】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

50.0 19.7 30.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=452)

できれば仕事を休んで看たい 休んで看ることは非常に難しい 無回答

15.9

1.8

1.3

0.0

0.4

10.6

69.0

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

年間１～５日

年間６～１０日

年間１１～１５日

年間１６～２０日

年間２１～２５日

年間２６～３０日

年間３１日以上

無回答

(N=226)
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（８）父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもが病気等の際に、父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい人にその理由を

尋ねると、「子どもの看護を理由に休みがとれない」（50.6％）が半数を占めて最も多くなっている。 

 

 

 

 

（子どもが病気等の際、父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい方へ） 

問１９－６ その理由は何ですか。【○はあてはまるものすべて】 

【父母のいずれかが仕事を休んで看ることが非常に難しい理由】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

15.7

14.6

31.5

0.0

50.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

(N=89)
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５．あて名のお子さんの生活習慣・運動や遊びについて 
（１）子どもの起床時間・就寝時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ あて名のお子さんは、平日（月～金曜日）、何時に起き、何時に寝ていますか。 

【数字を記入】 

※時間は、必ず（例）起床０８時００分 就寝：２０時３０分のように、２４時間制で

お答えください。 

 
【子どもの起床時間・就寝時間】 

（１）学校がある日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校が休みの日 

 

 

 

 

起床時間 就寝時間 

1.3

9.5

43.6

38.5

0.2

0.0

0.5

1.5

4.9

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

５：００未満

５：００～６：００未満

６：００～６：３０未満

６：３０～７：００未満

７：００～７：３０未満

７：３０～８：００未満

８：００～８：３０未満

８：３０～９：００未満

９：００以降

無回答

(N=1216)

0.1

0.4

1.3

3.1

23.5

33.1

8.4

5.8

0.7

0.2

1.5

22.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１８：００未満

１８：００～１９：００未満

１９：００～２０：００未満

２０：００～２０：３０未満

２０：３０～２１：００未満

２１：００～２１：３０未満

２１：３０～２２：００未満

２２：００～２２：３０未満

２２：３０～２３：００未満

２３：００～２３：３０未満

２３：３０～２４：００未満

２４：００以降

無回答

(N=1216)

0.4

4.2

6.8

23.4

26.3

6.4

16.6

1.6

14.2

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

５：００未満

５：００～６：００未満

６：００～６：３０未満

６：３０～７：００未満

７：００～７：３０未満

７：３０～８：００未満

８：００～８：３０未満

８：３０～９：００未満

９：００以降

無回答

(N=1216)

0.0

0.2

0.8

1.9

11.6

38.9

10.1

19.7

1.4

0.8

1.5

12.8

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１８：００未満

１８：００～１９：００未満

１９：００～２０：００未満

２０：００～２０：３０未満

２０：３０～２１：００未満

２１：００～２１：３０未満

２１：３０～２２：００未満

２２：００～２２：３０未満

２２：３０～２３：００未満

２３：００～２３：３０未満

２３：３０～２４：００未満

２４：００以降

無回答

(N=1216)

起床時間 就寝時間 
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学校がある日の子どもの起床時間については、「6：30～7：00未満」（43.6％）が最も多く、次い

で「7：00～7：30未満」（38.5％）となっており、6時半～7時半に起きる子どもが 8割強（82.1％）

である。 

就寝時間については、「22：00～22：30 未満」（33.1％）が最も多く、次いで「21：30～22：00

未満」（23.5％）、「21：00～21：30 未満」（22.0％）となっており、21 時～22 時までに寝る子ども

が 8割弱（78.6％）と大半を占めている。 

一方、学校が休みの日の起床時間については「8：00～8：30 未満」（26.3％）が最も多く、次い

で「7：00～7：30未満」（23.4％）となっている。また、「9：00以降」（16.6％）も 2割弱いる。 

就寝時間については、「22：00～22：30 未満」（38.9％）が最も多く、次いで「23：00～23：30

未満」（19.7％）となっている。 

 

子どもの起床時間・就寝時間について学年別にみると、学校がある日では起床時間に大きな違い

は見られないが、就寝時間は概ね学年が上がるほど遅い時間の割合が高い傾向が見られる。 

一方、学校が休みの日では起床時間・就寝時間ともに概ね学年が上がるほど遅い時間の割合が高

い傾向が見られる。 

 

 

【学年別 学校がある日の子どもの起床時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年別 学校がある日の子どもの就寝時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

５
：
０
０
未
満

５
：
０
０
～

６
：
０
０
未
満

６
：
０
０
～

６
：
３
０
未
満

６
：
３
０
～

７
：
０
０
未
満

７
：
０
０
～

７
：
３
０
未
満

７
：
３
０
～

８
：
０
０
未
満

８
：
０
０
～

８
：
３
０
未
満

８
：
３
０
～

９
：
０
０
未
満

９
：
０
０
以
降

無
回
答

1216 - 1.3 9.5 43.6 38.5 4.9 0.2 - 0.5 1.5
１年生 154 - - 9.7 48.1 38.3 1.3 - - 1.3 1.3
２年生 158 - 0.6 7.6 44.3 39.2 5.1 0.6 - - 2.5
３年生 182 - 3.3 11.0 47.3 34.6 3.8 - - - -
４年生 193 - 2.1 8.8 49.2 32.1 4.7 0.5 - 1.0 1.6
５年生 257 - 0.4 9.3 42.0 39.3 7.0 - - 0.4 1.6
６年生 253 - 1.6 10.3 35.6 45.1 6.3 - - - 1.2
無回答 19 - - 10.5 36.8 36.8 - - - 5.3 10.5

学
年

  全  体

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
８
：
０
０
未

満 １
８
：
０
０
～

１
９
：
０
０
未

満 １
９
：
０
０
～

２
０
：
０
０
未

満 ２
０
：
０
０
～

２
０
：
３
０
未

満 ２
０
：
３
０
～

２
１
：
０
０
未

満 ２
１
：
０
０
～

２
１
：
３
０
未

満 ２
１
：
３
０
～

２
２
：
０
０
未

満 ２
２
：
０
０
～

２
２
：
３
０
未

満 ２
２
：
３
０
～

２
３
：
０
０
未

満 ２
３
：
０
０
～

２
３
：
３
０
未

満 ２
３
：
３
０
～

２
４
：
０
０
未

満 ２
４
：
０
０
以

降 無
回
答

1216 - 0.1 0.4 1.3 3.1 22.0 23.5 33.1 8.4 5.8 0.7 0.2 1.5
１年生 154 - - 0.6 2.6 8.4 41.6 31.2 10.4 1.9 1.3 - 0.6 1.3
２年生 158 - - 0.6 0.6 7.0 31.6 29.7 20.9 4.4 1.9 0.6 - 2.5
３年生 182 - - - 2.2 3.3 23.6 30.2 34.1 3.3 3.3 - - -
４年生 193 - 0.5 1.0 1.6 2.1 22.3 21.2 38.3 8.8 2.1 0.5 - 1.6
５年生 257 - - - 0.4 1.2 16.7 20.2 40.5 10.1 8.2 1.2 - 1.6
６年生 253 - - - 0.4 0.4 7.5 15.8 43.5 15.8 13.8 1.2 0.4 1.2
無回答 19 - - 5.3 10.5 - 26.3 15.8 15.8 15.8 - - - 10.5

  全  体

学
年
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【学年別 学校が休みの日の子どもの起床時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年別 学校が休みの日の子どもの就寝時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

５
：
０
０
未
満

５
：
０
０
～

６
：
０
０
未
満

６
：
０
０
～

６
：
３
０
未
満

６
：
３
０
～

７
：
０
０
未
満

７
：
０
０
～

７
：
３
０
未
満

７
：
３
０
～

８
：
０
０
未
満

８
：
０
０
～

８
：
３
０
未
満

８
：
３
０
～

９
：
０
０
未
満

９
：
０
０
以
降

無
回
答

1216 - 0.4 4.2 6.8 23.4 14.2 26.3 6.4 16.6 1.6
１年生 154 - - 3.9 6.5 29.2 19.5 23.4 6.5 9.1 1.9
２年生 158 - - 4.4 5.7 24.1 19.6 29.7 3.8 10.1 2.5
３年生 182 - 0.5 4.4 8.8 24.2 13.7 26.9 7.7 13.7 -
４年生 193 - 0.5 5.2 8.8 26.9 13.5 25.9 4.7 13.0 1.6
５年生 257 - 0.4 3.9 6.2 19.8 13.2 24.9 7.0 23.0 1.6
６年生 253 - 0.8 3.6 5.9 19.4 9.9 28.1 7.9 23.3 1.2
無回答 19 - - 5.3 - 31.6 10.5 15.8 5.3 21.1 10.5

  全  体

学
年

　
調
査
数

（
Ｎ

）

１
８
：
０
０
未

満 １
８
：
０
０
～

１
９
：
０
０
未

満 １
９
：
０
０
～

２
０
：
０
０
未

満 ２
０
：
０
０
～

２
０
：
３
０
未

満 ２
０
：
３
０
～

２
１
：
０
０
未

満 ２
１
：
０
０
～

２
１
：
３
０
未

満 ２
１
：
３
０
～

２
２
：
０
０
未

満 ２
２
：
０
０
～

２
２
：
３
０
未

満 ２
２
：
３
０
～

２
３
：
０
０
未

満 ２
３
：
０
０
～

２
３
：
３
０
未

満 ２
３
：
３
０
～

２
４
：
０
０
未

満 ２
４
：
０
０
以

降 無
回
答

1216 0.2 - 0.2 0.8 1.9 12.8 11.6 38.9 10.1 19.7 1.4 0.8 1.5
１年生 154 - - - 1.9 5.8 24.7 15.6 35.1 8.4 7.1 - - 1.3
２年生 158 - - - 0.6 3.8 17.7 15.2 41.1 8.2 9.5 0.6 0.6 2.5
３年生 182 - - - 2.2 2.2 13.7 12.1 43.4 9.9 15.4 0.5 0.5 -
４年生 193 0.5 - 1.0 1.0 1.0 13.0 12.4 36.8 13.0 18.1 1.0 0.5 1.6
５年生 257 - - - - 0.8 9.3 9.7 39.3 9.3 26.5 2.7 0.8 1.6
６年生 253 0.8 - - - - 5.1 7.9 37.9 11.1 32.0 2.0 2.0 1.2
無回答 19 - - - - - 15.8 10.5 36.8 10.5 10.5 5.3 - 10.5

  全  体

学
年
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（２）子どもの朝食の摂取状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子ども朝食の摂取状況については、「毎日食べる」（87.3％）が 9割弱と大半を占めており、次い

で「時々食べない日がある」（8.1％）となっている。 

学年別にみると、概ね低学年ほど「毎日食べる」の割合が高く、１年生では 9割（90.3％）を占

めている。高学年（４～６年生）では「ほとんど食べない」が若干見られ、６年生では「まったく

食べない」人もいる。 

保護者の就労状況別にみると、ひとり親家庭では「時々食べない日がある」（13.3％）の割合が他

に比べて高く、1割強を占めている。 

 

【学年別・保護者の就労状況別 子どもの朝食の摂取状況】（％） 

 

 

 

問２１ あて名のお子さんは、朝食を食べますか。【○は１つだけ】 

【子どもの朝食の摂取状況】 

 

 

 

 

 

87.3 8.1

1.6 0.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

毎日食べる 時々食べない日がある

ほとんど食べない まったく食べない

無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

毎
日
食
べ
る

時
々
食
べ
な
い
日
が

あ
る

ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い

ま

っ
た
く
食
べ
な
い

無
回
答

1216 87.3 8.1 1.6 0.2 2.8
１年生 154 90.3 5.2 1.9 - 2.6
２年生 158 87.3 9.5 - - 3.2
３年生 182 89.6 8.2 - - 2.2
４年生 193 87.6 8.3 1.0 - 3.1
５年生 257 85.6 8.9 2.7 - 2.7
６年生 253 85.4 8.7 2.8 0.8 2.4
無回答 19 89.5 - - - 10.5

1216 87.3 8.1 1.6 0.2 2.8
ひとり親家庭 181 79.6 13.3 2.8 - 4.4
共働き家庭（フルタイム） 318 87.4 8.8 0.9 0.3 2.5
共働き家庭（フルタイムとパート等） 349 88.0 7.2 2.3 - 2.6
片働き家庭 246 91.9 5.7 0.4 - 2.0
その他 9 100.0 - - - -
無回答 113 86.7 7.1 1.8 0.9 3.5

保
護
者
の

就
労
状
況

  全  体

学
年

  全  体
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（３）子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが外で身体を使って遊ぶ平均的な時間は、学校がある日の学校にいるときでは「1時間」

（35.9％）と「30分」（32.6％）がそれぞれ 3割台を占めている。一方、放課後では「遊んでいな

い」（25.2％）が最も多く、次いで「1時間」（24.5％）、「30分」（23.5％）となっており、いずれも

2割台となっている。 

また、学校が休みの日では「3時間以上」（22.6％）が最も多く、次いで「1時間」（21.0％）とな

っている。 

問２２ あて名のお子さんは、１日平均どれくらいの時間、外で身体を使って遊んでいますか。

【○は１つだけ】 

 
（１）学校のある日 

 

【学校のある日（学校にいるとき）に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校のある日（放課後）に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校が休みの日 

【学校が休みの日に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】 

 

 

 

学校にいるとき 

放課後 

5.732.6 35.9 19.0 6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

３０分 １時間 １時間３０分以上 遊んでいない 無回答

23.5 24.5 8.8 8.1

3.4 2.7

25.2 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

３０分 １時間 １時間３０分 ２時間

２時間３０分 ３時間以上 遊んでいない 無回答

13.7 21.0 5.3 12.3

3.1

22.6 18.0 3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

３０分 １時間 １時間３０分 ２時間

２時間３０分 ３時間以上 遊んでいない 無回答
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外で身体を使って遊ぶ平均時間について学年別にみると、学校にいるときでは１～５年生までは

「1時間」の割合が最も高く、3割強～4割強となっている。６年生では「30分」（36.0％）の割合

が最も高い。 

放課後では「遊んでない」を除くと、１～４年生では「1時間」の割合が最も高く、2割強～3割

を占めている。５～６年生では「30分」の割合が最も高く、2割強となっている。 

学校が休みの日では１～３年生では「1時間」の割合が最も高く、3割弱となっている。４～６年

生では「3時間以上」の割合が最も高く、2割強～3割強を占めている。 

また、いずれの日でも「遊んでいない」の割合は概ね学年が上がるほど高い傾向が見られる。 

 

 

【学年別 学校のある日（学校にいるとき）に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年別 学校のある日（放課後）に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年別 学校が休みの日に子どもが外で身体を使って遊ぶ平均時間】（％） 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

以
上

遊
ん
で
い
な
い

無
回
答

1216 32.6 35.9 19.0 6.9 5.7
１年生 154 34.4 41.6 14.3 3.9 5.8
２年生 158 27.8 43.7 20.3 3.8 4.4
３年生 182 34.1 37.4 20.3 3.8 4.4
４年生 193 31.1 36.8 21.2 5.7 5.2
５年生 257 31.5 34.2 18.7 9.3 6.2
６年生 253 36.0 28.1 18.6 10.7 6.7
無回答 19 26.3 26.3 21.1 15.8 10.5

  全  体

学
年

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

２
時
間

２
時
間
３
０
分

３
時
間
以
上

遊
ん
で
い
な
い

無
回
答

1216 23.5 24.5 8.8 8.1 3.4 2.7 25.2 3.7
１年生 154 26.6 30.5 7.1 7.8 3.9 - 19.5 4.5
２年生 158 22.8 24.7 12.7 7.0 3.2 0.6 24.7 4.4
３年生 182 26.4 26.4 8.8 7.7 3.8 2.2 22.5 2.2
４年生 193 21.8 26.9 10.9 5.7 3.1 2.6 24.9 4.1
５年生 257 23.7 23.0 7.4 8.2 3.1 3.5 28.0 3.1
６年生 253 21.3 19.8 6.7 11.5 3.6 4.7 29.2 3.2
無回答 19 21.1 15.8 15.8 5.3 - 10.5 15.8 15.8

  全  体

学
年

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

２
時
間

２
時
間
３
０
分

３
時
間
以
上

遊
ん
で
い
な
い

無
回
答

1216 13.7 21.0 5.3 12.3 3.1 22.6 18.0 3.9
１年生 154 15.6 27.3 8.4 18.8 5.2 11.0 9.7 3.9
２年生 158 17.7 28.5 5.7 16.5 1.9 12.7 13.9 3.2
３年生 182 13.2 26.9 7.1 12.6 3.3 18.1 17.0 1.6
４年生 193 15.0 20.7 3.1 11.9 4.7 22.8 16.6 5.2
５年生 257 12.1 15.2 4.3 10.1 1.6 28.8 24.1 3.9
６年生 253 11.1 14.2 5.1 8.3 3.2 32.0 21.3 4.7
無回答 19 10.5 21.1 - 10.5 - 31.6 15.8 10.5

学
年

  全  体
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（４）子どもの遊びの種類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

子どもの遊びついては、学校がある日では「外遊び」（43.3％）が最も多く、次いで「室内遊び」

（25.4％）、「電子ゲーム等」（18.3％）となっている。一方、学校が休みの日では、学校がある日と

同じく「外遊び」（34.8％）が最も多いが、これに「電子ゲーム等」（28.7％）が続いている。 

学年別にみると学校がある日、学校が休みの日のいずれにおいても、学年が上がるほど「電子ゲ

ーム等」の割合は高く、「室内遊び」の割合は低くなっている。 

 

【学年別 学校のある日の子どもの遊びの種類】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年別 学校が休みの日の子どもの遊びの種類】（％） 

 

 

 

 

 

問２３ あて名のお子さんは、何をしてよく遊びますか。【○は１つだけ】 

（１）学校のある日 

【子どもの遊びの種類】 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校が休みの日 
【子どもの遊びの種類】 

 

 

 

43.3 25.4 6.1 18.3 4.4 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

外あそび 室内遊び 読書 電子ゲーム等 その他 無回答

34.8 24.0 4.0 28.7 6.2 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

外あそび 室内遊び 読書 電子ゲーム等 その他 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

外
あ
そ
び

室
内
遊
び

読
書

電
子
ゲ
ー

ム
等

そ
の
他

無
回
答

1216 43.3 25.4 6.1 18.3 4.4 2.5
１年生 154 44.8 40.9 1.9 9.1 1.3 1.9
２年生 158 52.5 30.4 4.4 8.9 0.6 3.2
３年生 182 42.9 29.7 7.7 16.5 2.7 0.5
４年生 193 44.6 22.3 5.2 19.7 3.1 5.2
５年生 257 44.0 19.5 4.7 24.1 5.8 1.9
６年生 253 35.6 17.8 11.1 24.9 8.7 2.0
無回答 19 36.8 31.6 - 10.5 10.5 10.5

  全  体

学
年

　
調
査
数

（
Ｎ

）

外
あ
そ
び

室
内
遊
び

読
書

電
子
ゲ
ー

ム
等

そ
の
他

無
回
答

1216 34.8 24.0 4.0 28.7 6.2 2.3
１年生 154 42.9 38.3 1.3 13.0 3.9 0.6
２年生 158 34.8 31.0 2.5 25.9 2.5 3.2
３年生 182 35.2 23.6 1.1 31.9 7.1 1.1
４年生 193 33.7 24.9 4.1 29.0 5.2 3.1
５年生 257 30.4 21.4 4.7 34.2 7.0 2.3
６年生 253 34.8 14.2 7.9 32.0 8.7 2.4
無回答 19 36.8 10.5 5.3 26.3 10.5 10.5

学
年

  全  体
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（５）子どもがテレビやＤＶＤを見る平均時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

子どもがテレビやＤＶＤを見る平均的な時間は、学校がある日では「1時間」（27.2％）と「2時

間」が 2割台を占めて多く、次いで「1時間 30分」（15.5％）となっている。一方、学校が休みの

日では「3時間以上」（38.4％）が最も多く、次いで「2時間」（28.8％）、「2時間 30分」（12.8％）

となっている。 

学年別にみると学校がある日、１～３年生では「1時間」、４～６年生では「2時間」の割合が最

も高くなっている。学校が休みの日、1年生では「2時間」の割合が最も高く、２～６年生では「3

時間以上」の割合が高くなっている。総じて学年が上がるほど、テレビやＤＶＤを見る平均時間は

長い傾向が見られる。 

 

問２４ あて名のお子さんは、１日平均どのくらいテレビやＤＶＤを見ていますか。 

【○は１つだけ】 

（１）学校のある日 

【子どもがテレビやＤＶＤを見る平均時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校が休みの日 

【子どもがテレビやＤＶＤを見る平均時間】 

 

 

 

 

8.9 27.2 15.5 25.2 8.3 10.4

3.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

３０分 １時間 １時間３０分 ２時間

２時間３０分 ３時間以上 見ていない 無回答

1.3 10.0 5.3 28.8 12.8 38.4

1.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

３０分 １時間 １時間３０分 ２時間

２時間３０分 ３時間以上 見ていない 無回答
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【学年別 学校のある日の子どもがテレビやＤＶＤを見る平均時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学年別 学校が休みの日の子どもがテレビやＤＶＤを見る平均時間】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

２
時
間

２
時
間
３
０
分

３
時
間
以
上

見
て
い
な
い

無
回
答

1216 8.9 27.2 15.5 25.2 8.3 10.4 3.0 1.6
１年生 154 15.6 31.2 22.1 17.5 5.2 3.9 3.9 0.6
２年生 158 4.4 27.8 14.6 25.9 10.8 10.1 3.8 2.5
３年生 182 10.4 29.7 14.8 23.6 7.7 9.3 4.4 -
４年生 193 6.7 27.5 14.0 29.0 7.3 10.4 3.1 2.1
５年生 257 10.5 22.6 15.6 24.5 9.7 13.6 1.9 1.6
６年生 253 6.3 27.7 13.0 29.2 7.9 12.3 2.0 1.6
無回答 19 10.5 21.1 21.1 10.5 15.8 5.3 - 15.8

  全  体

学
年

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

２
時
間

２
時
間
３
０
分

３
時
間
以
上

見
て
い
な
い

無
回
答

1216 1.3 10.0 5.3 28.8 12.8 38.4 1.2 2.2
１年生 154 1.9 11.7 10.4 36.4 16.9 20.8 1.3 0.6
２年生 158 0.6 6.3 1.9 32.9 11.4 43.0 1.3 2.5
３年生 182 - 10.4 4.4 34.6 9.3 39.6 1.6 -
４年生 193 1.0 11.9 5.7 19.7 16.1 40.9 1.0 3.6
５年生 257 1.9 8.6 5.1 26.8 12.8 41.6 0.8 2.3
６年生 253 2.0 11.1 4.7 26.5 11.1 41.1 1.2 2.4
無回答 19 - 10.5 5.3 26.3 15.8 26.3 - 15.8

  全  体

学
年
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（６）子どもが電子ゲームやパソコンで遊ぶ平均時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが電子ゲームやパソコンで遊ぶ平均時間は、学校がある日では「遊んでいない」（32.7％）

が 3割強で最も多く、これに「30分」（27.1％）と「1時間」（24.2％）がそれぞれ 2割台で続いて

いる。一方、学校が休みの日では「1時間」（25.6％）が最も多く、次いで「2時間」（19.6％）、「3

時間以上」（13.0％）となっており、「遊んでいない」（16.8％）は 2割弱である。 

学年別にみると学校がある日、学校が休みの日のいずれにおいても、概ね学年が上がるほど「遊

んでいない」は低くなっている。学校がある日に遊んでいる人については、１～４年生では「30分」、

５～６年生では「1時間」の割合がそれぞれ最も高い。学校が休みの日に遊んでいる人については

１～４年生では「30分」の割合が５～６年生に比べてやや高く、1割強～2割を占めている。一方、

５～６年生では「3時間以上」の割合が 2割弱と１～４年生に比べて高い。総じて学年が上がるほ

ど、子どもが電子ゲームやパソコンで遊ぶ平均時間は長い傾向が見られる。 

 

問２５ あて名のお子さんは、１日平均どのくらい電子ゲーム機やパソコンで遊びますか。 

【○は１つだけ】 

（１）学校のある日 

【子どもが電子ゲームやパソコンで遊ぶ平均時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校が休みの日 

【子どもが電子ゲームやパソコンで遊ぶ平均時間】 

 

 

 

 

27.1 24.2 5.3 6.0

1.0 2.0

32.7 1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

３０分 １時間 １時間３０分 ２時間

２時間３０分 ３時間以上 遊んでいない 無回答

12.1 25.6 7.1 19.6 4.2 13.0 16.8 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

３０分 １時間 １時間３０分 ２時間

２時間３０分 ３時間以上 遊んでいない 無回答
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【学年別 学校のある日の子どもが電子ゲームやパソコンで遊ぶ平均時間】（％） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学年別 学校が休みの日の子どもが電子ゲームやパソコンで遊ぶ平均時間】（％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

２
時
間

２
時
間
３
０
分

３
時
間
以
上

遊
ん
で
い
な
い

無
回
答

1216 27.1 24.2 5.3 6.0 1.0 2.0 32.7 1.6
１年生 154 25.3 15.6 2.6 2.6 1.3 - 51.9 0.6
２年生 158 32.3 19.0 3.2 5.1 0.6 - 38.0 1.9
３年生 182 31.3 24.2 7.1 4.4 0.5 3.3 28.6 0.5
４年生 193 29.5 25.4 3.1 6.2 1.0 1.0 32.6 1.0
５年生 257 24.1 24.9 8.2 7.0 1.9 3.5 28.0 2.3
６年生 253 23.3 31.2 5.9 8.7 0.4 2.8 26.1 1.6
無回答 19 26.3 21.1 5.3 5.3 - - 26.3 15.8

  全  体

学
年

　
調
査
数

（
Ｎ

）

３
０
分

１
時
間

１
時
間
３
０
分

２
時
間

２
時
間
３
０
分

３
時
間
以
上

遊
ん
で
い
な
い

無
回
答

1216 12.1 25.6 7.1 19.6 4.2 13.0 16.8 1.7
１年生 154 19.5 27.3 5.8 8.4 2.6 2.6 32.5 1.3
２年生 158 12.0 23.4 7.6 20.3 3.2 10.1 20.9 2.5
３年生 182 16.5 25.8 9.9 19.2 4.4 12.1 11.5 0.5
４年生 193 12.4 28.0 8.3 19.2 5.2 11.9 14.5 0.5
５年生 257 8.2 22.6 5.8 24.5 4.3 17.5 14.8 2.3
６年生 253 8.7 26.9 5.5 21.7 4.7 18.6 12.3 1.6
無回答 19 5.3 26.3 10.5 15.8 5.3 5.3 15.8 15.8

  全  体

学
年
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（７）テレビ・ＤＶＤ・電子ゲームの使用に関する子どもとのルール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テレビ・ＤＶＤ・電子ゲームの使用に関して、子どもとルールを決めているかについては、「親が

決めている」（38.2％）と「子どもと一緒に考えて決めている」（34.8％）がそれぞれ 3割台を占め

ている。一方、「決めていない」（24.2％）は 2割強である。 

学年別にみると、１年生では「親が決めている」、２～５年生では「子どもと一緒に考えて決めて

いる」、６年生では「決めていない」の割合がそれぞれ他の学年に比べて高くなっている。 

 

【学年別 テレビ・ＤＶＤ・電子ゲームの使用に関する子どもとのルール】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）子どもとの会話の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもとの会話の状況については、「十分会話している」（46.2％）と「会話している」（45.6％）

がそれぞれ 4割台を占めており、「会話が不足していると感じる」（6.8％）は 1割に満たない。 

 

問２６ テレビ・ＤＶＤ・電子ゲームの使用に関してあて名のお子さんとルールを決めています

か。【○は１つだけ】 

【テレビ・ＤＶＤ・電子ゲームの使用に関する子どもとのルール】 

 

 

 

 

 

問２７ 親子で会話をしていますか。【○は１つだけ】 

【子どもとの会話の状況】 

 

 

 

 

 

38.2 34.8 24.2 2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

親が決めている 子どもと一緒に考えて決めている

決めていない 無回答

46.2 45.6 6.8 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

十分会話している 会話している

会話が不足していると感じる 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

親
が
決
め
て

い
る

子
ど
も
と
一

緒
に
考
え
て

決
め
て
い
る

決
め
て
い
な

い 無
回
答

1216 38.2 34.8 24.2 2.8
１年生 154 46.1 29.2 20.1 4.5
２年生 158 32.9 41.8 22.2 3.2
３年生 182 41.8 36.8 19.8 1.6
４年生 193 39.9 38.9 19.7 1.6
５年生 257 34.2 37.4 26.1 2.3
６年生 253 38.7 26.1 32.4 2.8
無回答 19 15.8 42.1 26.3 15.8

  全  体

学
年
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６．子育てに関する悩みや不安感について 
（１）子育てについての悩み（心理的な点） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関する悩みについては、「子どもをしかりすぎているような気がする」（35.3％）が最も

多く、次いで「子どもの成績や勉強の指導が不安である」（25.2％）、「子どもとふれあう時間が少な

い」（21.7％）となっている。 

学年別にみると、概ね年齢が上がるほど「子どもの成績や勉強の指導が不安である」の割合が高

く、「子どもの心身の発達に応じたしつけや教育の仕方がよくわからない」と「子どもをしかりすぎ

ているような気がする」の割合は低くなっている。 

 

問２８ 子育てについての悩みはどのようなことですか。【○はあてはまるもの３つまで】 

【子育てについての悩み（心理的な点）】 

 

 

25.2

21.7

15.6

9.2

7.9

7.0

6.7

6.3

3.1

2.4

1.1

8.2

20.2

35.3

8.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子どもをしかりすぎているような気がする

子どもの成績や勉強の指導が不安である

子どもとふれあう時間が少ない

子どもの心身の発達に応じたしつけや

教育の仕方がよくわからない　　　　　　

近所づきあいや、子どもの親同士

のつきあいが負担になる　　　　　　

自分自身の親としての適性に自信がない

子育てに追われて自分のやりたいことができない

自分自身の体力や健康などに自信がない

子育てについて（あなたの）

配偶者の協力が得られない

子どもの病気や心身の発育・発達の遅れが気になる

子どもに手をあげたり、世話を　

しなかったりしてしまうことがある

子育てについて（あなたの）親の協力が得られない

子育てというものが全般的によくわからない

その他

無回答

(N=1216)
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【学年別 子育てについての悩み（心理的な点）】（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

子
ど
も
を
し
か
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る

子
ど
も
の
成
績
や
勉
強
の
指
導
が
不
安
で
あ

る 子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
が
少
な
い

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
応
じ
た
し
つ
け
や

教
育
の
仕
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

近
所
づ
き
あ
い
や

、
子
ど
も
の
親
同
士
の
つ

き
あ
い
が
負
担
に
な
る

自
分
自
身
の
親
と
し
て
の
適
性
に
自
信
が
な

い 子
育
て
に
追
わ
れ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
な
い

自
分
自
身
の
体
力
や
健
康
な
ど
に
自
信
が
な

い 子
育
て
に
つ
い
て

（
あ
な
た
の

）
配
偶
者
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い

子
ど
も
の
病
気
や
心
身
の
発
育
・
発
達
の
遅

れ
が
気
に
な
る

子
ど
も
に
手
を
あ
げ
た
り

、
世
話
を
し
な

か

っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

子
育
て
に
つ
い
て

（
あ
な
た
の

）
親
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い

子
育
て
と
い
う
も
の
が
全
般
的
に
よ
く
わ
か

ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

1216 35.3 25.2 21.7 15.6 9.2 8.0 7.9 7.0 6.7 6.3 3.1 2.4 1.1 8.2 20.2
１年生 154 43.5 13.6 23.4 20.8 9.1 9.1 9.1 8.4 7.8 7.1 3.2 3.2 1.9 5.2 20.8
２年生 158 41.8 19.6 19.6 16.5 13.3 9.5 7.0 6.3 5.1 5.1 1.9 3.2 1.3 7.6 17.1
３年生 182 37.4 23.1 18.1 17.6 11.5 11.0 8.2 4.4 3.8 6.6 3.8 2.2 1.1 6.0 22.5
４年生 193 38.3 28.0 31.1 12.4 8.8 4.7 7.8 6.2 8.3 6.7 4.1 2.6 1.0 10.9 16.6
５年生 257 27.6 24.9 20.6 11.7 6.6 8.2 7.0 7.0 7.8 6.6 3.1 1.9 0.8 8.9 25.3
６年生 253 30.8 34.0 19.0 15.8 7.5 7.1 9.1 9.5 6.7 5.5 2.8 2.0 0.8 9.1 17.4
無回答 19 26.3 42.1 15.8 31.6 15.8 - - - 10.5 5.3 - - - 10.5 26.3

  全  体

学
年



Ⅲ．小学生用調査の調査結果 

146 

 

（２）子育てについての悩み（環境的な点） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 子育て環境に関する悩みについては、「近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない」（34.3％）、

「子どもの教育費や稽古ごとなどにお金がかかる」（25.6％）、「社会環境や自然環境の悪化に不安が

ある」（19.0％）となっている。 

問２９ 子育て環境についての悩みはどのようなことですか。【○はあてはまるもの３つまで】 

【子育てについての悩み（環境的な点）】 

 

 

25.6

19.0

15.4

13.2

6.3

6.0

1.3

1.0

3.7

18.0

10.6

34.3

9.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない

子どもの教育費や稽古ごとなどにお金がかかる

社会環境や自然環境の悪化に不安がある

近所に子どもの遊び友だちがいない

子育てと仕事や家事との両立がしにくい

住居が子育てに十分な広さではない

子どもの保育費用にお金がかかる

食物の安全性に不安がある

子どもがいじめられている

保育所・幼稚園、小学校の先生

と親との連絡があまり取れない　

その他

特にない

無回答

(N=1216)
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子育て環境に関する悩みについて小学校区別にみると、南小学校区と福地小学校区では「近所に

子どもの遊び友だちがいない」の割合が他の小学校区に比べて高く、3割弱となっている。また、

南小学校区では「近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない」（48.8％）と「子どもの教育費や稽

古ごとなどにお金がかかる」（37.2％）の割合も高い。さらに、西小学校区でも「近所に子どもを安

心して遊ばせる場所がない」（51.9％）の割合が他の小学校区に比べて高く、過半数となっている。 

学年別にみると、１～３年生では「近所に子どもの遊び友だちがいない」と「近所に子どもを安

心して遊ばせる場所がない」の割合が４～６年生に比べて高い。 

 

 

【小学校区別・学年別 子育てについての悩み（環境的な点）】（％） 

 
 
 
 

 

　
調
査
数

（
Ｎ

）

近
所
に
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
場

所
が
な
い

子
ど
も
の
教
育
費
や
稽
古
ご
と
な
ど
に
お

金
が
か
か
る

社
会
環
境
や
自
然
環
境
の
悪
化
に
不
安
が

あ
る

近
所
に
子
ど
も
の
遊
び
友
だ
ち
が
い
な
い

子
育
て
と
仕
事
や
家
事
と
の
両
立
が
し
に

く
い

住
居
が
子
育
て
に
十
分
な
広
さ
で
は
な
い

子
ど
も
の
保
育
費
用
に
お
金
が
か
か
る

食
物
の
安
全
性
に
不
安
が
あ
る

子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

保
育
所
・
幼
稚
園

、
小
学
校
の
先
生
と
親

と
の
連
絡
が
あ
ま
り
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1216 34.3 25.6 19.0 15.4 13.2 9.2 6.3 6.0 1.3 1.0 3.7 18.0 10.6
南小学校区 43 48.8 37.2 16.3 25.6 16.3 2.3 9.3 9.3 - - - 9.3 9.3
北小学校区 109 32.1 28.4 23.9 6.4 12.8 10.1 4.6 6.4 - - 3.7 19.3 7.3
西小学校区 81 51.9 23.5 12.3 16.0 12.3 6.2 9.9 1.2 1.2 1.2 6.2 12.3 12.3
新入小学校区 148 29.1 26.4 14.9 14.2 9.5 10.8 6.1 2.7 1.4 1.4 2.0 25.7 9.5
感田小学校区 254 31.5 29.1 20.5 13.8 13.8 7.9 5.9 5.1 1.6 0.4 2.8 20.1 9.1
上頓野小学校区 107 39.3 27.1 23.4 19.6 14.0 5.6 2.8 6.5 2.8 2.8 2.8 13.1 10.3
下境小学校区 94 38.3 21.3 24.5 9.6 18.1 12.8 7.4 7.4 3.2 1.1 5.3 14.9 10.6
福地小学校区 52 34.6 13.5 15.4 28.8 5.8 5.8 1.9 9.6 - - 3.8 23.1 7.7
中泉小学校区 41 19.5 7.3 19.5 17.1 14.6 9.8 7.3 7.3 2.4 - 7.3 24.4 14.6
植木小学校区 93 30.1 25.8 18.3 21.5 9.7 11.8 8.6 7.5 1.1 2.2 6.5 17.2 12.9
東小学校区 145 29.7 22.8 20.0 10.3 15.9 13.8 8.3 8.3 - 0.7 3.4 17.2 13.8
無回答 49 42.9 32.7 8.2 26.5 14.3 6.1 2.0 6.1 2.0 2.0 4.1 8.2 14.3

1216 34.3 25.6 19.0 15.4 13.2 9.2 6.3 6.0 1.3 1.0 3.7 18.0 10.6
１年生 154 38.3 18.2 16.9 20.1 18.8 10.4 7.1 2.6 - 0.6 4.5 16.2 11.7
２年生 158 42.4 26.6 26.6 18.4 10.1 9.5 5.7 7.0 0.6 2.5 4.4 12.7 8.2
３年生 182 36.3 25.3 20.3 17.0 11.0 7.7 5.5 5.5 2.2 2.2 4.9 14.3 9.3
４年生 193 33.7 31.1 22.3 15.5 11.9 10.9 10.4 7.8 1.6 0.5 2.1 15.0 9.3
５年生 257 30.0 23.7 14.4 11.7 12.8 8.6 5.1 8.2 0.4 - 2.3 22.2 14.4
６年生 253 31.6 27.3 17.0 13.4 15.4 9.1 5.1 4.3 2.0 0.8 4.3 23.3 7.5
無回答 19 15.8 26.3 15.8 10.5 - 5.3 - 5.3 10.5 - 5.3 15.8 36.8

  全  体

学
年

  全  体

小
学
校
区
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７．児童虐待について 
（１）児童虐待発見時の通告 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 児童虐待を発見した場合に通告しなければならないことについては、9割弱（88.9％）の人が「知

っている」と回答している。 

 

 
（２）子どもを虐待しているのではないかと思うことの有無 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 子どもを虐待しているのではないかと思うことについては、8割弱（78.0％）の人が「まったく

ない」と回答しているが、「ときどきある」人も 2割弱（17.2％）いる。 

学年別にみると、概ね低学年ほど「ときどきある」の割合が高く、高学年ほど「まったくない」

の割合が高くなっている。 

 

 

【学年別 子どもを虐待しているのではないかと思うことの有無】（％） 

 

 

問３０ 児童虐待を発見した場合、通告しなければならないことを知っていますか。 

【○は１つだけ】 

【児童虐待発見時の通告】 

 

 

問３１ 子どもを虐待しているのではないかと思うことがありますか。【○は１つだけ】 

【子どもを虐待しているのではないかと思うことの有無】 

 

 

88.9 7.8 3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

知っている 知らない 無回答

0.9 17.2 78.0 3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

ある ときどきある まったくない 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

あ
る

と
き
ど
き
あ
る

ま

っ
た
く
な
い

無
回
答

1216 0.9 17.2 78.0 3.9
１年生 154 - 24.0 69.5 6.5
２年生 158 - 21.5 77.2 1.3
３年生 182 1.1 18.7 76.9 3.3
４年生 193 1.6 16.1 77.7 4.7
５年生 257 0.8 13.2 82.9 3.1
６年生 253 1.6 14.2 81.0 3.2
無回答 19 - 15.8 63.2 21.1

  全  体

学
年
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（３）児童虐待を見たり聞いたりしたことの有無 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことについては、9割

弱（88.3％）の人が「ない」と回答している。 

 
 

（４）児童虐待を見たり聞いたりした際の通告や相談 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことがある人に、その

際、通告や相談をしたかどうかたずねると、「しなかった」（42.4％）が「した」（31.5％）を上回っ

ている。また、「どこにすればよいかわからなかった」（25.0％）が 2割強となっている。 

 

問３２ 児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことがありま

すか。【○は１つだけ】 

【児童虐待を見たり聞いたりしたことの有無】 

 

 

（児童虐待が行われている、児童虐待と思われる場面を見たり聞いたりしたことがある方へ） 

問３２－１ その際、通告や相談をしましたか。【○は１つだけ】 

【児童虐待を見たり聞いたりした際の通告や相談】 

 

 

7.6 88.3 4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

ある ない 無回答

31.5 25.0 42.4 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=92)

した どこにすればよいかわからなかった しなかった 無回答
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（５）虐待に関しての相談窓口・相談機関の認知状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 虐待に関しての相談窓口・相談機関について、「知らない」（49.6％）が「知っている」（45.9％）

をやや上回っている。 

小学校区別にみると、南小学校区では「知らない」（65.1％）、中泉小学校区では「知っている」

（65.9％）の割合がそれぞれ他の小学校区に比べて高い。 

 

 

【小学校区別 虐待に関しての相談窓口・相談機関の認知状況】（％） 

 

 

 

問３３ 虐待に関しての相談窓口・相談機関を知っていますか。【○は１つだけ】 

【虐待に関しての相談窓口・相談機関の認知状況】 

 

 

45.9 49.6 4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

知っている 知らない 無回答

　
調
査
数

（
Ｎ

）

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

1216 45.9 49.6 4.5
南小学校区 43 32.6 65.1 2.3
北小学校区 109 47.7 49.5 2.8
西小学校区 81 40.7 51.9 7.4
新入小学校区 148 43.9 48.0 8.1
感田小学校区 254 50.0 46.9 3.1
上頓野小学校区 107 45.8 51.4 2.8
下境小学校区 94 53.2 43.6 3.2
福地小学校区 52 46.2 51.9 1.9
中泉小学校区 41 65.9 29.3 4.9
植木小学校区 93 38.7 57.0 4.3
東小学校区 145 42.1 53.1 4.8
無回答 49 40.8 49.0 10.2

  全  体

小
学
校
区
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（６）虐待に関する相談窓口の利用経験 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 8割強（84.7％）の人が虐待に関する相談を「したことはない」と回答している。 

 
 
 
（７）直方市要保護児童対策地域協議会の認知状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 9割弱（85.1％）の人が直方市要保護児童対策地域協議会を、「知らない」と回答している。

問３４ 虐待に関する相談窓口を利用したことがありますか。【○は１つだけ】 

【虐待に関する相談窓口の利用経験】 

 

 

問３５ 子どもの児童福祉に関する相談（虐待、障がい、非行）などを支援するための協議の場

として、直方市要保護児童対策地域協議会がありますが、知っていますか。 
【○は１つだけ】 

【直方市要保護児童対策地域協議会の認知状況】 

 

 

1.3 84.7 9.5 4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

したことがある したことはない

どこにすればいいかわからない 無回答

10.7 85.1 4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

知っている 知らない 無回答
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８．直方市の子育て支援施策全般について 
（１）子育てに関する情報の取得元 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 子育てに関する情報の取得元としては、「友人・知人」（66.4％）が最も多く、次いで「市報のお

がた」（41.7％）、「テレビ」（30.8％）、「祖父母」（30.5％）となっている。 

小学校区別にみると、南小学校区では「市報のおがた」（55.8％）、福地小学校区では「友人・知

人」（80.8％）の割合がそれぞれ他の小学校区に比べて高い。 

 

 

【小学校区別 子育てに関する情報の取得元】（％） 

 
 
 
 

 

問３６ あなたは子育てに関する情報をどこから取得していますか。 
【○はあてはまるものすべて】 

【子育てに関する情報の取得元】 

 

 

41.7

30.8

30.5

27.6

7.3

5.2

2.1

1.8

5.0

6.1

66.4

14.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

友人・知人

市報のおがた

テレビ

祖父母

インターネット

雑誌

子育てガイド

市ホームページ

ラジオ

市役所窓口

その他

無回答

(N=1216)

　
調
査
数

（
Ｎ

）

友
人
・
知
人

市
報
の
お
が
た

テ
レ
ビ

祖
父
母

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

雑
誌

子
育
て
ガ
イ
ド

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

ラ
ジ
オ

市
役
所
窓
口

そ
の
他

無
回
答

1216 66.4 41.7 30.8 30.5 27.6 14.6 7.3 5.2 2.1 1.8 5.0 6.1
南小学校区 43 65.1 55.8 30.2 9.3 23.3 7.0 9.3 7.0 - 2.3 4.7 2.3
北小学校区 109 71.6 46.8 22.9 21.1 26.6 8.3 5.5 9.2 0.9 - 7.3 3.7
西小学校区 81 66.7 38.3 37.0 32.1 24.7 12.3 6.2 6.2 3.7 2.5 2.5 8.6
新入小学校区 148 59.5 39.2 31.1 31.1 32.4 12.2 6.1 4.7 2.0 2.7 4.7 9.5
感田小学校区 254 71.3 40.2 33.5 31.9 28.3 18.9 7.1 6.3 2.0 2.4 5.1 3.9
上頓野小学校区 107 62.6 48.6 28.0 28.0 25.2 15.9 6.5 4.7 0.9 0.9 9.3 2.8
下境小学校区 94 62.8 40.4 33.0 37.2 23.4 19.1 9.6 3.2 3.2 2.1 4.3 6.4
福地小学校区 52 80.8 40.4 32.7 34.6 36.5 19.2 9.6 3.8 1.9 - 5.8 7.7
中泉小学校区 41 58.5 41.5 19.5 34.1 19.5 9.8 9.8 2.4 - 2.4 7.3 7.3
植木小学校区 93 66.7 44.1 29.0 28.0 25.8 14.0 10.8 3.2 2.2 1.1 2.2 5.4
東小学校区 145 65.5 37.2 31.7 33.8 27.6 12.4 7.6 4.1 1.4 2.8 3.4 8.3
無回答 49 61.2 36.7 32.7 38.8 34.7 20.4 2.0 4.1 8.2 - 4.1 10.2

  全  体

小
学
校
区
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（２）直方市の子育て環境や支援全体の満足度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直方市の子育て環境や支援の満足度については、「どちらともいえない」（40.5％）が最も多い。

「あまり満足していない」（26.2％）と「まったく満足していない」（12.6％）をあわせた『満足し

ていない』は 38.8％、「とても満足している」（1.8％）と「やや満足している」（14.0％）をあわせ

た『満足している』は 15.8％であり、『満足していない』人が『満足している』人を上回っている。 

問３７ 直方市の子育て環境や支援の満足度について、５段階評価でお答えください。 

【○は１つだけ】 

【直方市の子育て環境や支援全体の満足度】 

 

 

12.6 5.01.8 14.0 40.5 26.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(N=1216)

とても満足している やや満足している どちらともいえない

あまり満足していない まったく満足していない 無回答

『満足している』 

15.8％ 

『満足していない』 

38.8％ 
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（３）直方市の子育て支援の満足度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３８ 直方市の子育て支援についてどう思いますか。あてはまる数字に○をつけてください。 

【直方市の子育て支援の満足度】 

 

 

1.7

2.5

10.4

23.4

16.4

16.0

15.8

16.9

15.5

14.2

15.7

9.0

9.9

14.5

10.4

9.9

20.2

11.7

6.8

44.8

10.8

55.3

52.5

48.2

54.3

47.5

49.3

63.2

71.7

71.5

3.9

4.1

2.5

6.8

1.5

1.2

2.3

2.1

2.5

7.4

5.8

2.2

12.3

24.8

9.0

11.9

4.0

6.8

9.2

35.0

11.6

11.1

18.1

7.6

8.6

7.6

8.5

21.4

27.3

22.5

18.8

18.8

14.2

38.4

9.0

19.4

6.1

7.4

21.2

10.4

7.2

12.0

11.4

11.5

24.8

4.7

28.6

4.0

3.2

16.3

20.0

6.4

9.5

4.3

12.6

13.9

9.8

42.8

51.8

22.4

54.2

53.0

22.0

16.4

42.8

6.2

6.0

6.5

6.5

6.2

6.4

6.3

6.7

6.4

6.5

6.5

6.4

6.3

6.4

5.8

5.9

7.2

6.4

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①妊娠期から乳幼児期を　　　

通じた親子の健康づくりの支援

②食育に関する学習機会の提供

③安心して利用できる

医療体制の整備　　　　

④一時預かり・病後児保育等

の多様な保育サービス　　　　

⑤学童クラブの実施状況

⑥子育て家庭に対する相談

支援体制や交流の場づくり　

⑦子育てに対する経済的支援

⑧保育園・幼稚園での教育

⑨小・中学校の教育環境

⑩家庭教育や中学生等の　　　

次代の親を育成するための教育

⑪いじめ・不登校・非行対策

⑫地域全体で子どもを

育てる活動の推進　　　

⑬バリアフリーなどの　　　

子育てにやさしいまちづくり

⑭父と母がともに子育てを

担うような意識の啓発　　　

⑮子育てを支える地域活動等の促進

⑯企業等と連携した子育てと

仕事の両立のための支援　　

⑰ひとり親家庭への支援

⑱児童虐待防止対策

⑲障がいのある子ども

のいる家庭への支援　

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

各項目とも（N=1216）
「満足」  「不満」 

の合計  の合計 

39.2  11.2 

28.2  13.6 

29.9  41.2 

11.0  28.3 

27.8  21.0 

22.8  17.8 

18.1  53.4 

63.2  14.7 

47.3  36.0 

11.3  26.3 

11.2  29.9 

25.2  25.6 

14.1  31.4 

13.4  25.9 

22.2  24.1 

8.5  35.9 

10.1  20.7 

9.8  12.1 

9.1  12.9 
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直方市の子育て支援の満足度（「満足」と「やや満足」をあわせた割合）については、「⑧保育園・

幼稚園での教育」で 6割強（63.2％）と最も高く、これに「⑨小・中学校の教育環境」（47.3％）が

5割弱で続いている。 

一方、不満度（「やや不満」と「不満」をあわせた割合）については、「⑦子育てに対する経済的

支援」（53.4％）で 5割強と最も高くなっている。 

 

 

（４）子育て支援事業の認知度・利用状況・利用希望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援事業の認知度については、「⑩乳幼児健診」（85.4％）で 8割を超えて最も高く、次い

で「⑨赤ちゃん相談・スクスク相談」（75.4％）、「⑧離乳食教室」（68.0％）、「⑦親子遊びの教室」

（55.2％）となっている。一方、「②家庭教育に関する学級・講座」では認知度が低く、知らない人

（「いいえ」）の割合が 7割強（71.0％）となっている。 

問３９ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい

と思うものはありますか。①～⑩の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについてお答えくだ

さい。【○はそれぞれ１つだけ】※①～③については直方市では未実施。 

【子育て支援事業の認知度・利用状況・利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.4

55.2

38.9

17.8

46.8

42.3

41.4

68.0

75.4

31.5

17.1

5.8

53.4

24.1

37.6

46.3

51.2

57.2

46.5

71.0

8.7

7.5

7.9

7.2

6.9

7.3

7.7

11.2

11.2

11.3

0% 50% 100%

①母親（父親）学級、

両親学級、育児学級

②家庭教育に　　

関する学級・講座

③教育相談センター

・教育相談室　　　　　

④保育所や幼稚園

の園庭等の開放　　

⑤子育ての　

総合相談窓口

⑥子育てガイド（市発

行の子育て情報誌）

⑦親子遊びの教室

⑧離乳食教室

⑨赤ちゃん相談

・スクスク相談　

⑩乳幼児健診

知っている

知らない

無回答各項目とも

（N=1216）

3.0

33.2

24.7

4.2

16.4

15.6

3.5

19.3

21.5

80.0

76.9

66.4

77.0

80.2

69.0

64.9

62.8

66.9

11.2

54.7

20.1

19.7

17.2

13.7

15.6

15.4

13.7

12.5

12.1

8.8

0% 50% 100%

利用したことがある

利用したことはない

無回答

28.9

24.6

24.1

23.9

37.8

18.4

27.4

11.9

15.9

25.0

64.9

51.5

56.7

68.6

57.1

43.6

54.4

54.3

60.9

55.4

19.7

19.2

19.5

18.3

18.6

18.3

19.2

20.6

20.6

20.7

0% 50% 100%

今後利用したい

今後利用したいとは思わない

無回答
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利用度については認知度と同じく、「⑩乳幼児健診」（80.0％）で 8割を占めて最も高く、次いで

「⑨赤ちゃん相談・スクスク相談」（33.2％）、「⑧離乳食教室」（24.7％）、「⑦親子遊びの教室」（21.5％）

となっている。一方、「⑤子育ての総合相談窓口」では利用度が低く、利用していない人（「いいえ」）

の割合が 8割（80.2％）となっている。 

 

利用意向については、「⑥子育てガイド（市発行の子育て情報誌）」（37.8％）で最も高く、次いで

「⑩乳幼児健診」（28.9％）、「⑤子育ての総合相談窓口」（27.4％）となっている。 

 

 

（５）直方市の子育て環境や支援に関する自由意見 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直方市の子育て環境や支援に関する意見・要望を自由記述形式でたずねたところ、「学校教育の充

実」に関する意見が 136 件で最も多く、次いで「遊び場の確保・充実」（96 件）、「経済的支援・費

用負担軽減」（66件）となっている。 

 

 

 

問４０ 最後に、教育・保育環境の充実など子育て環境や支援に関してご意見・ご要望がござい

ましたら、ご自由にお書きください。 

 

【直方市の子育て環境や支援に関する自由意見（自由記述）】 

区分
件数

※複数回答

学校教育の充実 136

遊び場の確保・充実 96

経済的支援・費用負担軽減 66

放課後児童対策 40

防犯・安全確保対策 36

子育て支援サービス 23

医療サービス 13

障害児への支援 12

仕事と子育ての両立支援 12

ひとり親家庭など多様な子育て支援 9

地域での子育て支援 9

子育ての相談対応 6

子育ての情報提供 6

保護者の交流・仲間づくり支援 5

図書館や武道館等の整備・充実 5

母子保健事業 4

健全育成 3

アンケートについて 8

その他 32
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Ⅳ．調査票 
１．就学前児童用調査 
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２．小学生用調査 
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